

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　これまでの境遇からの逃避






　世界が人間界と魔界に完全に分断されてから幾いく年ねんの月日が経ち。

　人間と魔族の争いは長く続いていたが、今から二十年前に大きな変化が起きた。

　それは最強の魔族である魔王の覚かく醒せいから始まった、歴史上最も大規模な人間界への侵攻。

　そして魔王を打ち倒せる力を持った人間界側の英雄、勇者と呼ばれる存在の顕現。

　三日三晩に亘わたる闘いの末に、魔王は勇者の手によって大きく弱体化したと言われている。

　その結果、現在人間界と魔界は互いに予断を許さない膠こう着ちやく状態へと移行していた。




「──え、また来たのか？　今日はもう無いと思って家に置いて来てんだよなぁ、武器」

「まぁ、鍬くわでもいいだろ。休憩がてら狩ってこようや」

　ここは人間界の辺境。魔界に一番近いとされているルデスという村。

　村の規模は決して大きくは無く約五十人程が暮らしている長閑のどかな村で、農業や牧畜で自給自足している、そういう部分では何処にでもあるような村なのだが。

　農作業をしていた村人は鍬を片手に携えながら、畑に向かってくる魔族を見る。

　群れを成している魔族は、二人の村人に向かって一斉に襲い掛かって来るが。

　一人は鍬を振り回して、もう一人は強大な魔術を行使しながらそれを蹴け散ちらしていく。

「──さて、作業に戻るか」

「まぁ、気分転換にはなったな」

　ものの十数秒も経たない内に、まさしく片手間に魔族の群れは片付けられてしまった。

　そして本当に何事も無かったかのように、二人は農作業に戻っていく。

　魔界に一番近い村。つまり、魔族との圧倒的な遭遇率の高さを誇る村ということ。

　彼等にとっては魔族との対たい峙じは文字通り日常茶飯事。だから一つも動じない。

　本日だけで既に三回目。それに一切の疑問を抱かないのがこの村の普通。




「……せっかく気持ちよく寝てたってのに、魔族の金切り声で起こされたわクソが……」

　しかし、その『普通』から少しだけ外れている存在が村には一人。

　村に申し訳程度に設置されている物もの見み櫓やぐらの屋根の上。そこでいつものように惰眠を貪むさぼっていた少年は、意識が覚醒してからも大きな大きな欠伸あくびをかましている。

「おはよう、セルト。とても可愛い寝顔だった」

「ふわぁ……。何で膝ひざ枕まくらされてたかについてはもう今更言及しないけども……」

　セルトと呼ばれた無造作な黒髪の少年。およそやる気が感じられない瞳ひとみと、同じく全く覇気が無い顔をしており、今も尚なお眠そうに眼を擦っている。

　途中からやけに寝心地が良くなったと思えば、いつの間にか少女に膝枕をされていた彼は多少疑問に思いながらもその柔らかい腿ももに頭を預けるのを止めはしなかった。

「レリア、お前もサボってると怒られるぞ」

　セルトを膝枕していた少女の名前はレリア。彼の唯一無二の幼おさな馴な染じみ。

　艶つややかな蒼色の髪に純白の二又のリボンを付けた、無表情だが一目見てわかる美少女。

　白のワンピースに身を包んだその少女は、彼の前だけはそれなりに表情を変える。

「セルトと一緒にいる為に全部終わらせてきた」

「わーお、有能。モチベーションって本当に大事な」

　この村では子供とはいえ仕事がある。極度の面倒臭がりな彼は当たり前にサボっていた。

　慈しむかのようにセルトの頭を撫なでるレリアの口元には僅わずかながら笑みが。

　もう十五になるのに頭を撫でられ続けるのが少し恥ずかしいセルトは身体を起こした。

「それにしても暇だな。勝手に暇にしてるんだけど」

　セルトは大きく伸びをし、手て持もち無ぶ沙さ汰たになったレリアは少し残念そうな表情に。

　大した娯楽も無いこの村で暇を潰つぶすなら仕事をしていた方がよっぽど有意義。

　それでも彼は動かない。面倒と暇を天てん秤びんにかければ、暇の方の天秤が壊れてしまう。

「……私の身体は準備万端。いつセルトに襲われても構わない」

「もっと自分を大事にしなさい!!　……ったく、冗談にしても趣味悪いぞ」

　ワンピースの肩かた紐ひもの部分を少しだけずらしたレリアを見て、セルトはすぐにそれを戻す。

　ド田舎の少年少女の娯楽などそれしかない、とレリアは抗議の目線を送っている。

「本気も本気。セルトの為に、絶対守り通すから」

「何を!?　いや、ごめん、やっぱ言わなくていいや……」

　生涯の殆ほとんどを共に過ごしてきた幼馴染同士。互いのことはよく分かっている。

　他愛の無い会話でも当然盛り上がる。というよりも、村という極めて狭い世界の中でも主にセルトが頻繁に会話をするのはレリアだけ。そしてその逆もまた然しかり。

「じゃあ……二人の思い出を語るのは、ダメ？」

　少し間を置いてレリアは伏し目がちに、本当にやりたかったことをセルトに告げる。

　唐突のように思えるレリアのその提案も実は唐突ではない。

　その意図をセルトは分かっている。だからレリアの二の句を黙って待っていた。

「……セルトがいなくなっちゃう前に、もう一度共有したい」

「そんな顔されて、ダメとか言えるかっての」

　セルトは苦笑いを浮かべて座り込むと、肩にレリアの頭がそっと預けられる。

　そして二人は淡々と思い出話に花を咲かせていく。もう何度紡がれたか分からない追憶。

　それは全ての始まりの話。これから始まる物語の最初の一ページだった。




　魔族との対峙が日常の一部である村。それは彼等が幼少期の頃から変わらない。

　当時五歳であった二人はある日、ひょんなことから村の外れに出てしまった。

　当たり前のように魔族に襲われ、戦う術すべを持たない二人にはそれは恐怖そのもの。

「あの時のセルトは本当に世界一格好良かった。今も目に焼き付いている」

「忘れろ!!　怖くて大泣きしてたことしか覚えてない!!」

　しかし、大事な幼馴染を守ろうとセルトは必死になって魔族からレリアを庇かばった。

　その行為は焼け石に水でしかなかったが、レリアにとっては最高の思い出。

　だからレリアはセルトを心底好いている。ただひたすらに心酔していた。

「つかさ。格好良かったって言ったら、俺達を助けてくれた人だろ」

「確かに。あの人がいなければ今の私達は無い」

　そんな窮地を解決してくれたのは、村にふらっと立ち寄った一人の男性。

　既にボロボロ寸前だったセルトが倒れそうになった時、一瞬にしてその男性によって魔族が斬り伏せられたのを二人はよく覚えている。あまりに衝撃的な出来事だった。

　そしてその勇敢でいて厳かで圧倒的な存在感を持つ姿が、隔絶された環境で過ごした幼子であっても人間界を平和へと導いた勇者なのだということがすぐに分かった。

「勇者ってのは本当にすげぇよな。俺の可能性を拓ひらいてくれた」

　その人物には命を救ってもらっただけではなく、村以外の世界の話を教えてもらった。

　まっこと信じ難いことに、この村以外の場所では魔族との遭遇が日常ではないと。

　もっと世界は広くて、もっと平和だと彼に教えてもらった時の気持ちは忘れられない。

　レリアを魔族から庇ったことで同時に魔族に対して極度の怯おびえを抱いたセルトにとってその話は、まさに自分の運命を変えてしまうものであった。

　件くだんの人物は名も言わず去ってしまった。だが彼等の脳裏にその姿は残っている。

「ま、大変だったのはそこからだった訳なんだが……」

　この村の日常である魔族に怯えることになり、外の世界を知ってしまった時点で、狭い世界の中の『普通』ではなくなってしまったセルトの苦悩は計り知れなかった。

　暮らしていた村への疑問と違和感。それをずっと抱えていたセルトの生きづらさ。

「外の世界がここより平和だろうが、力を持ってない人間には高い壁があるわな」

　だらーと体勢を崩してセルトは今まで村で過ごしてきた生活を振り返り始めた。

　何処で生きていくにも生き抜くための力が、魔族を打ち倒す為の力が必要になる。

　そして怯えたままでは環境を変えることも出来ない。今の環境にも適応出来ない。

「私はセルトがずっと頑張ってきたのを見てきた」

「実際は頑張らなきゃいけないような環境だった、が近いのが悲しいな」

　追い詰められた環境と、偶然にも外の世界のことを知って得たモチベーション。

　まずは魔族に対する怯えを克服する為に、克服した後は更に楽が出来るように。

　二度と同じような恐怖を抱かないように、セルトは幼少期から努力を惜しまなかった。

「村の人達に沢山馬鹿にされたし、眠れない夜もあった」

「血を流すより血を吐く方が多かったりな。今思い返すと全く笑えん」

　村での日常を怯えるようになったセルトは当然ながら、普通には強くなれなかった。

　行き着いた形は、真っ向から魔族を打ち倒してきた村の人間とは違って歪いびつなもの。

　それでもセルトが会得したものは、他の誰もが真似出来ない強い力だった。

　それに加えて人生の転機。怯えと外の世界への憧あこがれが生まれれば答えは一つだけ。

「それもこれも全部、この村を出る為には必要なことだったからな」

　村人とは全く違う価値観を持ったセルトはずっと前から村を出ることを決めていた。

　その夢は本当に些さ細さいなもの。平穏無事に楽に生きていたい、ただそれだけだった。

「それを口にする時のセルトはいつも楽しそうだった。今もそう」

「そりゃな。それだけを夢見てこのクソ村で生きてきたんだ」

　そう言うとセルトは遠い空を見上げながら、まだ見ぬ世界に思いを馳はせる。

　とにかく村にはいたくない。嫌な世界からの脱却が彼の人生の第一歩だった。




「そんじゃ……そろそろ行くか。今日という日を俺はずっと待ってたからな」

　セルトが村を出ると決めていたのは、村で大人として認められる十六歳の誕生日。

　もう子供でないというのなら自分で全てを決められる。その義理だけは通した。

　だらけていた体勢を起こし、もう一度大きく伸びをするとレリアに服の裾すそを掴つかまれる。

「……私がいればセルトは何も困らない。それでも一緒に行っちゃダメ？」

　セルトが村を出ることについてはもう諦あきらめていたレリアだったが、自分も付いていきたいという願望についてはまだ諦めきれていない部分があるようだった。

「お前は俺の『当たり前』の象徴だ。だから連れて行かないって決めていた」

「それは……分かってる。私も、セルトの意思を尊重したい」

　村での生活の殆どを共にしてきた幼馴染である二人は、離れ離れになったことがない。

　つまりは一緒にいることが当たり前だった。しかしセルトはこれまでの当たり前を崩す為に村を出たいのであり、そういう意味でもレリアを置いて行くという選択を取った。

「セルトは私と離れて寂しくない……？　私は、やっぱり寂しい」

　縋すがりつくようにセルトの胸に自分の頭を埋めるレリアを、セルトは無造作に撫でる。

「二度と会えなくなるわけじゃない。お前も村を出たいならきっと、いつかな」

　セルトは決してレリアを蔑ないがしろにしている訳ではない。それでも意志は固かった。

　それを分かっているのか、レリアはセルトの手をギュッと握って微笑を浮かべた。

「全然諦めてないけど諦める。これ以上、セルトを困らせたくない」

「本当に全然諦めてないな!?　握る力が強過ぎる!!」

　困らせたくないという割には困らせている、とセルトは思わず苦笑い。

　それでも最終的には手を離し、レリアは控えめにその手をセルトに向けて振った。

「また、ね。約束」

「あぁ、約束だ。またな」

　魔界から一番近い村。そこで育った少年は、平穏と安寧を求めて旅に出る。

　小さな世界から広い世界へ。その一歩目は幼馴染の少女との些細な約束だった。








一章　学園編入と共通点のある銀髪






　村の周囲に広がっていた草原を、その先にあった山を、その更に先の森を越え。

　それでもまだ同じように続いていく自然が作り出した道なき道を進んで。

　そうであっても彼かの少年にとっては全てが初めての経験。初めて見る景色だった。

「ちょっとだけ疑いあったけどマジだった。本当に魔族が少ない」

　村を出てから約一週間程経ったある朝のこと。森で野営をしていたセルトは不意に呟つぶやく。

　どんどん魔界から離れていることもあってか、ずっと穏やかな旅が続いていた。

　一日に数回は魔族に襲われていたのが、数日に一回あるか無いか程度になっている。

「なんと素晴らしきかな、村以外の世界……最高、最高!!」

　感動のあまり思わず拳こぶしを突き上げてしまう。これが村を出た成果なら言うことは無い。

　この短期間ですらその恩恵に与あずかれるのだからこの先を想像すると心が躍る。

　もう少しだけこの余韻を楽しもうと出発を遅らせてまったりとしていたその時。

　森の中が一瞬だけ暗くなり、森の木々が突風によってざわざわと騒ぎ始めたのを感じた。

「……見なかったことにしたい。本当に、切実に……!!」

　すぐに森はまた明るくなったが、セルトの気分は一気に暗くなっていた。

　セルトはこの森の上空を何かが通り過ぎて行ったことを、あの一瞬で理解していた。

　そしてそれが面倒なものであることもすぐさま分かった。だからぼやいた。

「どうして俺の進行方向に行くのかな～ルデス村の方に行けよな～」

　自分が進む先に最悪の状況が待っているかもしれない。流石にそれを無視する訳にもいかず、セルトは重い腰を上げて近場の木をいそいそと登り始めた。

　素のセルトでは登るのに時間がかかるが、魔力を体内で循環させ身体強化をすればこの程度は容易たやすい。この世界における魔力の最もスタンダードな使い方。

　木の天てつ辺ぺんまで登り辺りが見渡せるような状況になったところで、今度は体内で循環させていた魔力を眼に集中し始める。その副次効果で眼の周りを白のオーラが覆っていく。

　これがセルトの武器の一つ、全てを見通せるまでに『視覚』を強化させる魔術。

　先に敵を見つけられれば怯える必要も無くなる。これが怯えの克服の最初のピース。

「うーわ、最悪……。あんなのルデス村でも年一レベルの大物じゃん……」

　視認したのは黒い鱗うろこを体たい躯くに覆わせ、翼を目一杯に広げて空を支配する黒竜の姿。

　まるでそれは光り輝く世界に突如現れた闇。人間界の澄んだ空にその闇は似合わない。

　そして絶対に関わり合いになりたくなかった。自分の運の無さというものを少し呪う。

　普段のセルトなら絶対に見なかったことにしているが、そう出来ない理由が。

「向かってる先に村らしきもの、ね。……どうすっかな～嫌だな～」

　セルトの脳内に天てん秤びんが浮かぶ。一方に黒竜が乗せられて、もう一方に村が乗った。

　黒竜を無視すれば無駄な苦労をしなくて済むが、無視しなければ村を得られる。

　一週間旅を続けて野宿にも慣れてきた。とはいえ確かにそろそろ屋根が欲しいところ。

　黒竜が村を襲わない可能性、それも無きにしも非あらずだが可能性は低いと見ていい。

　あれは明らかに人間の敵だ。魔族の中でも竜種の敵てき愾がい心しんが凄すさまじいのを知っている。




「──はぁ……。実質選択肢無いようなもんだろ、これ」

　そして早々に天秤は村に傾く。損得勘定で考えてもここで動かないメリットがない。

　黒竜の速度から逆算して村に辿たどり着くまでに残された時間は僅わずかばかり。

　セルトと黒竜の距離は当然時間が過ぎる度に離れていき、最終地点で約十数キロ。

　ただ、彼はその距離を縮める手段を持っている。それが怯えの克服の一番大きな核。

「面倒だしムカついたから、一発で終わらせてやるよ」

　そう言うとセルトは真っ白な魔力球を自分の周りに一つだけ浮かばせる。

　魔力球は段々と針のような形に姿を変えていき、セルトは黒竜に狙いを定めた。

　そしてセルトはその黒竜へ向けて手をかざすと、それは勢いよく放出される。

　十数キロという距離を詰めるまでの間に。その魔力は更に大きな変化を遂げていく。

　小さな針のようなものだった魔力は次第に大きな槍やりのようになっていき、風を切りながらその速度というものを既に視認が不可能なレベルまで引き上げていく。

「遠くから撃ち抜く。それが結局一番楽なんだよな」

　原理は魔力で創った塊をぶつけるだけの単純な魔術。だが、その真価は『射程』にある。

　それは無限に届くまでの射程を持ち、射程が伸びれば伸びる程威力と速度が増していく。

　セルトが相手を一方的に倒す方法は無いかと模索して得た、唯一無二の魔術だった。

　狙いは竜に一つだけ付いているとされる逆さの鱗、唯一の弱点である『逆げき鱗りん』。

　純白故に太陽の光を反射し、まるで闇を貫くが如き光の槍のように見えるその魔術は。

『──ギャオォォォォォォ!?』

　今まさに村に対してブレスを放とうとしていた竜の一点を撃ち貫いていた。

　これだけ距離が離れていればその威力というものは凄まじく、竜族の中で最も体表の鱗が堅いとされている黒竜でさえも防げない。それはまさしく、絶対必殺の一射。

　急所を撃ち抜かれた黒竜はその一撃のみで大きな咆ほう哮こうを上げのたうち回る。

　そのまま翼を羽ばたかせる力も失い、大きな音を伴って地へと墜おちて行った。

「はい、終わり。俺の行く手を阻まなければこうはならなかったものを」

　セルトは様式美的に黒竜に向かって合掌し、自業自得だと暗に告げる。

　勿もち論ろんこの魔術を会得するには生半可な努力では足りなかった。射程を一メートル伸ばすのに思考能力と精神を大きく削り、それを自在に扱う為に血ち反へ吐どを吐くような日々の努力に耐えながら、魔力切れを起こして何度も死ぬような思いをして得た血と涙の結晶。

　それでもセルトはそれをおくびにも出さない。今楽を出来ていればそれでいい。

　セルトは村が無事であることを一応確認する為に視点を村に合わせる。

　どうやら間一髪だったようで、喜んでいる村人の姿をセルトの眼は捉とらえていた。

　しかし、そこであることに気付く。眼が異常に良いが故に気付けたこと。

　その中の一人とこの距離で目が合っている。その事実も驚きよう愕がくだが、それ以上に。

「!!　まさか、あれって……。そんなこと、あるか……？」

　セルトが見たのは喜ぶ村人の中でも特に目立つ、銀色の髪をした赤い瞳ひとみの男性。

　セルトはその人物に強烈な既視感を抱き、すぐさま木を降りて出発の準備を始めた。

　身体強化を施し一目散にその村へと駆け出す。普段のセルトからは考えられない動き。

「これだけは面倒とか言ってられないな……!!」

　やる必要の無い事はやらない。やりたいことも基本的にはやらない。やらなければならないことなら効率的に、が信条のセルトは自分に言い訳するかのように叫ぶ。

　自分が今ここに居ることになったかつての出来事。それがセルトの頭の中を巡っていた。
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　村が見える頃には既に日は沈みかけていたが、セルトは無事に村に辿り着いていた。

　道中で魔族に遭遇することは無く、村を離れた恩恵を再度感じていたが。

「──うぇ、げほっ……。やっぱ全力で身体動かすのはしんどい……」

　元々大して身体は鍛えていない為、身体強化の全力稼働は流石に応こたえたらしい。

　息は絶え絶えであり、およそあの黒竜を倒したとは思えない姿の少年がそこにはいた。

　なんとか息を整えて村の入り口に立っていた見張りのような人にセルトは話しかける。

「あの……銀髪で赤い瞳の男性ってこの村にまだいますか？」

「銀髪で赤い瞳……。あぁ、その人なら──」

　話を聞けば、件くだんの人物は村の広場で酒盛りをしているらしい。快く村に入れてもらったセルトは、その広場に向かって疲れた身体に鞭むちを入れながら走り始める。

　そして広場に辿り着くと、すぐにその男性を見つけた。不意に記憶が蘇よみがえって来る。

　格好もあの時と同じ。白と紫を基調とした鎧よろい風の服に身を包んだ、よく目立つ出いで立ち。

「──ん？　俺に何か用か、少年」

「え、いや、その……」

　セルトが声を掛けてみると、座りながら少しだけ赤くなった顔をこちらに向けてくる。

　その反応は実に淡白で、人違いだったかもしれないとセルトが思った時。

「いや、待てよ……。その顔、どっかで見覚えあるな」

　彼は顎あごに手を当てて記憶を辿り始める。そして、あーと大きな声を上げた。

「十年前にルデス村で助けた少年か!!　大きくなったなぁ!!」

「そう、そうです!!　覚えてたんですか!!」

　セルトは喜びのあまり彼の手を握ってしまう。自分の人生を大きく変えた恩人であり、一種の憧あこがれを抱いた人物が自分を覚えていてくれたことが何よりも嬉うれしかった。

　彼こそかつてのセルトとレリアの命を救った人物であることは疑いようがない。

「今朝目が合った気がしたので、急いで村まで来て正解でした……」

　セルトは徒労に終わらなかったことを安あん堵どし息を吐いて、その場にへたり込む。

　しかしセルトのその発言を聞いた男性は、大きく目を見開いてセルトの肩を掴つかんだ。

「目が合った……？　今朝俺は黒竜を撃ち抜いた魔術が飛んできた方向は物珍しくて見てたが……ってことはまさか、お前があの黒竜撃ち抜いたのか!?」

　この男性の言いぶりだとセルトの姿は流石に見えていなかったらしい。

　実際はセルトが一方的に男性を視認していたということが判明した。

「え、はい。そういえば、そんなこともあったような」

　ひょんなことから思い出の人物に出で逢あえたことで本気で記憶から抜けていたが、今朝方黒竜を倒していたことをセルトは思い出す。これもルデス村に居た弊害の一つ。

「おいおい、将来有望じゃねぇか!!　あの黒竜、ギルドの精鋭が三十人集まっても討伐が難しいってのに大したもんだ!!　流石はルデス村出身だな!!」

　そして彼はセルトの肩を掴んだまま身体を大きく揺する。感情が高ぶっているのか、その揺らされる速度というのは凄まじくセルトの意識が大きく揺らいでいく。

「ははははは!!　まさかあの時大泣きしていた子供がなぁ!!」

　お構いなしに物もの凄すごい力で身体を揺すられる。この強引さもなんとなく覚えている。

「ちょ、それは、言わないで、くだ……あっ」

　そして疲れていた身体にとどめとなり、激しく揺すられた脳は一いつ旦たん休止を挟む。

　意識を手放したセルトが最後に見たのは、男性の嬉しそうな表情だった。




「──はっ!?　まさかの夢オチか!?」

　意識が覚かく醒せいしたセルトは勢いよく起き上がり、首を振って周りを見回す。

　しかし周りの状況は意識を失った時と然さ程ほど変わらず、多くの時間は経っていなかった。

「お、起きたか。悪かったな、つい興奮しちまって」

「だ、大丈夫です。気絶したのは俺の貧弱さが原因なので」

　まだ頭がくらくらするのか少しだけ頭を押さえながら、セルトは男性に応対する。

「君があの竜を倒したんだって!?　君こそ村の救世主だよ!!」

「凄いわ!!　今日は村総出でもてなすからゆっくりしていってね!!」

「あ、どうも……」

　セルトが意識を失っている間に男性が事の経緯を説明してくれたのか、村人達は全員が口を揃えてセルトを称賛していた。周りの盛り上がりはどんどん上がっていく。

　セルトはすぐに順応し、ギャラガと名乗った男性と共に輪の中心になっていた。

「本当にルデス村とは違う……。魔族討伐だけでここまで喜ぶなんて」

「まぁ、あの村は特殊だからな!!　勇者でもなければ絶対に立ち寄らない場所だ!!」

「どうりであれ以降誰も来ない訳だ……納得した」

　発言の節々が未いまだにルデス村の色に染まっていることはギャラガは敢あえて言わず。

　それよりもあの村の人間が外に出ていることが珍しいと疑問を抱いていた。

「んで、セルトは何を目的に旅をしてるんだ？」

「あー、ただあの村から出たかっただけなんで。強いて言えば、平和に暮らしたい？」

「ぶはははははっ!!　そりゃそうだ、平和が一番だわな!!」

　思った以上に単純明快な理由だったとギャラガは大きく吹き出す。

　そんな理由で旅に出るなどあの村でなければ確かに出てこないと大笑いしていた。

「つっても、行く場所も目的も何も無いってのはちょっとあれなんじゃないか？」

「確かにそうなんですけど。この際、面倒ごとさえ無ければ何でもいいというか」

「何でもいい、か。それならお前にいい話がある」

　都合のいい部分だけを聞き取ったのか、ギャラガは不意に懐を探り始める。

　そうして取り出したのは、小さな一枚の紙。それをギャラガはセルトに手渡す。

「『クレシエンド学園』……？　何ですか、これ」

「俺が創った勇者を育成する学園だ!!　俺はもう勇者を引退しててな、世界各地を回って将来有望な少年少女を集めてる。この名刺があれば簡単に入れるぞ」

　ギャラガは嬉しそうにそう語り、セルトに対してその学園に来ないかと誘ってくる。

　後進の勇者を育成する機関。いつどのタイミングで魔界側が人間界に攻め入って来るか分からない以上、確かに勇者という強い存在を育成するのは道理だったが。
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「嫌です。勇者になる気なんて無いですし、目指すと考えただけで吐きますよ」

　勇者という存在は平穏無事とは程遠い。頼まれてもセルトにはなる気は無かった。

　何よりも魔族との対たい峙じが嫌で村を出たのにこれでは本末転倒になってしまう。

　受け取った紙を突っ返すようにすると、ギャラガは驚いた表情を見せる。

「マジか!?　大抵の奴はこれを言うだけでホイホイ釣れるんだが」

「誘いもありがたくないですし、そもそも学園がどういうものかも知らないので」

　にべもなく断られたギャラガだったが、諦あきらめてはいないらしく首を捻ひねる。

　何かセルトの気を惹ひけるものはないかと考えた結果、先程のセルトの発言を思い出す。

「学園に入れば衣食住は完備、卒業するだけで名前にハクが付く、何より学園は人間界で最も栄えているであろう王都、『ミリラクシア』にある。平和に暮らしたいと思うお前にとってはこれ以上無い誘いだと思うが？」

「ゆ、夢のような誘いに一瞬で変へん貌ぼうした……!?」

　そしてそれはセルトに著しく効いた。明らかに心が揺れているのが見て取れる。

　これは好機とギャラガは追い打ちをかけるかのように更に提案を続ける。

「何より首席を取ろうものなら一生安泰だ!!　こんなチャンス他には無いぞ？」

　一生安泰という言葉はセルトが喉のどから手が出るほど欲しいものだった。

　学園生活でも特に不自由は無く、その後に用意されている道もあるというのなら。

「……確認しますけど、勇者目指さなくてもいいんですよね？　マジで嫌ですよ、俺」

「一人くらいそういう奴がいてもいいだろ。お前ぐらい強ければ何も問題は無い」

「じゃあ、ありがたく貰もらっておこうかな……」

　天てん秤びんを用意するまでもなく、セルトはギャラガのその提案を受け入れることにした。

「いやー助かる!!　今は一人でも強い奴が学園に欲しくてな!!」

「というか、俺が学園に真面目に通うだなんて思わないでくださいよ」

「そう言うな!!　お前にも楽しい学園生活が待ってるぞ!!」

　ギャラガはどこまでも前向きだったが、セルトのモチベーションは底辺に近い。

　というよりも本当に衣食住が保証されている、それだけを楽しみにしていた。

「俺の娘も通ってるんだ!!　もう本当に可愛くてなぁ!!」

「親馬鹿……もし会ったらよろしくしておきますよ」

　どちらにせよ大きな目的はあったが行く当てなど無かったセルトにとっては、有用な道標になることは間違いない。セルトは貰った名刺をローブのポケットに仕舞い込む。

「何にせよ今日は飲んで騒ごう!!　ほら、セルトもどんどん飲め!!」

「ちょ、俺酒はあんまり好きじゃ……。酔った人って本当に怠だるいな……」

　そうして世界の救世主と村の救世主を中心として村での宴の時間は深まっていく。

　とにもかくにも次の目的地は、王都ミリラクシアにあるらしい『クレシエンド学園』。

　久し振りに楽しく笑っているセルトは、その先にある苦難をまだ知らなかった。
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　人間界のほぼ中央に位置するミリラクシア。セルトが住んでいた村とは比べ物にならないぐらい、それこそ想像もつかなかったような場所。そこはまさしく世界の中心。

　段々とそこに近付いていくごとに道なき道は減っていき、自然が少なくなっていく。

　村や町、そして大きな都が道中には存在し、どんどん魔族の影は薄れ。

　道中の殆ほとんどを徒歩で進んでいたセルトだったが、途中で乗合馬車という素晴らしい移動手段があることに感動を覚え。ミリラクシアへの道は一気に加速していった。

　そうしてセルトがルデス村を出てから約一か月半、時季的には初夏に入った頃。




「──今日も全然ダメだったわ。何も上手うまくいかなかった」

　木で作られた古い家屋など何処にもなく、全てが固い煉れん瓦がで造られた街並み。

　人々が忙せわしなく大きな通りを歩き、騒がしいというよりも賑にぎやかという雰囲気。

　一人の少女が憂ゆう鬱うつそうな雰囲気を隠そうともせずにそこを重い足取りで歩いていた。

　銀色の髪を腰ぐらいまで長く伸ばした、街を歩けば十人が十人振り返るような美少女。

　黒と赤を基調とした、豪華な服装に身を包んだその少女は大きく溜ため息いきを吐く。

「私は、もっと上を目指さないといけないのに……!?」

　悩んでいる様子の彼女だったが、ふと横道に目をやると誰かが倒れているのに気付く。

　困っている人は放っておけない性質なのか、すぐさま少女はその人物に駆け寄った。

　それはうつ伏せでボロボロかつヨレヨレの黒いローブを纏まとっているのが分かる。

「だ、大丈夫ですか!?　誰かに襲われたり──」

「──ここ、広過ぎ。完全に迷った、動きたくない。マジで、無理」

「……は？」

　少女が声をかけると、何者かは非常に情けない泣き言を口から紡いでいく。

　思わず少女は疑問の声を出してしまう。その直後、何者かは勢いよく顔を上げた。

「何だってこんなに道が入り組んでんだよ、理解不能だ!!　改善を要求する!!」

「は、はぁ？」

　捲まくし立てるように文句を言っていたのは、ミリラクシアに辿たどり着いていたセルトだった。

　どうしようもない何かに怒りを覚えているようで、何を言っているか分からない。

「とにかく道分からんしもう無理だ。このまま野垂れ死ぬのも吝やぶさかではない」

「いや、明らかに迷惑よ!?　こんなところで死なれたら!!」

　そして目の前で死なれるのは本当に困る少女は、無理矢理にセルトを起き上がらせる。

　起こされたセルトは恨みがましい目を少女に向けたところで、ある疑問を呈する。

「……誰だお前？　というか俺を立たせるとはいい度胸だ」

「こっちの台詞せりふよ!?　目の前で死なれたら目覚め悪いって言ってるのよ!!」

　セルトはお構いなしにローブに付いた埃ほこりをパンパンと手で払い、今度は壁に寄って座る。

「俺はもうここに住む。目的地が何処にあるかもうさっぱり分からないんだ」

「明らかにイカレてるわよ、貴方あなた。声かけなければ良かったわ……」

　迷い過ぎて頭がおかしくなっていたセルトに向ける少女の目線は非常に冷ややか。

　そんな目線も軽く受け流し、セルトは心底面倒そうに緩慢な動作で腰を上げた。

「まぁ、聞け銀髪少女。俺はここに学園があるって聞いてきたんだ」

　ここに学園があると聞いていたセルトだったが、あまりに広くて難解な街並みの前に屈していたことを明らかにする。ギャラガの描いた地図は見られたものじゃなかった。

「一体何の話……って学園？　クレシエンド学園のことかしら？」

「そうそう、クレ何とか学園みたいな名前だった。もしかして知ってる？」

「知ってるも何も……私はそこの生徒よ。この通り制服着てるし」

　少女は自分の服装をセルトによく見えるようにする。どうやら学園の制服であるらしい。

　奇くしくも降って湧いた光明の前にセルトは、一気に少女に詰め寄る。

　お願い事はただ一つ。自分では分からない場所に連れて行って欲しいだけ。

「案内とか……してくれたり？」

「貴方に対してそんな義理なんて無いんだけど……」

「そこを……何とか？」

「どう考えてもお願いするような態度じゃないって言ってるのよ!?」

　そして当然少女は拒否。希望が断たれたセルトは、また地面に身体を預ける。

　このまま放っておくと本当に死ぬまでここに居そうだと少女は頭を抱えた。

「……そこの大通りを右に行って、最初の交差点を右に曲がれば見えてくるわ」

　そもそもここからそう遠くは無い。彼女はその学園からここまで歩いてきたのだから。

　一応教えることは教えたので、これ以上彼に構う余裕は無い少女は踵きびすを返すが。

「おい、案内は？」

「しないって言ってるの!!　そんなことしてる暇なんてないのよ、私には!!」

　お礼どころか当たり前のように案内を要求され、怒った少女は駆け出す。

「言っておくけど貴方みたいな不審者が学園に行ってもすぐに追い出されるからね!!」

　そして捨て台詞ぜりふ。ある意味で忠告とも取れるその発言を聞いてセルトは呆あつ気けに取られる。

「……何であんなに余裕が無いんだ？　でも、取り敢あえず道は分かった」

　そこまで不ぶ躾しつけなことは言っていないと、怒った少女にセルトは疑問符を浮かべる。

　とにかくなんとか道のりが分かったセルトは、大通りの方へ足を向ける。

「いい奴だったなーあいつ。また会えたら嬉うれしいんだが」

　学園の生徒らしいので編入さえ出来ればまた会うこともあるとセルトは結論付ける。

　そして結局迷ったセルトが学園に辿り着くのは、それから三十分後のことだった。
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「学園ってよく分からなかったけど、こういう感じなのか」

　なんとか学園に着いたセルトは、まずその規模の大きさと人の多さに驚いていた。

　具体的な広さは分からないが、ルデス村の数十倍はありそうだと思わず目を剥むく。

　また、恐らく自分と同い年ぐらいの少年少女が多数いる。当然初めて見る光景だった。

「──勇者たる者、人間の敵である魔族を正面から正々堂々打ち倒せる存在を目指せ。ここはその為の学園であり、君達には魔族に勇者はまだ健在だと知らしめる意義がある!!」

　適当にセルトが学園内を歩いていると、訓練場のような場所から声が聞こえた。

　そして多くの生徒が武装を用いた近接戦闘の訓練を行っているのが見て取れた。

「勇者になる為の努力と研けん鑽さんを決して惜しむな!!　勇猛果敢に敵に挑み、勇者としての誇りを強く持ち圧倒的な強さを持てばこの場の誰もがかつての勇者のようになれる筈はずだ!!」

　教員であろう男性は真面目に訓練に臨んでいる生徒達に向けて檄げきを飛ばしていた。

（……やっぱ勇者ってそういうもんなの？　志からして俺とは全く違うな）

　その発言の内容にセルトは内心で辟へき易えきする。想像以上に熱血で真面目だった。

　そうは思いながらも、丁度いいとセルトはその教員に向かって歩き出した。

「あのー、すんません。ちょっといいですか？」

「ん？　勝手に入っちゃダメじゃないか、君。ここは関係者以外立ち入り禁止だよ」

　案の定、セルトが話しかけるとあの銀髪の少女に言われたように追い出されそうになる。

　だからセルトはすぐに懐から小さな紙を一枚彼の目の前に提示した。

「ここに編入しに来ました。これあれば入れるって聞いたんで」

「!!　そ、それは……!?」

　教員の反応が一気に変わり、彼は何やら何処かに通話を飛ばし始めた。

　早くしてほしいと思いながらセルトは、勇者に貰った小さな紙をただ眺めていた。




「──確かにギャラガ様の名刺……だな。これを何処で手に入れた？」

「だーかーら!!　ギャラガさん本人から貰ったって何度も言ってるだろ!?」

　先程の教員に案内され、セルトは学園の運営を行っている場所に来ていたが。

　老若男女入り交じる教員達に囲まれながらセルトはギャラガから貰った名刺を再度提示。

　その結果、周りのセルトを見る目は一気に期待半分懐疑半分へと変わっていき。

　そして教員達に囲まれながら詰問を受けている。セルトは今そんな状況であった。

「しかし、あのギャラガ様がこのようなみすぼらしい少年に、名刺を手渡すかね？」

「疑わしいな。落ちていたのを偶然拾ったのではないか？」

「マジで怠いな……。銀髪赤目で年齢は四十ぐらい、酒飲むのが好きで娘がいて、とにかく押しが強くて豪快な人だった!!　これで満足か!?」

　最初は使っていた敬語も思わず崩れてしまうというもの。まさかこんな面倒な状況になるとは思っていなかったセルトは不機嫌そうな顔を隠そうともせずに捲し立てる。

　実際に会ったギャラガの姿を追想し、その詳細を事細かに伝えていく。

「一応名刺は本物みたいでしたし、試験をやればすぐに分かると思いますが……」

「うぅむ……そうだな。おい、魔力測定用の水晶を持ってこい!!」

　その言葉で教員陣で一番偉いであろう老年の男性が、若い教員に指示を送り出す。

　ギャラガの紹介で編入という状況自体が珍しいのか一気に教員棟は慌ただしくなる。

　試験の開始を待っている間に、学園に編入するにあたっての説明が教員陣からされる。

　その多くは勇者としての振る舞い方であったり、勇者としての在り方とは何かなどという抽象的なものでかつ先程聞いたものであり、セルトの耳から耳へ八割が抜けていった。

（あれ、やっぱこれ勇者目指さないとダメなやつか？　普通に無理なんだが）

　そしてそのありがたい教員陣のご高説にセルトは不安を隠し切れていない。

　話が違うと思いながら、取り敢えず適当に相あい槌づちだけは打っておくことにしていた。

「──それでは魔力測定を始める。この水晶に手をかざしてみろ」

　そんなこんなでセルトの前に大層な台座に置かれた魔力水晶が置かれる。

　魔力を流すと魔力量は輝きで、属性は色で表されるというものだった。

「分かりやすくていいな、これ。楽だし」

　教員達に囲まれたまま、セルトは特に意気込んだ様子も無く水晶に手をかざす。

　少しだけ体内の魔力が引っ張られるような感覚に陥った後、水晶は大きな変化を示した。

「むぅ!?　これは……とてつもない量の魔力だ!!」

「色も澄み渡っている……。無属性ですが素晴らしく洗練されていますね……」

　まるで閃せん光こうのように眩まばゆい光を放ち、一点の曇りも無い純白に水晶は彩られる。

　白は全ての魔術の基礎となる無属性。そしてそこから派生した属性魔術はその属性に応じた色になっていく。火ならば赤、氷なら蒼あお色いろといった具合に。

　その結果を見て、それまで懐疑的だった教員達の目の色もみるみる変わっていく。

「素晴らしい!!　疑って悪かったな、流石はギャラガ様が認めた少年だ!!」

「君、出身は!?　これ程の魔力を持つ逸材が埋もれていたとは……」

　美しいまでの掌てのひら返がえしを披露され、セルトはその滑こつ稽けいさを少しだけ鼻で笑う。

「あー、ルデス村っていうド田舎です」

「!!　ルデス村……あの魔界に一番近いと言われている……」

　てっきり知らないものだと思っていたセルトは意外そうな顔をしている。

　話を聞けばギャラガを通じてルデス村のことを知ったらしい。そしてルデス村の住人が相応に強く魔力量も桁けた違ちがいという話も伝わっているようだった。

　これなら話が早く、面倒ごとも無さそうとセルトは安あん堵どしていたのだが。

「──ちょっと待ってください、水晶の様子が変ですよ……!?」

　若い教員の一人が、いち早くその異変に気付き、全員が水晶に目を向ける。

　未いまだに純白に輝き続けていた水晶だったが、途端に異音を発し始めその本体に一筋の亀き裂れつを入れ始める。そしてそれに連鎖するかのように多数の亀裂が入り。

　そしてそのまま亀裂が入った水晶は、激しい音を立てながら派手に砕け散った。

「……はい？　いやいや、うん？　……え？」

　思いもよらぬ結末にセルトは額に冷や汗を浮かべる。面倒ごとを引き起こさないように流し込んだ魔力は最低限にしていたのにこの有様では困惑もするというもの。

「せ、生徒十人分の魔力ですら余裕で耐える代物だぞ……!?」

「壊れるなどという前例は一つも……明らかに異常ですよ……」

　そして周りも騒然。ざわざわとその結果の是非について話が始まる。

　前例が無い、ということは評価のしようがないとも取れる。

　それを分かっているのか、目に見えて周りの教員達はとにかく狼狽うろたえていた。




「──と、取り敢えず次は実戦試験だ。特別演習場まで移動するから付いてきなさい」

　数分程の協議の末、結果自体は出ていた為に試験は続行の運びとなった。

「特別演習場？」

「あぁ、ここから十分程歩いたところにあるんだけど。ほら、あそこ」

　魔力測定が行われたのは本校舎の二十階の部屋。一人の教員が窓から指差した先に微かすかに見える広大な空間が恐らく、試験が行われる場所なのだろう。

　それを見た瞬間、セルトはあからさまにゲッとした表情を見せる。

（……遠過ぎじゃね？　絶対行きたくねぇ、あんなとこ）

　まず降りたくない、そんな長距離を歩きたくない、もう無駄に時間をかけたくない。

　しかし既に教員達は移動の準備を始めている。その前に聞いておくことがあった。

「試験の内容って何です？」

「魔族の模擬討伐だよ。特別演習場に魔族のデータを基に魔術で再現したものが配置してあるから、それを数体倒してもらってある程度の実力を──」

「──あ、倒すだけでいいのか。了解です」

　それだけ確認し終わるとセルトは、勢いよく部屋の窓を開け放つ。

　そしていつも通りよく目を凝らす。屋外の特別演習場には五体の魔族が存在していた。

　演習場が屋外で助かった、とセルトは一安心しながらその場から動かずにいた。

「な、何を……」

　その行動が奇行に見えた教員はセルトを制止しようとするが、それを逆にセルトは制す。

「いや、移動するの怠いんでここから倒します」

　ここから演習場までの距離は約一キロあるかないか。これなら遠距離の範はん疇ちゆうではない。

　セルトは五つの魔力球を自身の周りに展開し、特に工夫も無く放出させる。

　一直線に、空を駆ける流れ星の如く飛んでいく魔力球は数秒で演習場に到着。

　そして正確に狙いを付けられていた魔族の身体を撃ち抜いた魔力球は無事に着弾。

　演習場の地面を大きく抉えぐり、爆発でも起きたのかというぐらいの粉ふん塵じんが舞っていた。

「終わりでいいですか？　もしかしてもう少しいました？」

　視認出来ていた魔族は五体だけだったが、一応追加で二つほど魔力球を展開。

　セルトの問いかけに対して、教員達はただただ目を丸くしていた。

「……。やったか、これ」

　そして彼等の目が一気に困惑と懐疑に満ちていくのをセルトは感じ取る。

　これは知っている。理解の及ばない異物を見る目だ、ずっとこれを向けられてきた。

　余計面倒なことになったかもしれない、とセルトは大きく息を吐いたのだった。
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　セルトが学園を訪れ、編入試験を受けてから既にもう三日が経っていた。

　結局あの後教員陣から『勇者らしくない』とこってり絞られ、一時は編入すら怪しい状況になったが、ギャラガの顔を立てるという意味でもギリギリで試験はパスした。

　学園に通うということで寮の一室が与えられ、学園内と寮内での飲食は全て無料、煌きらびやかで高機能な制服も数着貸与され、学園に通う準備は全て整えられた。

　かくしてセルトの第一目標であった衣食住の完備については成されたことになる。

　その点においてセルトは文句の一つも無かった。むしろ感動を覚えたぐらいのものだが。

「──あー、何もやる気出ねぇ。やる気出せって言う方が無茶だよこれは」

　現在、支給された制服に身を包んだセルトは早速窮地に立たされていた。

　見つけた手頃な校舎の屋根上で寝ころびながら覇気の無い表情を浮かべている。

「……もう一回だけ確認するか。俺の見間違いだったかもしれないし」

　セルトは編入試験の際に貰もらった学園の資料をもう一度読み込み始める。

　そこには学園のシステムが事細かに記載されているが、その内容が不可解だった。

「チームランクに付随して個人順位が上がる……あぁ、これはどうでもいい」

　生徒は個人で順位付けされるが、まずは複数人でチームを組みそのチームのランクを上げていくというのが学園のシステムの基本的な流れとなっていた。

　チームランクは七段階存在。チーム同士の模擬戦や、各地のギルドから寄越されるクエストの達成、全生徒合同の大規模演習などで得られるポイントにより上がっていく。

　昇格もあれば降格も存在。最高ランクであるＳランクに居座れるのはたったの三チームのみであり、間違いなく学園の最高峰はそこにあると言えるだろう。

　そして最高峰と言えば個人順位の上位十名は『十傑』と呼ばれており、それぞれにスタイルに合った二つ名が付けられている。正しく学園で最強の十人と呼べるだろう。

　因ちなみにセルトは生徒約八百人中でぶっちぎりの最下位。半分は教員陣の嫌がらせである。

　そしてそれに付随して他生徒からの評判も最悪。完全に学園で浮いていた。

　しかし口に出したようにセルトは順位には興味が無い。問題は学園の規則の方だった。

「チームを組んでいない期間が一ひと月つき以上で退学……？　何だこのクソシステムは……？」

　この学園のシステムはチームを組むことを前提としている。勇者は決して一人で戦うものではなく、ギャラガにもかつて仲間がいたという部分を踏襲しているのは分かる。

　問題はチームを組めないとこの学園に居られないという点。学園に執着こそ無いものの、せっかく手に入れた平穏と安寧というものはそう易々と手放せるものではない。

「嵌はめやがったな、ギャラガさん……。全然話が違うじゃねぇか……」

　セルトは自分を学園に誘ったギャラガに向けて恨み言を吐く。

　そしてまんまと釣られた自分に対しても沸々と怒りが湧いてくる。嘘こそ吐かれていないが、重要な部分を省かれていたことは明らかに卑劣なやり口だと言わざるを得ない。

「恩人とかもう関係あるか!!　次会ったら絶対に文句言ったる……」

　あっちの方が一枚も二枚も上うわ手てだった。今のセルトではこう言うしか出来ない。

　とにかく一度手に入れたものを手放すという選択肢は無い。そうであるのならば、一月以内に自分とチームを組んでくれる人間を探すほかにやることはなかった。

「くあ……流石にそろそろ動くかね……」

　動く合図と言わんばかりに大きな欠伸あくびを一つ。この三日で何もしていなかった。

　しかし期限が迫ってから切羽詰まって動くのだけは避けたい。

　取り敢あえず学園内を回ってみると決めたセルトは緩慢な動作で屋根から降りていく。

　未だに学園内がどうなっているのかも知らない。それを兼ねての情報収集。

　まずは適当にその辺の演習場でも見に行くかと、セルトは歩き出した。




「──はははっ!!　もっと僕を楽しませてみなよ、愚民!!」

　辿たどり着いた演習場から聞こえてきたのはよく目立つ声。その声色から感じるのは愉悦。

「や、やめ……もう勘弁してください……」

「はぁ？　まだ終わってない、立てよ。この僕が相手してるんだからさぁ!!」

　そこでセルトが見たのは、金髪の少年が他生徒を一方的にいたぶっている光景。

　なかなかに洗練された剣術。相手の生徒は為なす術すべも無く蹂じゆう躙りんされている。

　金髪の少年の周りには取り巻きのような連中が。誰も彼もが下劣な表情をしている。

（あー、いるんだこういうのも。関わりたく無さ過ぎる）

　セルトはそれを止めるつもりも無く、何事も無かったかのように通り過ぎようとする。

「お前みたいな弱者はこの学園に相応ふさわしくない、さっさと消えろよ!!」

　そして金髪の少年が放った火属性の魔術は、虐いじめられていた生徒に向かっていく。

　よろよろとギリギリの動きでそれは躱かわされ、そのまま直線上にいたセルトの方へ。

「うお!?　こっち来てるじゃねぇか!?」

　セルトは反射的にそれを避けようとするが、それはセルトに届くより前に消える。

　その後一瞬の静寂。そしてそれを見ていた取り巻きは大笑いし始めていた。

「おい、あいつめっちゃビビってたぞ!!　届く訳無いのにな!!」

「というかあれ、例の編入生だろ？　最下位とかいう噂の」

　何も知らない取り巻き達は好き勝手にセルトのことを指差して心無い言葉をかける。

　何なら先程まで虐められていた生徒ですらちょっと笑っていた。

「……ちっ。俺基準で考える必要は無かったよな、そりゃそうだ……」

　自分がいつも行使している魔術なら余裕で届く。そう思っていたが故の回避行動。

　これは自分が悪い、とセルトは特に言い返すことはせずにその場を去ろうとする。

「おい、待てよ!!　お前には僕の新しい遊び相手になる権利をくれてやる!!」

「いや、本当そういうのいいんで……凄すごく間に合ってる」

　これ以上関わり合いになりたくないとセルトは顔も向けずに彼の提案を棄却する。

　だがその言い方が悪かったのか、取り巻き達が怒ったかのように捲まくし立てる。

「貴様、有力貴族の次男であるシュルキ様の言うことが聞けないのか!?」

「しかも個人順位は一年トップの超絶エリートなんだぞ!?」

「知らんしどうでもいい。もう行ってもいいか？　お互いに時間の無駄だろ」

　それでもセルトは意に介さない。こういう手合いに絡まれるのは本当に御免だった。

「『剣聖』の弟であるこの僕の言葉に逆らうのか!?　身の程知らずが!!」

「いや、だから知らないって言ってるだろ。ちゃんと言語通じてんのかこれ」

　そのあまりに傲ごう慢まんな態度にセルトは、ゴミを見るような目つきを彼に送る。

「お願いだからさっきの彼で我慢してくれよ。多分そっちの方がやりやすいぞ？」

　そして身代わりを拒否し、被害に遭っていた生徒をあっさりと生いけ贄にえにし出す。

　被害者の生徒はこの世の終わりのような顔をしているが、気にすることは全く無い。

「その不ぶ躾しつけな態度、今すぐにでも矯正してやるよ!!」

　話が通じないのか言語が理解出来ていないのか、有無を言わさずにシュルキは持っていた剣を構え、今すぐにでもセルトに攻撃をしかけようとしていた。

（……もう無理か、これ。片付けた方が楽だわ）

　この際相手をした方が早いと判断したセルトは、四つの魔力球を指一つ動かさずに自身の周りに展開させる。それは一つ一つが非常に弱々しく淡い白色に光っていた。

「はっ、なんだそのヘボい魔術は!?」

　魔力球を見たシュルキは剣を構え、十メートル程の距離を一気に詰めようとする。

　しかしセルトはそれを許さない。顔と足に向けて三つの魔力球を飛ばす。

「そんな弱々しい魔術でこの僕を倒せると思うなっ!!」

「はいはい、すごいすごい」

　矢継ぎ早に三つずつ。飛ばしていく度に補充し、絶え間なく同じところを狙い続ける。

　その一つ一つはこの距離なら低ランクの魔族ですら掠かすり傷程度の弱い威力。

　だが相手の足を止めるだけならそれで十分。潜在意識の中に、被弾したくないという感情がある以上はその魔術は避けるか剣で弾はじくしかない状況になっていく。

　その間にセルトは段々と彼との距離を空けていき、三十メートル程開いたところ。

「そろそろか。久々に使ったな、超近距離専用の緊急迎撃手段」

　あろうことかそこでセルトは魔力球の放出を止め、完全な丸腰状態になる。

　構えることもなく、指の一つも動かさない。自殺行為にしか見えないその所業。

「ははっ、万策尽きたか!?　やっぱり距離を詰めれば意味の無いクズ魔術──」

　その隙を見逃さず、シュルキは今度こそ間合いを一気に詰めようとする。

　それを見たセルトは、右手の人差し指をゆっくりと立てた。

「──距離？　距離ならあるだろ、こっちに異常な程長い距離が」

　その直後、轟ごう音おん。上空から降ってきた魔力球が演習場の地を抉り風が舞い上がる。

　彼の目の前数センチに着弾したそれは、その余波であっても多大なる威力を持つ。

　最初に浮かせていた四つの魔力球の内の一つを、セルトは上空に放出していた。

　それはまさしく天にすら届く勢い。その上昇距離は、実に数キロにも及ぶ。

　横に距離が無いのなら縦を使えばいい。時間さえ作れればそれは容易なことだった。

「遊べて楽しかったか？　俺はとってもつまらなかったよ」

　土つち埃ぼこりが晴れるより前に、セルトは今の一撃で彼が気絶していることが分かっていた。

　直撃はしておらず、何より制服に込められた魔術で生徒同士の攻撃で無駄な傷を負わないようになっている。どうやら、その衝撃に耐えきれず意識を手放しただけだった。

『……は？　う、嘘だろ……』

　そしてギャラリーを含めた周りはその光景に対して唖あ然ぜんとしている。

　そしてまるで化け物でも見たかのように、彼等は一気に散っていった。

「……だる、無駄に疲れた。今日はもう帰って寝よ」

　そしてもうなんかどうでもよくなったセルトはゆったりと寮に向けて歩き出す。

　チームを探すのは明日から。セルトは明日の自分に全て任せることにしたのだった。
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　翌日。昨日の一件が生徒間で噂になっており、セルトへの注目度が上がっていた。

「聞いたか？　例の編入生があのシュルキを一方的に倒したっていう話」

「それも虐められてた生徒を助ける為とか。私ちょっと見直したかも」

「つっても結局順位は最下位なんだろ？　実際は何かの間違いなんじゃね？」

　その注目のされ方は大きく二分されている。肯定的な意見もあれば、勿もち論ろんのこと否定的な意見もある。それでも、当初よりは彼を見る目は少しだけ変わっていた。

　少なくとも、昨日と今日では明らかに否定的な意見が減ってはいた。




「……？　何だか今日はやけに周りが騒がしいわね……」

　そんな中、学園内を一人歩いている少女が、周りの喧けん騒そうを気にしていた。

　歩く姿は実に優雅でかつ耽たん美びであり、そうしているだけで人の目を集めてしまう。

「あ、フューラさんだ!!　相変わらず凛り々りしいなぁ、憧あこがれちゃうよ」

「実に可か憐れんだ……。是非ともお近づきになりたい……」

「無理無理。だってあの勇者様の娘だぜ？　俺達みたいなのは相手にされないよ、それこそ入学直後にいきなり上級生のチームに誘われちゃうぐらいなんだからさ」

　フューラと呼ばれた少女を見た生徒達はその美しい容姿に見み惚とれ、褒ほめ称たたえている。

　そして彼女こそこの学園の創始者である勇者の娘。目立ってしまうのも道理だった。

「それにしてもこんなところに急に呼び出すなんて、何の用かしら」

　疑問を口に出しながら、フューラはチームを組んでいる人達の呼び出しに応じていた。

　今日は特に集まる予定などは無かった。そして呼び出された先は本校舎の裏。

　とにかく彼女もチームのメンバーに言いたいことがあったので、早足に向かう。

　そこで待っていたのは三年生の男女三人。現れたフューラを見て、すぐに口を開いた。

「──来たな。お前、クビだ。今日限りでチームを抜けろ」

「はぁ!?」

　そして開口一番のその宣告に、フューラは思わず声を荒らげる。

「い、意味が分からないわ!?　ちゃんと説明しなさい!!」

　予想外だったその展開に、フューラは彼等に詰め寄ってその真意を問う。

　問われた三年生達は、三者三様に呆あきれたような表情を隠さなかった。

「勇者の娘ってことでチームに入れてたが、これ以上足引っ張られるのも迷惑なんだよ」

「実際剣の腕前も魔術も大したこと無いし。その割には一人で勝手に突っ走るからフォローが本当に大変なんだよね。言っておくけど全く役に立ってないから」

「その上に我わが儘ままで御ぎよし難い。クエスト決める時に揉もめるのももう嫌なんですよ」

「!!　……それは」

　一斉に告げられたのはフューラに対しての不満と文句。そのどれもが思い当たる節があるのか、フューラは先程のように強く出られていなかった。

　思わず口に出てしまうぐらいの悩み。全く上手うまくいっていないことは分かっていた。

「本当に期待外れだったよ。お前の所せ為いで思うようにランクも上がらないし」

　リーダー格の少年は制服の胸に付いている勲章を弄いじりながら言う。ランクの証あかしであるそれはＢランクを表しているが、彼等はその程度であることが不満であるらしい。

「他の生徒から憧れられてるのも容姿と肩書きだけだよ？　気付いてた？」

「三人で話し合った結果です。納得していただけると嬉うれしく思います」

　どうやら三人の意志は固いようで、彼女を外す話はどんどん進んでいく。

「ちょっと待ってよ……。私、もっとやれるように頑張るから……」

　今日彼等に会って言おうと思っていたことをフューラはようやく口にする。

　挽ばん回かいするチャンスが欲しい。その為の努力なら惜しまないと続けて言おうとしたが。

「もういらないんだよ。勇者の娘の癖に弱いお前は、誰だって持て余す」

「ッ!!」

　そして彼女が一番気にしていたことをストレートに告げられた。

　周りからの期待に応こたえられていない、認めてほしい人にも認められていない。

　自分が正しく勇者の娘であることを証明する為にこの学園で首席を取る。それが目標。

　こんなところで躓つまずく訳にはいかなかった。だから彼女は食い下がる。

「まだまだ未熟なのは自分でも分かってるわ!!　それでも、私は──」

　なんとか彼等を説得しようと、声を荒らげながら自分の想いを口にしようとした時。

「──あ？　なんだよ、先客居たわ……。そこ日陰だから寝るのに丁度いいんだけど」

　不意にその場所に向かってゆっくり歩いてきたのは、噂になっている編入生。

　彼はボサボサの髪を掻かきながら全く覇気の無い顔で四人を見ていた。




「あ、貴方あなたは、この前の……」

「……あぁ、この前の銀髪少女じゃん。あの時は助かったわ、結局迷ったけど」

　フューラは彼に見覚えがあった。つい数日前に学園までの道を教えた少年だ。

　学園の制服を着ているということは、この学園の生徒になったということ。

　それが驚きなのか、フューラは彼等に伝える言葉を置いて心底意外そうな顔をしていた。

「おい、邪魔をするな。今大事な話をしてるんだ」

　忠告されたセルトは、彼の勲章についているリボンの色が青であるのを確認する。

「取り込み中でしたか、それは失礼。じゃあ、そこ空くの待ってますね」

　上級生らしいので敬語で対応。邪魔をする気も無いのでその辺の壁に身体を預ける。

「……いや、邪魔だからどっか行けって意味だったんだが!?」

「あ、お構いなく。空気のようなものだと思ってくれればそれで」

　そして大きな欠伸あくび。早く気持ちよく昼寝をしたいのか、そこを動く様子はなかった。

　そのあまりのマイペースぶりに四人は呆あつ気けに取られるが、すぐに話を再開させる。

「はぁ……とにかくもう諦あきらめてくれ。もう何を言われても撤回するつもりはない」

　突然の乱入者で勢いが削そがれたのか、やんわりともう無駄だとフューラを諭す。

（なんだ、何か揉めてたのか。長くならないといいんだけど）

　黙ってその様子を見ていたセルトは、正直早く終わってほしいと思っていた。

　場所を移動しようかとも思ったその時、彼の耳が捉とらえたのは興味深い発言。

「てか、他の誰かとチーム組めばいいだけじゃん。また拒絶されるのが怖いの？」

「……そんなことない。そんなこと、ないわ……」

　話が平行線を辿たどりそうなところで少女がまたフューラを追い詰めていく。

　そこでようやくセルトは、そこで行われていた話の全容というものを理解した。

「空気扱い撤回します。それ立候補してもいいですかね？」

　そしてセルトはノータイムでその話に唐突に割り込んでいく。

　こちらから探すことも無く、チームメンバーが見つかりそうな好機を逃すまいと。

　再びのセルトの乱入にその場の誰もがまた置いて行かれていた。

「もっとストレートに言った方がいいな。銀髪少女、俺と組まないか？」

　そして伝えたいことだけを簡潔に。無駄を省いて空気も読まずに勧誘をしていた。

「は、ははは!!　良かったじゃんか、こんなに早く他が見つかって!!」

　思わぬ助け舟にリーダー格の少年は大笑いし始める。周りも同様に笑っている。

「ちょ……!!　貴方、余計なこと言わないでよ!?」

「いや、普通に無駄な抵抗っぽかったから。え、ダメか？」

「だ、ダメとかそういう問題じゃなくて、タイミングが最悪って言ってるのよ!!」

「俺からすれば最高のタイミングだったわ。で、ダメなの？」

　自分の利益しか見ていなかったセルトはお構いなしに勧誘を続けていく。

　その謎の押しの強さにフューラは気け圧おされるが、何とか持ち堪こたえて二の句を継ぐ。

「だから!!　私はまだ諦めてないの、その邪魔をしないで!!」

　途中から聞いていたセルトでも明らかに厄介払いをされているのは分かる。

　それでも諦めないと言うその理由が分からないセルトは疑問を呈した。

「いいこと一個もなくねーか、これ以上あの人らと組み続けても。性格悪そうだし」

「……はい？」

　セルトは彼等を指差して、思っていたことをそのまま言葉にする。

　フューラはその言葉に大口を開けて、目を点にしながら呆気に取られていた。

「その点俺は優良物件だ。休みも多くするし、何より俺がとても喜ぶ」

　そしてそのまま自分を売り込み始める。その売り込み方も何とも微妙だった。

「つか聞き捨てならねぇこと聞こえたぞ!?　誰が性格悪そうだって!?」

「すんません、今彼女と交渉中なので黙っててもらえますかね？」

「っ、クソ生意気だなこいつ……!!」

　絶好の機会を邪魔されたくないセルトは先輩達に対しても非常に塩対応。

　セルトは半分無自覚に彼等を煽あおっている。もう半分はちょっとした打算があった。

「お前絶対後悔することになるぞ!?　そいつは足手まといにしかならないんだ!!」

　混乱しているのか忠告とも取れるような形で彼はセルトを追い込む。

　それを聞いても尚なお、セルトは特に気にする様子も無かった。

「あれ、思ったよりいい人だったか？　つっても、選えり好み出来る身分でも無いんで」

　そしてセルトはフューラの肩をポンと叩たたいて、三人の先輩を見やる。

「実はあんたらがこいつを上手く扱えなかっただけだったりしないですかね？　チームを抜けさせるのも手間取ってたみたいだし、相性の問題もあるかもしれないですわ～」

　まるで自分ならもっと上手くやると言わんばかりのその発言。

　それは的確に彼等の地雷を踏みぬいていたのは言うまでもなかった。

「良い度胸だな……。俺達に喧けん嘩か売ったことを後悔するなよ？」

「嫌だな、喧嘩売っただなんて。事実を事実のまま述べただけですよ」

　あからさまに舐なめ腐った態度を崩さないセルトを前にして、彼は大きく息を吐く。

「お前らに模擬戦を申し込む。その生意気な鼻っ柱ごと叩き潰つぶすから、覚悟しろよ」

　叩き潰すと大きく宣戦布告をした彼は思い切りセルトを睨にらみ付ける。

「いいか、明日の十五時に第三演習場に来い。逃げるなよ？」

　大いに気分を害した彼等はセルトの拒否を無視してそれだけ吐き棄てると踵きびすを返す。

　セルトは頭を掻いてそれを見送る。その場に残ったのはセルトとフューラだけだった。




「……ってことで、改めて聞くけど。どうしてもダメか？」

「あ、貴方ねぇ……!?　勝手に話を進めた挙句それは無いでしょ!?」

「話長くなりそうだったからな。お前が首を縦に振ればそれで終わるし？」

　フューラの精一杯の文句にも全く悪びれることも無くセルトは言う。

　言い方と得られた結果はどうあれ確かに話は丸く収まっている。

「なんか勝手に約束も取り付けられたから、組んでくれると本当に嬉しいんだが」

　敢あえて煽るような真似をしたのは、二人して追い詰められた状況を作る為。

　勧誘成功の可能性を少しでも高める為にやったことだとフューラは薄々気づく。

「私まで逃げたことになるってこと……？　それだけは嫌よ、私は」

「存外賢い。分かってるなら同意してくれよな」

　明日の面倒ごとよりも、まずはこの先も続くであろう厄介ごとの解消を。

　チームのメンバーを見つけるという難題を先延ばしにだけはしたくなかった。

　ある意味で嵌はめられたフューラはセルトを睨み付けるが、セルトは意にも介さない。

　それどころか当初の予定であった昼寝の体勢にいそいそと入り出す始末だった。

「……貴方は、私がチームに入れば喜んでくれるの？」

「え？　そりゃ喜ぶだろ、このままじゃ学園から追い出されるし」

　せっかく手に入れた平穏を手放さなくて済むとなれば喜ばない訳が無い。

　適当に取って付けただけの発言だったが、どうやら少しは彼女に響いていたらしい。

　そういえば無理矢理チームを抜けさせられていたな、とセルトは一度身体を起こす。

「お前がチームを抜けるのは勝手だが、俺は絶対に切らない。また他探すの嫌だからな」

「!!　貴方って、呆れちゃうぐらい正直者なのね……」

「無駄に建前言ったところでどうせすぐにバレるからな～」

　セルトが言いたいことを理解したフューラは不意に微笑を浮かべた。

　要は組めれば誰でもいいということ。裏の意図など一つも無い。

　勇者の娘として期待されていない、肩書きで見られていないことがやけに心地が良く。

「──いいわ、貴方と組んであげる」

　そしてフューラはセルトの勧誘に乗ることにした。

　無事に勧誘出来たセルトは、彼女の発言を聞いてご満悦だった。

「セルト＝ハーレスティアだ。今日は名前だけでも覚えて帰ってくれよ」
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　簡潔に自己紹介だけ済ますとセルトは日陰に移ってゆっくり腰を下ろす。

　今日やることは無くなったのでそのまま惰眠を貪むさぼろうとしたのだが。

「フューラ＝カルベリアよ。誇り高き勇者の娘、よく覚えておきなさい」

　フューラの自己紹介を聞いて、セルトは少しだけ目を見開いて彼女をよく見る。

「……やっぱギャラガさんの娘だったか。そういや髪と瞳ひとみの色が同じだもんな」

「!?　お、お父様の知り合いなの!?　……もしかして、編入したのも」

「そ、あの人に誘われた。娘なら言っといてくれ、『よくも騙だましたな』って」

　そして言いたいことは言い終わったのか、セルトはその場に寝転んで目を閉じる。

「んじゃ、俺は昼寝するから～。今後ともよろしく～」

　そのまま完全に寝る体勢に入ったセルトに、フューラは呆気に取られる。

　聞きたいことは山ほどあるが、有無を言わさぬ態度の前にそれも憚はばかられた。

「セルト＝ハーレスティア……。一体何者なのよ、こいつ……」

　結局フューラがちゃんと知れたのは、唯一教えてもらった名前だけ。

　その呟つぶやきは閑静で人ひと気けのない校舎裏に吸い込まれていった。




　　　　＊




　翌日チーム編成の申請を学園側に提出し正式にセルトはフューラとチームを組むことになったが、勿もち論ろんチームランクは最低のＦから始まることに。

　そしてセルト達は彼等との約束の十五時ギリギリに第三演習場に到着。

　原因はセルトの寝坊と迷子。今も尚眠そうにしているのだから緊張感が無い。

　二人は控え室のような場所で模擬戦開始の合図を椅子に座りながら待っていた。

「十五時は遅いよなぁ。やらなきゃいけないことがケツにあると、惰眠も儘ままならん……」

「呆あきれるぐらいの呑のん気きさね……。今からＢランクの相手とやるっていうのに」

　チーム対抗の模擬戦。唯一チーム間でポイントの移動があるが、上のランクからすればデメリットしかないということで同ランク以外では滅多に組まれることが無い。

　しかし今回ばかりは状況が違う。セルトの煽りによって組まれた今回の模擬戦は、ランクだけ見れば格上対格下という滅多に無い異例の対決になっていた。

「こっちには失うものが無いんだから当然気を張る必要も無いな」

「……確かにそうね。あっちが負ければ恥を掻かく、そう考えると気が楽だわ」

　つまりこちら側に気負う必要など全く無い。フューラは少しだけ息を吐いた。

　反対方向の控え室で彼等は一体何を思っているだろうか。自分達が負けるなど微み塵じんも思っていないか、それとも今更になって少しだけ不安を覚え始めている頃か。

「一応言っておくけど、相手は普通に強いし全員が高名な家の出身で個人順位は百位を切ってるわ。こっちは二人だけだし簡単に勝てる相手じゃないのは間違いない」

　全体の人数が八百人強なので、相手は全員が選ばれし強者ということになってくる。

　翻ってセルトは何もしてないので最下位、フューラは一年にしては高いが四百位程度。

　傍はたから見れば全く勝ち目のない勝負だが、それを聞いてもセルトの表情は変わらない。

「そういや、お前はこの勝負勝ちたいのか？」

「当然やるからには勝ちたいわ。……私を切った彼等を見返してやりたいしね」

「そうか。俺は正直どっちでもいいから適当にやらせてもらう」

　そもそもこれはフューラの勧誘を円滑に行う為に持ち掛けさせた蛇足の勝負。

　勝敗はセルトにとって重要ではない。むしろ負けた方が早く終わるなら負ける。

　そして勝つ方が早いなら勝つ。そんなふざけたモチベーションで臨んでいる。

「……貴方あなた、確か私に借りがあるわよね？」

　適当にやる。それは勝てると思っていなければ出てこない発言だとフューラは解釈。

　それならば、一いち縷るの可能性に懸けてみるのも悪くないと交渉を始めた。

「そんなのあったか？」

「学園への道を教えた、貴方の為にチームを組んだ。二つもあるわよ」

「ふむ……俺みたいに忘れてればよかったのにな」

　提示された二つの借りを前にして、セルトはフューラの言いたいことを理解する。

「要は勝つ為に協力しろと。そう言いたいわけだ」

「えぇ、そうよ……というかチームなら当たり前のことだからね!?」

「当たり前を押し付けるな!!　俺は編入生だぞ!!」

　そうは言ったものの確かに借りっぱなしというのも今後に響いてくる。

　これで弱みを握られるよりはマシか、とセルトはおもむろに立ち上がった。

「いいよ。勝たせてやる」

　あまりにも傲ごう慢まんな発言だが、妙な説得力があるとフューラは思わず気圧される。

「今後変に絡まれるのも嫌だしな、うん。二度と手を出せなくしたろ」

　そしておよそ最下位の一年生とは思えない強気な発言が続く。

　相変わらずやる気が無さそうなのは変わりないが、口元には笑みが浮かんでいた。




『これより模擬戦を開始します。各チームは演習場内に出てください』

　開始のアナウンスが聞こえ、そのまま二人は演習場内に足を踏み入れる。

　相手チームが選んだのは森の中を模した視界の悪い演習場だった。

　ルールは単純、武装や魔術を以もつて相手を殲せん滅めつすれば勝利。他チームの介入や八や百お長ちようなどが無ければ基本的には反則は無い、実戦を想定したようなものになっている。

『──さっきの言葉、信じたから。頼むわよ』

『はいはいっと。というか便利だな、この遠隔で通話出来る魔術』

　チームを組むことで魔術によるメンバー同士の通話が可能となり、ある程度の距離であれば遠隔でコミュニケーションが可能になる。セルトにとっては最高の魔術。

　相手は三人でこちらは二人。その上ランク差もあるという誰が見ても不利な状況。

　こちらの作戦は非常に雑。フューラが前衛でセルトが後方から支援。ただそれだけ。

（言ったからにはちゃんとやるか……。後が怖いし）

　約一キロ程離れた演習場の両端から双方スタートし、基本的には中央で会敵する。

　が、開始直後に駆け出したフューラと違いセルトは開始位置から一歩も動かなかった。

　今回は最初から全力で索敵を行う為に、セルトは魔力を眼に回し始める。

　副次効果で眼の周りを白のオーラが覆い、そうなったセルトの眼からは逃れられない。

『──一時停止だ、フューラ。その方向は誘い込まれてる』

『!!　まるで見えてるかのように言うのね』

『実際見えてるからな。取り敢あえず一いつ旦たん木の陰にでも隠れてろ』

　フューラに的確に指示を飛ばしながら、セルトはまず場を整えていた。

　その間に魔力球を六つ浮かばせておく。それは来たるべきタイミングに使用する為。

　元々は同じチームを組んでいた者同士。お互いの強さや弱点は分かっている筈はず。

（フューラが一人で突っ走る癖があるのを知ってる訳だし、相手からすれば前に出るメリットなんか無い。待ちの判断は適格だけど、俺の前でそれは悪手だよ）

　相手の選択はフューラを叩たたきやすい場所に誘い込むこと。下手に姿を見せずフューラに隙が出来た時に一斉に攻撃を仕掛ける、そういう作戦なのがセルトには見えていた。

『フューラ、あの三人を同時に相手にして何秒持つ？』

『……自惚うぬぼれてもいいなら、三十秒は持つわ』

　フューラはセルトの質問に躊躇ためらいがちながらも、自信を持ってそう答える。

『そうか。十五秒後に相手が痺しびれを切らして向かってくるから頑張れよ』

　それだけ言い残してセルトからの通話が切れる。今のところ彼は指示を飛ばしてくるだけで何一つ動きが無いが、フューラは彼を信じてレイピアを抜く。

　緊張が無い訳がない。憂いが無い筈もない。ただ、変に身体に力は入っておらず。

「……やってやるわよ。今の私なら、やれる……!!」

　彼の指示は淡白だが、何よりも信用されているようにフューラは感じていた。

　彼とは会って間もない。それでも今はやれるような気がしていた。




「──なんだよ、一人か？　あいつはどうやら尻尾しつぽ巻いて逃げ出したみたいだな」

「声を掛けてくるなんて余裕ね。不意打ちは矜きよう持じに反するのかしら？」

　そしてセルトが言っていた十五秒後きっかりに会敵。

　直後、フューラは彼の斜め後ろから飛んできた風魔術を身体を捻ひねり避ける。そして体勢が崩れたところに男性二人の剣が襲い掛かってくるが、フューラは焦らなかった。

「嘘っ、躱かわされた!?　明らかに今までと動きが違うんだけど!?」

「……落ち着きましょう。偶然は二度も起きません」

　今までのフューラを知っている彼等はその変化に明らかに戸惑っていた。

　不思議なぐらい身体が軽い。まるで重荷から解き放たれたかのようにフューラは三人を相手に善戦を続け、既に会敵してから二十秒は彼等の攻撃をレイピア一本で捌さばいていた。

「ふざけんな!?　俺達とチーム組んでた時は手を抜いてたってことか!?」

「それはないわ。でも、今は不思議と楽な気持ちで戦えてる」

　勇者の娘として生まれた彼女の本来の才能は、たかが高名な家に生まれただけの彼等と比べるべくも無い。そしてそれに甘んじない努力もずっと続けてきていた。

「思ったよりやるじゃん。勝ちたいって言っただけのことはある」

　それを遠くから見ていたセルトは、満足気に頷うなずく。本当はすぐにでも終わらせても良かったが、フューラに持たせられるか聞いたのはそれを見たかったのが大きな理由。

「そんじゃ、さっさと終わらせようか」

　とはいえ三人相手では彼女の勝機は薄い。そして勝たせるという約束もした。

　セルトは事前に用意していた六つの魔力球を、彼等が戦っている場所に向けて放出する。

　一つは体勢を崩す為のブラフ、もう一つは言わずもがなとどめ用の一撃。

　彼等との距離、推定四百メートル。遠距離とは到底言えないが、今はこれでも十分。

『今からそっちに魔術飛ばすけど避けなくていい。そのまま戦っててくれ』

『くっ……ここまで本当に届くの!?　そろそろ限界……』

『届く。それだけが俺の魔術の意義だ』

　セルトの言葉が終わった刹せつ那な、戦いを続けていたフューラは確かに見た。

　セルトがいる方向から、凄すさまじい速度を伴って真っ白な魔力球が飛んできたのを。

「!?　有り得ないだろ、一体何処から飛んで……!?」

「相手が視認出来ないってどういうこと……!?　明らかに魔術の射程じゃないって!?」

「それでも当たらなければどうとでも……!?」

　一つ目の魔力球を見た反応は三者三様。特に魔術を使う少女だけは、その有り得なさというのをよく理解しておりその分困惑が大きくなり一発目から被弾。

　少年二人は何とか剣で弾はじくが、あまりに唐突なそれに大きく体勢を崩され。

「がっ!?　あ……」

　そして続けざまに飛んできた二発目の魔力球は彼等の反応速度を大きく超え、その身体を的確に撃ち抜いていた。威力も申し分なく、相手の意識を容赦なく刈り取っていく。

「嘘でしょ……？　有り得ないわよ……」

　その光景を見たフューラはそう呟くことしか出来なかった。遠距離から届かせる魔術というだけでも規格外なのに、それを自在に操ることまでされてはこうもなるというもの。

「……ま、まだ終わって……」

　三人のうち二人はもう伸びていたが、リーダー格の少年だけはまだ意識があった。

　もう立ち上がることは出来ない。それでもむしろ意識があるだけ上等だろう。

　ハッとなったフューラはとどめを刺そうと鋭い剣先を彼へと向ける。

「ま、待て……!!　そうだ、もう一度チームを組もう、今のお前なら……!!」

　そしてその場で唯一立っているフューラに情けなくも命いのち乞ごいをし始めた。

　今更過ぎるその発言。フューラはそれに揺れることなくただじっと彼を見つめる。

『やらないのか？　せっかくの報復のチャンスだ』

　だがフューラはもう少しでレイピアが当たるところでその動きを止める。

　なおも続いている命乞いではなく、セルトの疑問しかフューラは聞いていなかった。

『そうね。今までのお礼も兼ねてとどめを刺したいところだけど……』

　そしてフューラは今にも気絶しそうな彼を一いち瞥べつしてから振り返った。

　確かに見返したいと思っていた。だが、それ以上に大事にしているものがある。

『私には勇者の娘としての誇りがある。もう敵意の無い者に向ける剣は無いわ』

　フューラは強い意志が込められた顔で、自分にとって最も重要としていることを告げる。

『お優しいことで。お前がそれでいいなら別に俺は何でもいい』

　彼女のその高潔さにセルトは少しだけ感心し、少しばかりの労ねぎらいを。

　フューラは凛り々りしい表情のまま、セルトの下に戻ろうと一歩踏み出したその時。

「……馬鹿が!!　そんなんだから、お前は『勇者の娘』として利用され──」

　最後の力を振り絞って少年がフューラの背後を狙って不意打ちを仕掛けてきた。

　つまり命乞いの言葉は演技。とはいえ動きから最さい後ごっ屁ぺであるのは間違いない。

「──でも、どうしようもない馬鹿を粛清する剣ならあるのよ？」

　フューラはすぐにそれに反応し、最後の一撃を簡単に避け逆に反撃をかます。

　確実にその身体を斬り裂いた一撃はそのまま彼の意識を奪い、フューラは短く息を吐く。

　そしてもう彼には目線を向けずにまたセルトのいる方向へ歩き始めた。

「なんだ、一応用意してた魔術無駄になったな」

　一連の出来事を見ていたセルトは一つだけ予備で展開していた魔力球を消失させる。

　もしフューラが不意打ちに反応出来なかったら使うつもりだったが、用意しておくまでも無かったとセルトは苦笑し、さっさと先に演習場を後にし始める。

『も、模擬戦終了です。勝者はＦランク、セルト・フューラチームとなります……』

　そしてようやく響き渡る勝者決定のアナウンス。明らかに動揺している声色。

　かくして行われた模擬戦は大勝。完膚なきまでに相手を叩き潰つぶし、フューラの目的は達せられた。そして過去のチームへの未練や後悔も断ち切れたことだろう。

「これでようやく、楽な生活が出来る……感無量だ」

　これで退学の条件は回避。学園での三年間を平穏に暮らせるとセルトはほくそ笑む。

　だがこれでもまだスタートラインにすら立てていないことを、彼は知らなかった。








二章　クエスト実行と十傑からのお願い






「学園に入った一番の収穫はこれだな……。これこそ最高の寝床、文明の利器」

　セルトとフューラがチームを組んでから約二週間後の早朝。

　与えられている寮の一室。最初から備え付けられているベッドにセルトは潜っていた。

　学園は講義なども行われているが基本的に自由登校となっており、必ずしも毎日通う必要は無い。ただ、多くの生徒は自らの研けん鑽さんの為に当然毎日学園へ行っている。

　しかしセルトには関係無い。行かなくていいなら行かない、当然のことだった。

「一時はどうなるかと思ったが、この生活快適過ぎる……。ギャラガさんありがとう……」

　この二週間で学園に行ったのはたった一回だけ。それも本当にただの気き紛まぐれの一回。

　もう退学の心配が無いのなら不登校が正解。セルトはそれが最適だと思っていた。

『──こ、困ります!!　ここは男子寮ですよ!?』

　そうして自室で怠惰を極めていたセルトだったが、扉の外が騒がしいのに気付く。

　何やら寮の管理人が誰かに困らされている。この気持ちのいい朝からいい迷惑だった。

「不審者でも現れたか？　怖いなー、戸締まりだけ確認しとこ」

　何かの拍子に部屋に入ってこられたら困る。そう思い、セルトは玄関へ向かった。

　案の定鍵かぎはかかってなかった。確認して良かったと鍵に手を伸ばした瞬間。

　セルトの目の間で玄関の扉が大きな音を立てて開かれた。

「──セルト!!　学園には一応毎日来なさいって言ったわよね……!?」

「すみません、人違いです」

　そこに立っていたのは知った顔。この前チームを組んだばかりのフューラだった。

　彼女は明らかにその顔を怒りに染め上げている。正直関わりたくなかった。

　なのですぐさま扉を閉めて、目の前で起きたことを無かったことにしようと思ったが。

「いいから聞きなさい!!　このままだと私も貴方あなたも退学になるわよ!?」

「何……だと……？　チームは組んだ、何も問題無い筈だろ!?」

　思わず耳を疑うような言葉をフューラが投げてきた為に中断。

　それだけは無視する訳にはいかず、寝間着のままセルトはフューラに詰め寄った。

「勘違いしてるかもしれないけど、チーム組むだけじゃダメなのよ……」

　やっぱり知らなかった、と焦った様子のセルトを見てフューラは溜ため息いきを吐く。

　チームを組んでいない期間が一ひと月つき以上で退学。それは確かに間違ってはいない。

「それは前提で……一月でチームに一定の実績が無いと退学、それが正しい認識よ」

　つまりはチームを組むだけでは何も始まっていない。そこから何をするかが重要となる。

　セルトはそれを見逃していた。というよりも少し考えれば分かることではあった。

「つまり……月一回以上は何かをしろと……？」

「そういうこと。この前の模擬戦が二週間前だから、そろそろ動かないとまずいわ」

　ここは由緒正しき勇者育成機関。凡夫は切り捨てられ、強者だけが生き残れる。

　それでもまだ有情な方だ。本来なら不登校の時点で退学になってもおかしくはない。

「じゃあ、この夢のような快適な暮らしは幻……？」

　受け入れがたい現実を前にセルトはこの世の終わりのような顔をしている。

「何を言ってるか分からないけど早く着替えなさい!!　やるべきこと沢山なのよ!?」

「俺が一番聞きたくない言葉が聞こえた!!　嫌だ、俺は寝るんだぁ!!」

「この際無理やりにでも着せるわよ!?　時間が無いんだから!!」

　そして朝からてんやわんやの大騒ぎになる。まるで子供のように駄々をこねるセルトとそれを何とかして矯正しようとするフューラの図は何とも滑こつ稽けいだった。




「──勘弁してくれよ……。話が違うこと多過ぎんぞ、流石に……」

　寮から場所を移して学園。何とかセルトを登校させたフューラは朝から疲れ切っている。

　目下の問題はすでに越えたと思っていたセルトは、死んだような目をしていた。

「というか、そんなことも知らないでどうして貴方はこの学園に入ったのよ……」

「え？　衣食住が保証されてるって聞いたから」

「馬鹿なの!?　そんな理由で学園に居る生徒なんて一人もいないわよ!!」

「ギャラガさんに騙だまされたんだよ。最初から面倒な実情を知ってれば入ってない」

　セルトは大きな溜息を吐き、甘い罠わなに釣られた自分を大いに反省する。

　一度恩恵に与あずかってしまえば離れられない。そんなところもギャラガの思惑だろう。

「というか、貴方みたいなのがどうしてあんな魔術使えてお父様に認められてるのよ……」

「失礼な奴だ。それはもう、俺が必死に努力してきたからに決まってるだろ～？」

　セルトはヘラヘラと笑いながら疑問に答えるが、フューラは懐疑の視線をやめない。

　セルトは特に気にすることもなく、周りを見回しながら今度は逆にフューラに問う。

「で。何すればいいんだ？　早いとこ終わらせようや」

　やるべきことが沢山、とフューラは言った。なら一つ一つ片付けていくのが効率いい。

　しかしセルトの疑問にフューラはとてもバツが悪そうな顔をしていた。

「……メンバーの確保よ。もう一人、今の私達には必要になるわ」

　それはセルトの予想の斜め上。てっきりクエストか何かに行くのかと思っていたが。

「は!?　いや待て、そういやなんか資料に書いてあったな……」

　セルトは朧おぼろげな記憶を思い返す。そう、チームの人数に関する規則だ。

「そう、『低ランクチームのクエスト決行』には三人以上が必ひつ須すなの」

「破壊していいか、この学園。アホみたいな規則しかねぇ」

　ものぐさなセルトが破壊衝動にまで駆られるその縛りにフューラも頭を抱える。

　実際は実力不足の生徒の安全を確保する為の規則だが、二人にとってはただの足あし枷かせ。

「お前有名人なんだろ？　誘えば誰か入ってくれるんじゃ」

「貴方が普通の生徒なら、勇者の娘と編入生とかいう尖とがったチームに入る自信ある？」

「うん、無いな。絶対関わりたくない」

　当然フューラはセルトが休んでいた間にメンバーを探していた。

　だが、あまりに奇妙過ぎるその組み合わせに委縮する生徒しかいなかった。

「九割は貴方の所せ為いだから。私ですら未いまだに得体が知れないのよ、貴方のこと」

　セルトは言い返さない。それについては自分が一番よく分かっている。

　また、この間の大勝によって模擬戦の相手も見つからないという半ば詰んだ状況。

「この際もう誰でもいいわ。厄介者の引き抜きも視野に入れてる」

「それは自虐か？　自分で言ってて悲しくない？」

「分かってるわよ!!　それぐらいどうしようもない状況なの!!」

　そして二人は、特に当ても無く学園内を歩き回ることに決める。

　学園内はいつも通り忙せわしなく生徒達が日々を無駄にすまいと研鑽している。

　二週間も経てば注目度も下がるとセルトは思っていたが、やはり勇者の娘と編入生という組み合わせは異様に映るらしく、未だに彼等は注目の的の一つだった。




「……あっちの方でなんか人だかり出来てるぞ、フューラ」

　暫しばらく人がいそうな場所を徘はい徊かいしていたが、いつもと違う状況があるのにセルトは気付く。

「あぁ、クエストボードの前でしょ？　いつものことよ」

「いや、多分本校舎の入り口前だなあれ」

　人だかりが出来そうな場所をフューラが提示するが、セルトはそれを否定。

　何かを囲むように人の輪が出来ている為、セルトは耳を澄まし始めた。

「なんか、『編入生』だ『可愛い』、『美少女』とか聞こえてくるな」

「じゃあ貴方の事じゃないわね。全く可愛げなんて無いもの」

「見ようによっては可愛くないか。というか珍しいな、編入生なんて」

「どの口が。でも確かにそうね、こんな短期間に二人目なんて」

　特に目を合わせることもなく淡々と会話していくセルトとフューラ。そもそもが稀まれな存在である編入生が短期間に二人となれば、人だかりが出来るのも当然の話だった。

　セルトが不思議に思っていたのは件くだんの編入生の声らしきものが聞こえないこと。

　聞き分けには自信があるが、それらしき人物の発言は聞こえてこなかった。

「つか、もし編入生なら逃す手は無いんじゃ」

「そうじゃない!!　さっさと行くわよセルト!!」

「この押しの強さはなんとなく血を感じるなぁ……」

　セルトの言葉で事の重大さに気付いたフューラは思い切りセルトの手を引っ張って、人だかりが出来ている方に走り出していく。面倒なセルトはされるがままだった。

　一気に人ごみを掻かき分けてその中心へ。そしていざ編入生と初対面。

「──!!　セルト!!」

　と思いきや、セルトと目が合ったその人物は大きな声で彼の名を呼んだ。

　学園の制服に身を包み、艶つやのある短めの蒼あお髪がみの頂点には可愛らしいリボン。

　ずっと無表情だったその顔に僅わずかながらも笑みが浮かび、その微細な変化でもまるで辺り一面に花が咲いたかのような錯覚をその場にいた誰もが一瞬感じる程の美少女。

　聞き覚えや見覚えがあるというレベルではない。それはかつて常に一緒にいた存在。

「れ、レリアぁ!?　ちょっと待て、え、本物か……？」

「正真正銘、セルトの為の私。我慢出来ずに会いに来た」

　彼女はセルトが村を出る時に別れた少女。約二か月ぶりに会う幼おさな馴な染じみのレリアだった。

　あまりにも突然過ぎるその再会にセルトは眼を剥むいて驚いている。

「早速だけどセルト。制服のネクタイが曲がってる、私に任せて」

「あ、いつもいつも悪いな……じゃなくて!?　何でいるんだ、ここに!!」

　昔からの日常だったから最初は疑問を持てなかったが、何とかセルトは持ち直す。

「？　また、って言った。約束もした。だから来た」

「早いんだよ!?　確かに約束したけどさぁ……」

　レリアの性格的にわりとすぐに再会することもあるかもと思っていたセルトだったが、まさかこんなに早いとは思っていなかった。だからこそここまで取り乱している。

「早いも遅いも無い。また会えて、本当に嬉うれしい……」

　そしてレリアはセルトの右腕に引っ付いてくる。心からの笑顔がそこにあった。

　振りほどくのは簡単だったが、セルトはそれをしない。唯一無二の幼馴染と再会できて嬉しいのはレリアだけではなく、当然セルトも同じ気持ちだったからだ。
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「ちょ、ちょっと!?　知り合いなのは分かったけど、人目を考えなさいって!!」

「……？　セルト、この騒がしい子は誰？　邪魔をしないでほしい」

　再会の喜びの前にセルトとレリアは周りの目など気になっていなかったが、冷静に考えてみればこの場で喜びに浸っているというのは確かに得策では無かった。

「あー……。取り敢あえず移動するか。ここじゃ話にならん」

　そして呆あつ気けに取られている周りを差し置いて、彼等は移動を始める。

　少ししてセルトへの罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえたが、それはもう違う世界の話だった。
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　学園内はどうしても人目に付くので、セルトの部屋に戻ってきた一行。

　現在は最初から備え付けてあった大きめのテーブルを三人で囲んでいる。

　当然レリアはセルトの横を占領。その対面にフューラが座るという構図になっていた。

「──改めて。よく俺がこの学園にいるって分かったな、ちょっと怖いんだよ」

　再会を喜んではいたもののレリアに対して多くの疑問がある。

　セルトはそれの解消からまず始めることにして、会話を再開させた。

「私はセルトのことなら何でも分かる。それに……」

　そうしてレリアは制服のポケットから一枚の小さな紙を取り出す。

「道中でこれを貰もらったから。セルトのことも言及していた」

　それは未だにセルトの制服のポケットに入っているものと同じものだった。

「やっぱギャラガさんに会ってたのか。ちゃんとあの時のお礼言ったか？」

「勿もち論ろん。セルトのことを教えてくれたから」

「そうじゃなくてな？」

　レリアがセルトのことを考えて似たようなルートを辿たどっていたのなら、ギャラガに遭遇していたという可能性は非常に高い。そこでもセルトは運命の巡り合わせを感じていた。

　その後も話を聞くと、やはりセルトの後を追うようにこの学園に辿り着いたという。

　編入試験では水晶が割れ、教員陣が困っていたという話を聞いてセルトは吹き出した。

「……盛り上がってるとこ悪いけど、早くその子について教えてくれないかしら」

　暫く黙っていたフューラだったが、遂に堪こらえ切れなくなったのか彼等に苦言を呈する。

　人差し指でこめかみの辺りをトントンと叩たたき、苛いら立だっているのがよく分かった。

「私も貴方あなたのことが気になる。貴方はセルトの何？」

「あら、失礼な子ね。これまでの人生で礼儀は学んでこなかったのかしら」

「セルト以外はどうでもいい。私はただセルトの傍にいる貴方のことを知りたいだけ」

「にしてももっと言い方があるでしょう？　貴方のそれは回答するに値しない」

　開始早々バチバチの言葉による殴り合い。これにはセルトも思わず呆気に取られる。

　フューラは気に入らないという態度を隠そうともせず威圧し、レリアは無表情のまま淡々と自分の意見を押し通そうとする。これでは普通の会話も儘ままならない。

（いきなりすっげ仲悪いな、この二人。そういやレリアが同年代の女と絡むの初めてかも）

　セルトは二人の言い合いを黙って眺めていた。仲裁しても無駄なのは分かっている。

　そしてレリアがここまで対抗心を剥き出しにしているのも初見だった。

「セルト!!　早くこの子のことを教えなさい!!」

「セルト。早くこの子のことを教えて欲しい」

「あ、俺に振るの？　二人で仲良く教え合えって」

　と言ったものの話は進みそうにない。セルトはかいつまんで説明することにする。

　互いが知りたがっていることを簡潔に。基本的には自分との関係性を中心に。

　今彼等が陥っている状況をレリアに伝える頃には時計の長針が三つほど進んでいた。




「──考えるまでも無い。セルトの為になるのなら、喜んでチームに加入する」

　事情を聴いたレリアは全く迷うことなく二つ返事でチームへの加入を宣言する。

　突如として現れた新たなメンバーにセルトは特に疑問を持っていなかったが。

「こっちだって断る理由は無いけど……戦力的にはどうなの？」

「お前……この際誰でもいいとか言ってなかったか？」

「撤回よ。あまりに話が上手うまくいき過ぎて少し疑ってるわ」

　実に面倒な性格だ、とセルトはおもむろに立ち上がって少しレリアと距離を取る。

　そしてあろうことか弱々しい魔力球をレリアに向けて躊躇ためらいなく放出した。

「ちょ、何を……!?」

　その奇行を見たフューラはすぐにその行動を咎とがめようとするが、言葉が止まる。

　セルトの魔術はレリアに当たる前に何かに当たって止まり、消失。

　よく見れば、レリアの周りには半透明の障壁がいつの間にか展開されていた。

「ってことでレリアは完全無欠の壁役だ。守ることに関しては誰も敵かなわない」

　実際に見た方が分かりやすかっただろとセルトは、すぐに席に戻っていった。

「セルトの愛……受け止めても良かった」

「重いわ、お前の愛が。安心したよ、障壁出してくれて」

　本気なのか冗談なのか、レリアはとにかくセルトが全てなのがよく分かる。

　フューラには当然異様に見えるが、セルトは既に慣れてしまっている。

　そして村でずっと一緒にいた存在。多少変な事を言おうがある程度は受け入れられる。

「……文句の付けようが無いわ。この学園にはいない魔術の使い手だし」

　防護に特化したその魔術は他には無いもの。というよりも選択肢に入ってこない。

　勇者を目指すのであれば欲しいのは魔を打ち倒す力であるからだ。

「私は文句を付けたい。どうせ貴方はその無駄に大きい胸でセルトを誘惑した」

　レリアは制服の上からでも目立つフューラの豊満な胸部に恨みがましい目線を向ける。

　レリアがずっと気になっていたこと。彼女は自分には無いものを持っていた。

「し、してないわよ!?　というか、こんなのあっても邪魔なだけだし……」

「彼女にもセルトの魔術をあげて。今度は三つぐらい」

「今のはお前が悪い。ったく……」

　自分で言っておいて自分で傷を受けた、空回っているレリアをセルトは窘たしなめる。

　雰囲気を変える為にもセルトは茶でも淹いれようと席を立とうとしたが。

「セルトは座ってていい。私がやる」

「あぁ、助かる。そこの戸棚にあるから好きに使ってくれ」

　言葉に出さずともセルトのやろうとしていたことを読んでいたレリアが代わりに立つ。

　そして軽い足取りで、少し離れた手狭なキッチンへと向かっていった。

「……ねぇ、幼馴染って言ってたけど貴方達って本当にそうなの？」

　異常なまでに仲が良いというか分かり合っている二人を見てフューラは問う。

「どう見てもそうだろ。他に何かあるか？」

「それにしては流石に彼女が甲か斐い甲が斐いし過ぎる気がするけど……」

　フューラの疑問は尤もつともで、これは二人をよく知らなければ分からない話。

　明らかに普通ではない関係を受け入れているセルトもまた、疑問の対象だった。

「……俺達は互いがいなかったら今の自分が存在してなかっただろうからな」

　セルトの答えは実に抽象的で要領を得ない。それでも嘘偽りない真実だった。

「それって──」

「──聞いてもつまらん話だ。ほら、戻って来るぞ」

　それ以上の追及は避けたセルトはお茶を持ってくるレリアの方を見る。

　聞こえてはいなかったのか、レリアは特に変わらない表情で二人の前にお茶を置いた。

　自分の分は用意しなかったレリアは、セルトの隣に座りフューラをじっと見据えた。

「私はレリア＝アルハーツ。今日からチームに加入する、よろしく」

「このタイミング!?　えぇ、よろしくね……」

　唐突に告げられた改めての自己紹介。そのあまりのマイペースぶりにフューラは危うく持っていたカップを落としそうになるが、なんとか堪えて挨あい拶さつを返した。

　フューラは差し伸べられた手を恐る恐る握ると、レリアも優しく握り返す。

「本当はセルトと二人が良かったけど我慢する」

「……ねぇ、セルト。やっぱり私、この子と仲良くなれる気がしないんだけど」

「お互い様だ。仲良くとは言わないから上手いことやってくれよ」

　その握手は果たして友好の証あかしだったのか牽けん制せいだったのか。はたまた何も考えていなかったのかはレリアの表情を見ても全く分からない、いつも通りの無表情。

「セルト、丁度いい時間だしお昼ご飯も作る？」

「あり。久し振りにあれ食いたいわ～」

「ん。待ってて」

　レリアはまるで自分の家かのように再度キッチンへ向かい、料理の準備を始める。

　セルトも全く疑問にも思わず、当たり前のことのようにテーブルに肘ひじを突いていた。

「結局何なのよ、この二人の独特の空気感は……」

　そして半分蚊か帳やの外のフューラは、今日一の大きな溜ため息いきを吐くのだった。
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　無事にレリアがチームに加入したことにより男子寮から戻ってきていた一行。

　学園の入り口から真っ直ぐ行った場所にある広場には生徒達が受ける用のクエストボードがあり、フューラが言っていたように多くの生徒がその前に集まっている。

　クエストは単純な魔族討伐からダンジョンの攻略、果ては捜し物や届け物に加えて要人の護衛などその種類は多岐に亘わたる。学生向けということもありその難度はまちまち。

　そして彼等は早速チームでの実績を得る為にクエストを選びに来ていた。

「──これは明らかに学園から遠いから無し。これも無駄に期間が長くてウザい。これは……やる意味が全く見み出いだせない。しかしロクなものが無いな、どうなってんだ？」

「ロクでも無いのは貴方の頭の方よ……!!」

　まずはフューラが見繕ったクエストを近くのテラス席で吟味していたセルト。

　結果は散々なものだった。主にフューラの精神衛生上の話ではあるが。

　せっかく選んできたものを続々とボツにされ、フューラは怒りを露あらわにする。

「最初だから取っ付きやすいクエスト選んで来たつもりなんだけど!?」

「痛い程分かるよ、その意図は。だからダメなんだけども」

「私には貴方の意図なんてこれっぽっちも分からないっての……」

　そして最終的にはダメ出しされる始末。流石にフューラも文句を垂れている。

　それを見てセルトはフューラが持ってきた依頼書数枚を改めて見てみる。

　なるほど確かに、自分で言ったようにチームを組みたてでもやりやすく簡単なものばかりであるのがすぐに分かる。これは彼女の優しさと気遣いが出た形なのだろう。

「俺とレリアは自分で言うのもあれだが百戦錬磨。お前も経験値が恐らくある、となればこんな初心者御用達みたいなクエスト受けるのは効率が悪い、と俺は言いたい」

「……本当は面倒とかそういう理由じゃないでしょうね？」

「半分はそう。面倒が確定してるなら、それを少しでも減らしたいっていう算段だ」

　セルトは口に出さねば伝わらない自分の意図を事細かにフューラに伝えた。

　納得出来る節もあるが、その全てに頷うなずけるほどフューラは器用な人間では無かった。

　そして反論する材料も残っている。フューラが自分の考えを補足しようとした時。

「──セルトが欲しいのはこういうの。私は分かってる」

　同様にクエストを選びに行っていたレリアが戻ってきて二人の前に依頼書を置いた。

「うん。明らかに多いね、これは。ドサッて言ったもん」

　クエストボードには多種多様、それこそ百枚以上の依頼書が貼ってあるものの。

　レリアが持ってきたのはその中の約三割程。強烈に欲張ったのがよく分かる。

「あ、でも流石に分かってるな。確かにこういうのが欲しかった」

　しかしセルトはその依頼書を手に取って内容を確認すると少しだけ満足気にする。

　その様子を見てフューラも何枚か取って見てみるが、その内容に思わず目を剥むいた。

「ちょ……どれも高難度のものばかりじゃない。正気？」

　レリアのチョイスは全てが一定の水準を超えているクエスト群だった。

　その一定の水準とは、フューラが言ったようにクエストの難度の話でもあり。

「とにかくポイントが多いのを選んだ。だから高難度が多い」

「ポイントが多いってことは、少ない労力で実績を多く稼げるってことだからな」

　一定の実績を残すこと、それが退学回避の条件であるというのなら。

　当然セルトはそれを一回で済ませようとする。だからこその高難度クエスト。

「そしてお前にとっても都合がいい。上を目指してるなら一番の近道だろ？」

　セルトはフューラの胸中を見透かすかのように、依頼書を眺めながら言う。

　互いにメリットがある提案を用意している分セルトの方が一枚上うわ手てだった。

　問われたフューラは、少しだけ伏し目がちになりながら逆にセルトに問い返す。

「……死ぬかもしれないとか考えないの？」

「絶対死なせないから安心しろ。また一からメンバー探すのだけは御免だからな」

　そしてセルトはチームを組んだ時と同じように何でも無い事のようにそう宣言する。

　不安があるのならそれを解消させる。自分の意見を押し通すなら必要なことだった。

「相変わらず馬鹿正直なのね、貴方あなた」

　励ましや慰めにしてはあまりに投げやりだったが、フューラはクスリと笑う。

　不思議と彼の言葉には説得力がある。二週間前の模擬戦が不意に思い返された。

　それを同意と取ったセルトは、本格的にクエストを吟味し始める。

　暫しばらく見ているとたまにポイントが上乗せされているクエストがあるのに気付く。

　よくよく見れば他のチームがそのクエストに失敗した情報が付け足されていた。

　つまりはぶっちぎりの高難度。かつ、一回でのポイント効率は最高ということになる。




「──よし、これだな。『東の森の魔狼討伐』だ」

　そして数分の比較の結果、セルトが選んだのはその中で最もポイントが高いもの。

　ただでさえ視界が悪く暗い森の中、学園の生徒は恐らく魔族討伐の経験が薄いので四足で動く獣の動きに対応するのは難しい。失敗した情景がありありと浮かんできた。

「Ａランクチームでも失敗したクエスト……。勝算はあるんでしょうね？」

「無かったら提案しない。異論があるなら早めに頼む」

　内容を見たフューラは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔を隠さない。

　だが、もう彼に異論を言ったところで無駄なことだけは分かっていた。

「それでいいわ。あそこまで言い切られたら……ね」

　フューラの懸念は命の危険性の一つだけ。それを保証されるなら反論は無かった。

「セルトの選んだものなら何でもいい」

　そしてレリアも即座に賛成。憂いや恐怖は一つも感じられずいつもの無表情。

　じゃあ決まり、とセルトはその依頼書だけを手に取って席から立ち上がった。

「どうせ貴方達何処で受注するとか知らないでしょ？　私がやってくるから、持ってきた他の依頼書をクエストボードに戻しておきなさいよ。他の生徒に迷惑だから」

　フューラはセルトから依頼書を取り上げて、そのまま何処かへ歩いていく。

　どうせ彼女に頼むつもりだったセルトだったが、他の仕事を残されてしまった。

「……レリア。自分の尻しりは自分で拭ふくべきだと俺は思う」

　それはセルト自身の怠慢でもあり、自業自得だとレリアに伝えようとしたのだが。

「セルトになら私は……吝やぶさかではない」

「村に居た時より発言のやばさがエスカレートしてないか、お前!?」

　再会の喜びの余韻が残っているのか、レリアの爆弾発言は今も投下されていた。

　とか何とか言いながらも二人で協力して剥はがしまくった依頼書を戻していく。

　そして全て戻し終わった二人は、一切の迷い無く学園から出ようと門へと向かう。

「一応言っておくが。真っ直ぐ女子寮に帰れよ、レリア」

「……今日だけは一緒に寝たい。ダメ？」

　このままだとまた男子寮に来そうだと先手を打ったセルトの言葉に反旗を翻すレリア。

　村に居た時は互いの家に行くのが当たり前だったが今は事情が違う。

「上目遣いはずるい。それは俺に効く」

　しかしセルトは負けた。久々の再会ということもあってセルトはそれを了承。

　微笑んだレリアは、周りの目を気にすることも無くセルトの腕に抱き着いた。




『──あれ!?　私が受けようとしていたクエストが無くなってるのですが!?』

　一方既にセルト達がいなくなったクエストボード前では悲痛な叫びが響き渡る。

　それは小柄にも拘かかわらず背中に巨大な槍やりを背負ったピンク髪の少女のもの。

　彼女の出現でクエストボード前は一時騒然。彼女は学園でも特に有名な人物の一人。

　そんなこと知る由も無い二人は、学園の門を出て一直線に帰途を辿たどっている。

　そして今後の連絡をしていないとフューラに怒られることも、同様に知らなかった。
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　学園から馬車に揺られて東の方角へ約半日。それなりに長い移動距離の道中。

　馬車の中でセルト達は今回のクエストのおさらいを行っていた。

「『魔狼』って見たことも聞いたこともないな、そういえば」

「村の近くにはいなかった。犬なら見たことあるけど」

　魔族との遭遇が日常であった二人でさえもその詳細が分からない未知の魔族。

　辛うじて分かるのは獣であることだけ。何か特別な力を持っている可能性も十分にある。

「私は不安よ……結局連係も何も無いの分かってる？」

　馬車に乗り込んでからフューラは依頼書を見直すか、レイピアの手入れを行うかを頻しきりに繰り返している。その所せ為いか依頼書はクシャクシャ、レイピアはピカピカだった。

　口では気丈に振る舞ってはいるが、その胸中は緊張と不安があるのが見て取れた。

「連係？　フューラが前衛で身体張る、レリアが守る、俺が後方から支援」

「私の負担が重いって言ってるの!!　普通有り得ないからね、前衛一枚なんて!!」

　基本的なチーム編成には盾役も後衛も殆ほとんど存在しない。前衛が複数人いることにより攻撃が分散され、それ以外の役割は大抵必要無いとされているのが一般論。

　そうでなくても前衛が一枚というのは、少なくともフューラは聞いたことが無かった。

「だからチームを組む必要性を全く感じないんだよな、この学園」

　セルトは改めて学園の現状について不満を吐露させる。

「競争目的の可能性。勇者とはとても難儀なもの」

　勇者とは人間の先頭に立って道を切り拓ひらく者であるともとれる。

　ならば、前に出て身体を張ることこそが勇者の第一条件と言えるのではないか。

　セルトはその真逆を行く。勇者を目指していないから決して身体を張ることはしない。

　要は無駄なことは考えず魔族と対たい峙じして戦い、打ち倒すのがこの世界のスタンダード。

「個性が死んでるんだよ。ギャラガさんはギャラガさんであって、誰もなれないのにな」

　そしてセルトは呆あきれたように笑う。方向性が同じの勇者もどきを幾ら量産したところで仕方ないだろうと。同じことをやっていてもどうしても劣化が生まれてしまう。

　自分に一番合った努力を。誰かの後追いだけでは本当の意味で道は拓けてこない。

「お父様こそ勇者の象徴だから。目標にするのは決して悪いことじゃないわ」

　セルトのその発言を拾ったのはフューラ。尤もつともらしいことを述べている。

　そして少しばかりの憤りも感じる。自分の目標を否定しないでほしいと。

「私はお父様が創ったこの学園で首席を取ってお父様に認めてもらう。そして自分が正しく勇者の娘であることを証明してみせる、それだけが私の望みなの」

　フューラが上を目指したい理由は彼女が口にしたそれに尽きる。

　憧あこがれである父に認めてもらう。そして周りからの過剰な期待に過剰に応こたえる。

「……悪かった。確かに努力出来るモチベーションは大事だな」

　セルトは両手を軽く開いて、素直に口が過ぎたとフューラに謝罪する。

　形だけの謝罪だが、フューラはそれでも満足のようで憤りは消失していた。

（危ういねぇ……結局俺が言ったことの本旨が分かってない）

　そう思いながらもセルトは口には出さない。そんな仲では今のところないからだ。

　利害が一致しているだけの関係でそこまで踏み込む必要は無い、そういう判断。

「じゃあ、今回も頑張れよ。頑張るのって、とっても大事」

「説得力無いわね……。当たり前よ、頑張らない理由なんて無いもの」

「セルトの為に私も頑張る。ちゃんと見てて」

　馬車に揺られながら、まだ学園を出てから数時間。着くまでにはもう少しかかる。

　各々がそれぞれ違う場所を見据えて、特に多く会話が行われる訳でもなく。

　目標も何もかも違う三人だったが、それでも何となく団結しているようではあった。




「──はい、いってら。俺は森の中には入らないからよろしく」

「無責任にも程があるわよ、貴方……」

「セルトの傍に居られないのが、とても悔しい……」

　無事にクエスト実行の森近くに辿り着いた彼等がまず行うのは、分断。

　眼前に広がっていたのは広大な森だったのだが、彼等はそれを見下ろしていた。

　そこは断だん崖がい絶壁の崖がけの上。森全体を見渡せる場所までわざわざ迂う回かいしていた。

「……一応確認しておくけど。貴方、本当にここからでも何か出来るの？」

　フューラは前回の模擬戦で見たセルトの魔術を思い返しながらそう問いかける。

　遠距離で魔術を行使出来るのは分かっているが、目の前に広がっている森はあまりに広大で、フューラが不安そうにそう聞いてきた理由はセルトにもすぐ分かった。

「余裕だな～。この森大して広くなくね？　って思う程度には」

　対してセルトは欠伸あくびをしながら、ヘラヘラとした口調で答える。

「貴方の言うことは適当過ぎて大半が説得力が無いのよ……!!」

「失礼な奴だ。終わった頃には全部分かるっての」

　異論は受け付けないと言わんばかりにセルトは、やはりその場から動こうとしない。

「流石セルト。無駄な疑問を持ったフューラは反省した方がいい」

「この後一緒に行動するのよね？　その言葉が本当に必要だったかよく考えなさい」

「本当に性格の相性悪くてウケる。不安になってきたわ急に」

　セルトは呑のん気きに笑っているが実際に彼女達が完全に仲なか違たがいをしてしまうのは、クエストクリアどころか実行の可不可に関わって来る。本当に笑っている場合ではなかった。

　それも鑑かんがみて、この場で無駄話に興じるのは得策ではないとセルトは二人に向き直る。

「じゃ、確認。俺が森全体を見渡して指示を飛ばすからそれに合わせて動いてくれ」

『了解』

　そうして二人は声どころか足も揃えて、自己強化した身体で崖を一気に飛び降りる。

　風を切る音が聞こえるが、悲鳴などは聞こえない。なんとも肝の据わった少女達だった。

「実は相性良いんじゃないのか、あの二人。さて……」

　その光景を見て苦笑しながら、セルトはいつものように眼に魔力を集中させる。

　そして同時に気持ちも切り替える。中途半端は許さない、やるのならきちんとやる。

　今回は前回の演習場のような狭い森ではなく広大な自然の森。決して侮ってはならないと、セルトは体内の魔力の半分程を眼に集中させその効力を高めていく。

　その副次効果でセルトの眼の周りを白いオーラが覆っていく。




『──マジか。これは好都合なのか、そうでもないのか……』

　より遠くまで視界を伸ばし、視野を限界まで広げ、森を全て見通した後。

　セルトはその森の様相が、明らかに異常であることにすぐに気が付いた。

『何か分かったの、セルト？』

　思わず出てしまったその呟つぶやきに、レリアがいち早く反応する。

　これは伝えるべきこと。そう判断したセルトはすぐに二人にその森の現状を伝える。

『今森全体見渡したけど、討伐対象の魔狼以外の魔族の姿が全く無いんだよな』

『!?　そんなことあるの!?　人間界とはいえ、今は人が近付けない地域なのよ!?』

『……なるほど、そういうこと』

　この東の森は元々は穏やかな場所だったが、数か月前に現れた『魔狼』によって多くの近隣住民に被害が出ていた。だからこそクエストとして依頼されている。

　だからそこは魔族の巣そう窟くつになっていると思っていた。実際はその逆。

『つまり森全体が魔狼の縄張りってことだ。恐ろしい生物だな』

『は!?　この森全部!?　どれだけ広いと思って──』

『──うん。ずっと、何かに警戒されてるのを微かすかに感じる』

　レリアはセルトの言葉で自分の予感の正しさが確認出来ると、自分達をぴったり覆うように障壁を展開させる。それは二人の動きに合わせながら自在に可変していた。

　セルトからの二の句は無い。つまり今必要な情報は全て伝えたということ。

「ちょっとレリア、これだと攻撃が出来ないわ!!」

「少なくとも不意打ちは防げる。黙って動いて」

　その障壁は勝手に動くのではなく、全てレリアが動かしている。単調な動きであってもその動きを阻害しないようにレリアは全神経をその魔術に集中させていた。

　それでもレリアの顔はいつもと変わっておらず、特にきつそうな様子は見受けられない。

（レリアはチームの生命線、無駄に消耗させるのは得策じゃない。となれば──）

　とはいえそれを長時間持続させてしまうのは効率も悪く、全く意味の無い事。

　本来はもっと戦いやすい場所で遭遇するように調整するつもりだったが、予定を変更。

　セルトは彼女達に最速で魔狼と会敵出来るように指示を飛ばし、二人はそれに素直に従っていく。森の中は不気味な程静かで、それはまさしく嵐の前の静けさだった。

　相手がどれだけの膂りよ力りよくと攻撃力を持っているか分からない。だからセルトの言葉が間に合わなくなるという万が一を考えてレリアは、常時障壁を張るという選択をしていた。

『──レリア、フューラの正面方向以外の障壁は解除していい』

　セルトの落ち着いた声音で放たれたその言葉の直後、フューラの足が不意に止まる。

　その理由は単純。彼女が全く反応出来ない速度で、障壁に爪が刺さったから。

（ッ!?　レリアの障壁が無かったら、これ死……）

　そしてようやく視認出来たその姿を前にして、フューラとレリアは後あと退ずさりする。

　体たい躯くはそこまで大きくはなく、想像出来る通常の狼より一回り大きい程度。しかし、魔族特有の邪悪な魔力が身体にこびり付いておりその身体は黒く染め上げられていた。

　何よりもその敵意が凄すさまじく、フューラは一瞬だけ気け圧おされる。

『予定調和。会敵したなら、腕の見せ所だろ？』

『言われなくても……!!』

　フューラはすぐさまレイピアを抜き、先制攻撃のお返しと言わんばかりに鋭い刺突を魔狼に繰り出す。反応が遅れたのか、魔狼は避ける素振りというものを見せない。

　それは間違いなく魔狼の胴体を貫いていた筈はずの、フューラの見事な剣技だったが。

「!?」

　フューラが反応するより前に、鋭い牙きばが彼女の身体に正確に狙いを付けていたのだった。
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「──いやー、これは正直見事だわ。面倒さより感心が勝つ」

　一連の流れを見ていたセルトは一時役割を忘れ、その光景に思わず感嘆した。

　端的に言ってしまえば、有り得ないことが起きた。それを見せられてはこうもなる。

　暫しばし感心しながら見ていたが、セルトは思い出したかのように彼女達に通話を繋つなぐ。

『あー、現場のフューラさん。感想は？』

『あ……りえないっての!?　どうして私が逆に反撃をもらうわけ!?』

『私も不可解。一応保険で障壁を張っておいて良かった』

　それは数秒前に起きた出来事。確かに魔狼の身体を捉とらえていたフューラの刺突は、当たる直前に魔狼の神がかり的な回避により空を切っていた。

　そしてその直後、逆に今度は不可避の牙による一撃がフューラの身体を襲う。

　レリアの障壁が無ければ間違いなくフューラの身体を傷付けていたそれは、あまりに現実離れしておりその場にいた二人の少女を戦せん慄りつさせていた。

『名付けるなら「自動反撃」、って感じか。そりゃポイント高いわけだ、うん』

　一部始終を見届けていたセルトは、それをそう結論付けた。あの動きはもはや反応や反射という域を優に超えている。少なくとも見てから回避出来る攻撃ではなかった。

　相手の攻撃を見てから避け、その直後に避けた際の勢いをもって即座に反撃する。

　二人が動揺している間にも魔狼は仕掛けてこない。完全に受け身の形。

　不意打ちで終わらなかった時点でそれに切り替えた。あの狼は高度な知性を有している。

「意識……いや、どっちかといえば感覚か？　それも確かに一つの答えではあった」

　そしてセルトにはその種がもう割れていた。あれは、彼が普段からやっている魔力による身体強化の応用の一種。セルトが『視覚』ならあの魔狼は『感覚』を強化していた。

　だから見てからの反応が間に合う。というよりも、反応するより前に身体が動いている。

　セルトがかつて怯おびえの克服の為の選択肢の一つとして考えていた絶対的な回避法。

　しかし、考えていた故に明確な弱点と対策があることもセルトは知っていた。

『レリア、見てから合わせるのは無理か？』

『……無理ではない。けど、何回もは流石に』

　だよな、とセルトは一言零こぼす。セルトの眼では簡単に追えるが、万人はそうではない。

　となればチャンスは多くない。しかし、セルトにとってはそれで十分だった。

『今から三回、攻撃に転じてくれ。タイミングは任せる』

　それだけ言い残してセルトは右の人差し指に魔力球を一つだけ浮かばせる。

　普段使っているのより一回りも二回りも小さい、指の爪の先に収まるぐらいのサイズ。

　セルトはその小さな魔力球に凝縮するように多大な魔力を込めていた。

「何で震えてるのよ、私は……!!　こんなところで……!!」

　その間にもフューラはレイピアを構えていたが、その持ち手は微かに震えている。

　それも無理はない。レリアがいなければ死んでいたかもしれない状況がこの短時間で二回。並の精神力では耐え難い、本当の意味での命のやり取りが目の前にあった。

『セルト……。本当にこれ、何とかなるんでしょうね……？』

　そして未いまだに全く後方から支援を行っていないセルトに確認を取る。

　彼の実力は知っている。だからこそ動きが無いのがフューラには不安だった。

『なる。反撃を怖がってもいいから、俺とレリアを信じろ』

　しかしセルトは力強くそれに反論する。その心配をする必要は全く無いと。

　その言葉通り、セルトの指先の小さな小さな魔力球はもう完成間近だった。

「!!　いつもいつも、勝手なことばかり言って……!!」

　口では文句を言いながらも、その言葉に確かに発奮されたフューラの身体の震えは収まっていた。大きく踏み出して、待ち構える魔狼に今度はレイピアを振り下ろす。

「──ぐっ……!?」

　当然また同じことが起きる。フューラの攻撃は躱かわされ、綺き麗れいに反撃を貰もらう。

　それをレリアの障壁が的確に防ぎ、両者は再度膠こう着ちやく状態に移行する。

　そのタイミングでセルトは指先を遠くの魔狼に照準を合わせた。

　同時に一分の隙も見逃さないように、一切の瞬まばたきもせずその眼を凝らしていた。

「この……!!」

　今度は変化を付ける意味でも少し距離を取り、魔術で火球を創り出し魔狼に飛ばす。

　魔狼はそれをギリギリまで引き付けて避けると、そのままフューラに突っ込んできた。

　そしてまた攻撃し回避され反撃され障壁に守られ、近距離で正面きって向かい合う。

　セルトはその流れを一フレームたりとも見落とさない。見落としてはならない。

『三回目、行くわよ……!!』

『最後まで完かん璧ぺきに合わせてみせる』

　その言葉はもうセルトには届いていなかった。耳ではなく眼でそれが分かっている。

　そうしてフューラが魔狼に向けて三度レイピアを振り下ろすその一瞬前に。




「──ここだ」

　セルトは指先から魔力球を放出。その焦点はたった一点、魔狼の脚部に向けて。

　それは既に速度という尺度では測れない。多大な魔力を込めた理由はそこにある。

　魔狼との距離約二キロの射程を経るそれは、もう誰の目にも留まらず。

　魔狼へと向かっていく小さな魔力球は、その光の残ざん滓しがまるで一本の直線のように。

「反撃するタイミング、完全に意識の外側の距離からなら避けようが無いよなぁ？」

　フューラの振り下ろした一撃を魔狼が避けようとしたその瞬間に、その場の誰もが反応出来ないまま一筋の線が、踏み込んでいた魔狼の右前足を見事に貫通していた。

「これはチームを組んでくれた礼だ。美味おいしいとこはくれてやるよ」

　セルトの狙いは、魔狼がフューラの攻撃に対して回避動作を行うというその刹せつ那なのタイミングに合わせて、相手が想定もしてない距離から魔狼を撃ち抜くこと。

「!?　剣が当たった!?」

　そして避けるよりも前にセルトの魔力球で足を撃ち抜かれたことにより、魔狼の回避動作は失敗。その結果、フューラの振り下ろしたレイピアが身体を斬り裂いていた。

　それがとどめになったのか、魔狼はフラフラと身体を揺らし直後にその場に倒れ伏す。

　何が起きたか分からない、という顔を双方がしているのがこの空間の異常さをよく表している。魔狼は既にこと切れており、フューラは手に残った感覚を疑っていた。

「……セルトの魔術。殆ほとんど見えなかったけど、多分足に当たっていた」

　最後まできちんとフューラの動きに合わせて障壁を張っていたレリアは、魔狼が倒れたのを見てから大きく息を吐いて近くにあった木を背もたれにして座り込む。

　そして恐らく魔力球が飛んできた方向を見ながら、安心したように笑っていた。

『やった……のよね？』

『あぁ。ほぼお前らの功績だ、誇っていい』

　フューラも同じようにその場にへたり込み、セルトに言葉を飛ばす。

　セルトは何でもないことのように、手柄の大半は彼女達にあるとあっさり告げた。

　実際セルトは最後の一手への決め手を打っただけ。それ以外は何もしていない。

（……そんな訳ない。セルトがいなかったら、今頃私は……）

　自分が斬り裂いた魔狼をちらりと見て、前足に小さな穴が空いているのを確認する。

　ここしかないというタイミングで、あの距離から一切のミスなく魔狼を撃ち抜いたその精神力と技術を想像したフューラは、魔狼に不意の反撃を貰った時以上に戦慄していた。

　一度でもミスれば自分達が危ういだけでなく、魔狼が範囲外からの攻撃を警戒し討伐するのが難しくなってしまう。だからこそ、彼は一度しかないその好機を待っていた。

『じゃ、俺は先に馬車に戻ってるから。ゆっくり休んでから戻って来いよ』

　それからセルトの言葉は無く、彼女達のいる空間は静寂に包まれていた。

　暫しばらくしてフューラは剣を納め、疲れ切っているレリアに言葉を投げかけた。

「貴方あなたの大事な幼おさな馴な染じみ……何度見ても普通じゃないわね」

「当たり前。いつ見ても惚ほれ惚ぼれしてしまう」

「私も、これに慣れていかないといけないってわけね……」

　彼と今後も行動するということは、フューラもこれを当たり前だと思う必要がある。

　少なくとも今日の出来事は忘れられない、とフューラは天を仰いでいた。
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　学園に依頼されるクエストと一ひと括くくりにしてもその種類というのは多岐に亘わたる。

　だが、それらに共通しているのは誰かがそれを依頼しているということ。

　或あるいは困りごと、或いは悩みごと、はたまた何かに対する復ふく讐しゆうという可能性も。

　そしてそれらの大半の原因は一つ。人間の敵として存在している魔族である。

　だから彼等が受けたクエストもそう。魔族絡みの、厄介ごとがクエストという仕事。




『──フューラは湧いてきた残党の処理を頼む。俺はあれを破壊する』

　魔狼のクエスト達成から約三日後のこと、彼等は早くも次のクエストを受けていた。

　その理由というのも、セルトが学園の規則に穴を見つけたのが発端。

　一ひと月つきで一定以上の実績。だが一定以上のポイントは、次の月に持ち越せる。

　要は貢献さえすればいい規則でしかないそれを前にしてのセルトの決断は単純明快。

　短い期間に集中して長期間分のポイントを稼ぐ。幸いにしてその道筋はあった。

『ひ、一人で出来るものなの!?　魔族達の拠点なのよ!?』

『私達はどうせ近付けない。なら、セルトに任せるのが最適かつ最良』

　彼等が受けたクエストは、魔族の拠点になっている砦とりでの制圧という内容のもの。

　ミリラクシアから西にある地域に古くからあった比較的無害な魔族の拠点だったが、数か月前からその様相が大きく異なり始め、その地域の長おさから依頼が舞い込んだ。

　曰いわく、その砦は何をしても消えることのない炎で周りを囲んでいるという。

　まさしく『絶対不可侵の砦』。これもまた、ポイントが引き上げられたクエストだった。

　翼を持たず空を飛べない人間には一切の手出しが出来ない。その砦を制圧するには、それこそ常人離れした何かが必要になるのは自明の理だった。

『楽勝過ぎるわ。こういうクエストばかりなら助かるんだけどな』

　しかし、無限の射程を持つセルトにとってはそれこそ朝飯前レベルのクエスト。

　彼はそもそも砦に近付く必要が全くない。まさしく彼の領分であるその内容。

　ただ炎の外側から魔術を行使するだけ。変な工夫も小細工も不要だった。

『破壊確認。お疲れ様、セルト』

『規格外なのよ、やることなすこと全部……!!』

　そしてセルトの魔術は文字通り一方的に砦を破壊し尽くした。まさか外から攻撃されるとは思わなかった中にいた魔族の大半がその破壊の渦の余波で息絶え。

　そして核であった砦が破壊され周りを囲んでいた炎も消失した。

　呆あつ気けなく終わったが、フューラが言うように明らかに普通ではないその所業。

『二、三匹出てきたな。後よろしく』

　そして自分の仕事は終わりと言わんばかりにセルトは休憩し始めた。

　出てきた鳥獣型の魔族はフューラとレリアで対処。特に苦戦することも無く。

　かくして彼等の二つ目のクエストは終了し、また今度もそのクエストの三日後。




　現在彼等が来ていたのはミリラクシアの南にある山。またも高難度のクエストにて。

　山の岩肌に突如出現した洞穴の主の討伐という、簡素な内容に反して実態は過酷だった。

『──セルト、魔術は発動するけど魔力の消費がおぞましい』

『異常に身体が重いわ。動けない程でも、ないけど』

　中の構造はほぼ一直線の単純なものであり、中にうじゃうじゃと魔族がひしめいている訳でもないが、数多あまたのチームがその前に膝ひざをついてきたその理由。

『中に入ると魔力と身体能力に制限がかかる、眉まゆ唾つばだったけどマジだったか』

　先に中に入った二人の報告を聞き、セルトはその噂が真実であることに溜ため息いきを吐く。

　セルトは中には入らずその山全体を見通せる場所で待機していた。一人だけ安全圏にいるというのもいつも通り、中がそうなっているならセルトはお荷物になってしまう。

　セルトの能力を活いかすのであれば外しかない。それは事前に話し合っていたことだった。

『しんどかったらすぐに戻って来い。無理だけはするなよ』

　そしてセルトは山全体を見渡す作業に戻る。いつものように眼に魔力を集中させ、見るだけでなくその細部に至るまで余すところなく見る必要があった。

　並行して数個の魔力球も展開。竜を倒した時と同じで貫通に特化させる。

　そして貫通の他にもう一つ。展開した魔力球にはとある性質を隠していた。




「……ねぇ、レリア。彼って昔からああなの？」

「ああ、とは？」

　中を歩く二人は今のところ特に危険も無いので会話をする程度の余裕があった。

　いい機会と思い、フューラはセルトについて疑問だったことを問う。

「自分本位の割には、その……変に優しい部分もあるから混乱するのよ」

「セルトのそれは優しいとは少し違う。一つのブレない芯しんがあるだけ」

　他に考えていなければならないことと並行して、レリアはその問いに答える。

「極度の面倒臭がりだから楽をすることが第一。だからその為の努力を惜しまない」

「なるほど……異常なまでに効率を重視するのはそれが理由なのね」

「後は損得勘定。情に絆ほだされることは滅多に無いし、だからセルトは優しくはない」

　淡々とセルトの性格について話すレリアだが、フューラの中の疑問が再度表出する。

「じゃあ、どうしてレリアは……そこまで彼に執着するの？」

　その問いかけにレリアは一定の歩幅を保っていた足をピタリと止める。

　少し前に出た形になったフューラを見ながら、レリアはすぐにその口を開いた。

「セルトは私の全てだから。セルトの存在そのものが私の存在意義」

「そ、その理由を聞いてるんだけど……」

　その答えは要領を得ないが、レリアはレリアなりに真実を告げていた。

「それ以外に答えようが無い。今はクエストに集中するのが大事」

　そしてまた先程までのペースと同じようにレリアは足を前に出し始める。

　結局何も分からなかったが、フューラもそれに追随していった。




『──セルト、最奥に着いた。歩数は今の時点で千二百十八歩』

　そして最奥の開けた場所に出たところでレリアはそれをセルトに詳細に伝える。

　その場所では蛇型の魔族が下卑た笑みを浮かべながら『餌』の登場を喜んでいた。

『ってことは大体この位置か、了解』

　そして外で山をずっと見続けていたセルトは、入り口から数えていたレリアの歩幅から逆算してそのダンジョンの最奥が一体どの辺りなのかという当たりを付けていた。

　山の全体像を隅々まで把握していたセルトにその情報が与えられれば、そこを外から導き出すことは容易たやすい。全開で眼に魔力を集中させて、その神髄を今こそ発揮させる。

「これ、疲れるからあんまりやりたくないんだよな……っと」

　基本的にセルトは眼に魔力を集中させる時は望遠と視野拡張に重きを置いている。

　だが眼で『見る』とはそれだけではない。先程までは解析と分析に特化させ。

「──ッ、見えた……実に性格悪そうなダンジョン主だな……!!」

　その眼を『透視』に使える時間は今のセルトでは十秒にも満たず魔力の消費も重い。

　だからある程度の当たりを付ける必要があり、二人のお陰でそれが今成された。

　見えた魔族の持っている力は大したことは無い。それこそこの前の砦を守っていた魔族の一体より多少強い程度だが、恐らく相手を弱らせることに特化した能力を持っている。

　だから誘い込むかのように一本道。入り込んだ人間が最奥に辿たどり着いた時には、相手にならないレベルにまでその『餌』は弱り切っている。そういう寸法だった。

　だがそれはあくまで『中』にいる自分以外の存在の魔力と身体能力にデバフがかかるだけ。魔術自体の行使が可能なのは既に確認済みであり、それが意味するところは。

「手間ぁかけさせやがって。ここにいる俺には何も関係無いんだよ、馬鹿が」

　準備に時間をかけていただけあり、『針』から『槍やり』へと既に形を変えていた魔術をセルトは山に向けて放出する。出来るだけ自然を傷付けないようにそれは極細で。

　しかし万が一も考えて量は多めに。大量の細い槍はどんどん山を貫通していく。

　魔狼の時も、この前の砦も。クリアに足りないピースは、一見複雑なようでいて単純極まりないギミックを看破する為の、有り余るほどの『射程』だった。

　勇者らしいを信条とし、正攻法を好む学園の生徒にクリアが不可能なのは自明の理。

『レリアが障壁を張って退避。今回のは狙いも付けてないし、暴れ回るから』

「──来た。セルトは、やっぱり凄すごい」

「本当に、何回見ても呆あきれる魔術ね……」

　魔族と既に交戦していた二人は、苦戦をしながらも何とか持たせていた。

　セルトの合図を聞いて二人はすぐさま開けた空間から通ってきた通路に戻る。

　その直後、斜め横の壁から雨のように降り注ぐ光の束がその開けた空間に到達。そしてその形を更に球状に変えた後に、その中で跳弾しながら魔族の身体を蹂じゆう躙りんしていった。

　貫通させた後に相反する性質である弾力すら付与させる。撃ち漏らすという可能性すら残さない、まさしく無慈悲な光の嵐の前に魔族は何も出来ていなかった。

　まさか外から攻撃をされるとは思わなかった。そう考える暇も無いほどに。

『……何が起きたか分からない、って顔。もう何度見たのかしら』

『これからもっと見ることになる。それぐらいセルトの射程は異常だから』

『いいからはよ戻って来い。中に居すぎると死ぬぞ、多分』

　セルトからの帰還命令を聞いて二人は足早に来た道を引き返していく。

　これにて三つ目のクエストも完了。短期間での稼働にセルトは大きく息を吐いた。

「これだけ稼げば暫しばらくは休めるだろ……。ただいま俺の快適ライフ──」

　セルトがそんな言葉を零こぼした矢先のこと。不意に背後から何者かの気配を感じた。

　それは巧妙に気配を消しており、セルトとの距離はもう五十メートルも無い。

　セルトは嫌そうな顔を隠さずに魔力球を展開しようとする。

（これじゃ快適じゃなくて会敵ライフ……やかましいわ。つか、これは……）

　しかし、その気配が魔族特有のものでないことに気付きすぐに魔術を消す。

　とはいえ警戒自体は怠らない。何かあってもいいように身体強化に魔力を回す。

「──うぅ、槍が引っ掛かってなかなか進めませんでしたぁ……」

　そして茂みからひょっこり顔を出したのは、ピンク色の髪に葉を沢山引っ付けた少女。

　背中には身の丈以上の槍を背負っており、その小柄な体たい躯くは小さな子供にしか見えない。

「……子供？　こんなところで迷子か……って、学園の制服着てる!?」

　その少女が着ていたのは、流石にそろそろ見慣れてきた学園の制服。

　その姿を見たセルトは、安あん堵どしながらもその格好に大きな驚きを示し。

　あまりに予想外な存在の登場にセルトは思わず困惑した表情を浮かべていた。
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「こ、子供じゃありません!!　私はもう立派に十七歳の乙女なのですよ!!」

「た、確かに……。リボンが緑色だし……そもそも、えぇ……？」

　子供と言われ可愛らしく怒る少女。リボンの色で学年の識別が出来るが、緑色は二年生。

　そして制服に付けられている勲章の形は、まずお目にかかれないレベルのもの。

「多分あの形って……最高ランクのやつだったような……？」

　翼を広げているかのような金色の勲章。それが意味するところはおよそ十歳かそこらにしか見えないこの少女は、驚くことに学園のチームランク最高位にいるということになる。

「はっ!!　自己紹介がまだでしたね。私はアイ＝ミクラスです、よろしくお願いします!!」

「あ、どうも。セルト＝ハーレスティアです……ってあぶな!?」

「あぁ!?　すみません背負ってたら危ないですよね、一いつ旦たん持ちます!!」

　アイと名乗った少女は丁寧にお辞儀するが、槍の穂先が同じようにお辞儀したセルトの頭を掠かすめる。慌てた少女は背負っていた槍をあろうことか片手で持ち始めた。

（何なんだこの人……嫌な予感しかしない……）

　その姿はなかなか異様であり、小柄な少女が巨大な槍を持つという違和感が凄すさまじい。

　しかもそれを軽く振り回し満足気にしているのだから、セルトの表情も強こわ張ばってしまう。

『──セルト、そろそろダンジョン出口。そっちに向かえばいい？』

『あー……ちょっと待っててくれ。今よく分からない状況なんだ』

　そこでレリアからの通信。困惑しているセルトに二つの異なる状況は捌さばけない。

　ちらとダンジョンの入り口に目を向ければ、丁度出てくる彼女達が視認出来た。

「お仲間さんからの連絡ですか？」

「はい。俺に用があるなら申し訳無いんですけど、日を改めて──」

　セルトの言葉を最後まで聞かなかったアイは満面の笑みを浮かべる。

　アイは再度槍を背負い直すと、セルトの手をギュッと掴つかんだ。

「あそこに行けばいいんですね!!　掴まってください、セルト君!!」

「おあっ!?　掴まって、っていうか掴まれてますけどねぇ!?」

　そのままセルトを抱えるようにしてアイは一気に走り出していく。

　否、走り出すという表現は正しくない。彼女はその華きや奢しやな脚で跳んでいた。

「あのお二人のところで合ってますよね？　すぐ着きますよ!!」

「……あー、そうです。凄いなー学園の上級生、憧あこがれちゃうな～」

　もう考えるのをやめたセルトは、浅い感想を述べながら受ける風を堪たん能のうすることに。

　セルトを抱えたままアイは山の木々を乗り継いで、物もの凄すごい速度で二人の下へ駆けていく。

　そして最後に大きく踏み出して高く跳び、着地したところはダンジョンの入り口だった。




「到着です!!　お疲れ様でした!!」

　セルトを優しく下ろし、アイは嬉うれしそうに両手の拳こぶしを胸の前でギュッと握る。

　急に眼の前に現れたセルトとアイに、入り口付近で休んでいた二人は目を剥むいていた。

「……何で、貴方あなたがこの人と……!?」

　特にフューラはアイを見て驚きよう愕がくの表情を見せる。どうやら彼女を知っているらしい。

「あ、フューラちゃんですね!!　お噂は聞いてますよ、勇者の娘さんなんだとか!!」

　光栄と言わんばかりにアイは握手を申し込み、フューラも辛うじてそれに応じる。

　その間もフューラは、何故にこんな人物がここにいるのか分からないという表情をしており、その額には大量の冷や汗を掻かいているのがセルトには分かった。

「なんだ、このやべー人と知り合いなのかフューラ」

「はぁ!?　知らない方がおかしいわよ、この人……『十傑』の一人よ!?」

　セルトは首を傾げて、その言葉を脳内検索する。何処かで確かに聞いたことがあった。

「十傑……？　あぁ、学園の上位十人だっけ……なんか納得してしまったな」

　暫くしてセルトは納得したかのように手を叩たたく。学園内で最も個人順位が高い十名、その通称が十傑であることを今ようやく思い出していた。

　因ちなみにレリアは本当に知らなかったようで、それを聞いても表情が変わらない。

「学園の上位？　この小さな女の子が？」

　トップの一人の割には小さいとレリアは失礼にも彼女を指差して問うてしまう。

「むっ、これでもちゃんと十傑の一人なんですよ!!　小さいは私の前では禁句です!!」

　レリアやフューラよりも頭一つ分小柄な体躯は彼女にとってコンプレックスであるらしい。可愛らしくも両手を振り上げ、とても怒っていることをアピールしてくる。

　そして彼女はインナーを少しずらすと鎖骨に刻印されている十傑の紋章を三人に見せる。

　多少崩されているが数字が読み取れる。その数字は、七を表しているものだった。

「序列第七位、『流星』の異名を持つアイ＝ミクラス。十傑内でもその『加速』で右に出る者はいない、文字通り人間界の『最速』よ……」

「解説どうも。じゃあ尚なお更さら分からないな、話しかけてきた理由が」

　高難度クエストをこなしてきたがセルト達のランクは未いまだにＤ。にも拘かかわらず、雲の上の存在である学園トップの一人がセルト達に用があるというのは不思議だった。




「そ、そうでした。まずは経緯からお話ししますね」

　そしてアイは、偶然にもセルト達が彼女が受けようとしていたクエストを何度も一手先に受けており、気になって彼等の様子をずっと盗み見ていたということを告げる。

「あ、勘違いしないでくださいね!?　別に咎とがめたり横取りとかそういうんじゃなくて!!」

　勿もち論ろんその様子見は彼等の手に負えなかったら助太刀しようとしていたのが理由で、横取りをしようという気は全く無かったとアイは慌てて付け足す。

　むしろその手際の良さと確かな実力に感動を覚え、見入っていたことも白状した。

「そして今日のクエストが終わったら、あるお願いをしようと話しかけたのです!!」

　という訳で今に至る。セルト達のクエスト攻略を間近で見て、自身のお願いをするに値すると判断してのこの行動。真しん摯しで正当な評価の上での持ちかけだった。

「丁重にお断りします。絶対に厄介ごとなので」

「そのお願いは……ってえぇ!?　流石に断るの早くないですか!?」

　しかしセルトはそれを聞く前に拒否。ここまで意志の固い顔もなかなか珍しい。

　まさか内容を言う前に断られるとは思っていなかったアイは抗議し始めた。

「その、言いにくいんですけど。彼にお願いは難しいですよ……」

　それをよく知っているフューラは、苦い顔をしながらアイに忠告する。

　自分も何度もそれに困らされてきた。こうなった彼は梃てこでも持ってこない限り動かない。

「セルトがやる気ないなら私もやらない」

「じゃ、そういうことなんで。俺達は帰りますね」

　話は終わったとセルトは踵きびすを返して、ここまで連れてきてもらった馬車へと足を向ける。

　レリアもそれに付いていくようにして、相変わらずセルトの腕に引っ付く。

「……ど、どうすればいいですかフューラちゃん!?　何とか出来ませんか!?」

　どうしてもセルト達にお願いを聞いて欲しいアイは、諦あきらめきれずにフューラに頼る。
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「な、何とかと言われても……彼は本当に怠惰ですし──」

　学園でも屈指の実力者からの懇願。自分を更に上へと押し上げる為には、絶対に必要なピースだとそれに応こたえたかったのは山々だが、難しいと思ったその時。

　フューラは思い直す。彼は確かに怠惰だが、やるべきことはやってきた。

　そしてレリアの言葉。彼は楽をする為であれば努力を惜しむことは無いと。

「──彼を満足させられる条件を出せれば、もしかしたらですけど……」

　梃が無ければ動かないというのなら、梃を持ってくればいい。

　或あるいは甘い餌。或いは追い詰められた状況。彼が動くのはいつだってそういう時。

「なるほど……!!　では、セルト君のことをもっと知る必要がありますね!!」

　フューラの発言を理解したアイは、フューラの手を引っ張ってセルト達を追いかける。

　どこまでもエネルギッシュな彼女は、どうあっても諦めるつもりは無いらしい。

「セルト君!!　私も一緒に帰ってもいいですか!?」

　そしてアイはセルトの背中に抱き着いて、まずは仲良くなることから始めてみた。

「距離詰めるの早いですね……。断る理由も特に無いのでいいですよ」

「それが取り得なので!!　フューラちゃんもレリアちゃんもよろしくお願いしますね!!」

　有無を言わせない勢いで唐突に輪に入ってきた十傑の一人、アイ＝ミクラス。

　その持ち前の明るさと純粋さで、打ち解けるのにはそこまで時間はかからなかった。




　　　　＊




　この前の一件から二日後。学園はいつも通りだったが、フューラの周りはいつもと違う。

　当然毎日学園に通っている彼女は、今日もとある人物と会う約束をしていた。

「条件を思いつきました!!　多分これなら納得してもらえると思います!!」

「そ、そうですか。それは良かったです……」

　約束していた相手は当然アイ。フューラは彼女の作戦会議に付き合っていた。

　そして我に策ありと、嬉しそうに語るアイを見てフューラは苦笑いを浮かべる。

　早速アイはセルトに会いに行こうとするが、フューラは一旦それを制した。

「──十傑ともあろう人が、どうして彼にそこまでこだわるんですか？」

　机を挟んで自分の前に座っているアイに、フューラは率直な疑問を述べる。

　フューラは既にアイから『手伝ってほしいクエストがある』と内容を聞いていた。

　十傑程の実力者がそう持ち掛けてくること自体異常なことだが、それ以上にセルトの力を借りたいという理由がフューラには不明なままだった。

「私がかつて挑んで失敗したクエスト、『世界一高い塔』の攻略にはセルト君の力が必要だからです。セルト君がいればリベンジ出来ると私は確信しています!!」

　勿論お二人の力も必要ですよ、とアイは付け足して力強くその疑問に答えた。

　あまりに情報量が多くて頭が追いつかないが、とにかく理由は聞けた。

「その……根拠は」

「お三方がやってきたクエストの様子を見て出した結論……つまりは勘です!!」

　アイはドヤ顔で根拠を言うが、それは全く根拠にはなっていない。

　頭が痛くなってきたフューラは、この人もまた御ぎよし難いと再認識していた。




「──わざわざ呼び出したからには、それなりの用があるんだろうなフューラ……」

　そうこうしている内にセルトが眠そうな顔を引っ提げてその場に現れる。

　当然その傍かたわらにはレリアも。相変わらずこの二人は学園に滅多に姿を見せない。

　今回はフューラがしつこいまでにセルトに念を押した結果、奇跡的にも登校してきた。

　何らかの見返りは要求されるだろうが、それを考えている余裕は無かった。

「おはようございます、セルト君!!」

「アイ先輩……？　どうも……」

　アイがいるとは思ってなかったのか、セルトは少しだけ驚いたような顔を見せる。

　眠気で頭が働いていないのか、特に思うところも無くフューラの隣に座った。

　レリアは続いて席に着く。三人の前にアイがいるという構図が出来上がったその時。

「セルト君。私のお願いを聞いてくれたら、私はセルト君の言うこと何でもしますよ!!」

　そして開幕から全力直球勝負。机をバンと叩いて力強くそう宣言した。

　要は自分自身がセルトに対する報酬ということ。それを自信満々に告げてきた。

（……もしかしたらこの人、常識を超えた馬鹿なのかしら……!?）

　フューラは当然絶句。ナチュラルに自分自身を報酬にしても全く問題無いと考えているその思考は、少なくとも常人には絶対的に出てこないものだった。

「……え、何の話ですかね？」

　一方セルトはもう既に、アイから頼みごとをされそうになっていたことを忘れていた。

「こ、この前のお願いの話です!!　私に出来ることなら何でもしますので!!」

「あぁ、あれですか。まだ諦めてなかったとは……」

　そしてそこでようやくセルトは思い出し、アイの言葉をじっくりと反はん芻すうする。

「因みに何でもって……本気で言ってます？」

「本気です!!　正直なところ、これしか思いつきませんでした……」

　アイは困ったように笑っているが、それでも自信があるのかセルトをじっと見据えた。

「……フューラの差し金か。その貪どん欲よくさには素直に感服だ」

　なんだってこんなことを言うんだ、とセルトは疑問に思ったがすぐに理解する。

　どうあってもチャンスを逃したくない。その為にセルトを利用しようという魂胆。

　それを見透かされたフューラはセルトの視線から逃れるように目線を逸そらす。

「……どうするの、セルト？」

　アイの発言に流石のレリアもセルトに確認を取る。フューラ程大仰に驚いてこそいなかったが、レリアにとってもその提案は予想の斜め上だったのは間違いない。

　セルトは無言のままその提案を自分の中で天てん秤びんにかけ始める。

　ちらとアイを見やれば、身長が低い分セルトを見上げるように上目遣いになっていた。

（だから俺は上目遣いには弱い……じゃなくて。とにかく、何でもすると断言するってことは何でも出来ると思うぐらいの『何か』がこの人にはあるってことだよな）

　何の力も持っていない一般生徒であれば考える余地など無いが、彼女はそれとは違う。

　興味が無かったので調べていないが、十傑とはそもそもどれぐらい地位が高いのか。

「アイ先輩。十傑って学園でどういう立場なんですか？」

「へ？　そうですね、一言で言うのは難しいのですが……」

　問われたアイは自分が覚えている限りの十傑が持っているものを挙げていく。

　希望に沿った専用の空間の提供や有り余る金銭や道具の援助といった支援は勿論のこと、学園の運営に関われる権利とありとあらゆる規則や義務の免除などといった特別待遇。

　それは、教員陣すら凌しのぐほどの自由と権限の数々だった。実際はこれでもほんの一部。

「一応序列はありますがそのまま強さの順番では無いんですよ。主に学園や各地のギルドへの貢献と有している力の唯一性や利便性が評価されるので。とはいえ当然上の序列の人達はとっても強いんですけどね!!　私は七位なのでまだまだです!!」

「な、なるほど。とにかく特別扱いなのは間違いないってことですね」

　セルトはそれを聞き終わると、顎あごに手を置いてもう一度思考を重ねていく。

　それだけの立場の人間から『何でもする』と豪語されたという、稀け有うな状況。

　残りの二年半この学園にいる予定である以上、今後のことを長い目で見るならば。

「……分かりました。その条件、呑のみましょう」

　今のうちに十傑に借りを作っておくのは、面倒を差っ引いても釣りが来そうだと。

　現状何も持っていない自分にとって、それは有用だとセルトは結論付けていた。

「!!　ほ、本当ですか!?　ありがとうございますっ!!」

「お願いの内容を聞いたら、クルッと掌てのひら返すかもしれませんけど」

　セルトの了承を得て飛び跳ねるようにして喜ぶアイに、セルトは苦笑いを零こぼす。

　あまりにやばそうな内容ならその可能性はあるが、セルトは無いと踏んでいた。

「でも、俺に持ち掛けてきたというのは俺の力が有効だからですよね？」

「そ、そこまで分かるんですか!?　凄すごいです!!」

　そしてアイは嬉うれしそうにセルトにそのお願いの内容を話していく。

　事前にフューラに伝えたように、かつてアイが失敗したクエストの手伝いという内容。

　詳細を聞いてもセルトの顔に嫌悪感は無く、むしろ安心したという表情だった。

「まさか、こんな荒こう唐とう無む稽けいな提案が効くなんて……」

「言う人間の問題だ。普通の人間だったら考えるまでもなく断ってる」

　つまりそれは、彼女が普通の人間では無いとセルトが判断したということになる。

　そして強い立場の人間からではあるものの、普通に考えれば頭を抱えてしまうぶっ飛んだ提案に対して疑問を抱かず、さらっと受け入れた彼もまた普通ではない。

　そのまま淡々と話を進めていく二人に、茫ぼう然ぜんとそれを見守るしかないレリアとフューラ。

　そうしてセルトのチームはひょんなことから大きな難題に挑むことになったのだった。








三章　世界一高い塔と世界一射程を持つ少年






　約一年半前。ミリラクシアから少し離れた北の地に突如出現した世界一高い塔。

　それも魔族が人間界を侵略・監視する為に造った拠点の一つであり、すぐさま危険と判断されギルドの精鋭を募って攻略を始めたことは一部の人間しか知らない。

　だがそれは全て失敗に終わる。その塔は誰にも登ることが出来なかったのだ。

　物理的な距離で換算しても既に頂上へ着いている筈はずなのに誰も辿たどり着けないその謎。

　多くの者がその攻略に乗り出したが結果は同じ。まさに『攻略不可』のダンジョン。

　今ではその塔を攻略しようとする者はそうはいない。単純に時間の無駄なのだ。

「──で、アイ先輩が三ヵ月前に単独で挑み失敗。その後は挑戦者ゼロと」

　臨時でアイを加えて四人になったセルト一行は、その塔に向かって馬車に乗っていた。

　流石は十傑直々のクエスト依頼。まず馬車からして違い、普段学園が一般チームに手配してくれる馬車とは乗り心地や中の快適さは比べ物になっていなかった。

「なんだってこんな面倒で厄介なクエストに執着するんです？　失敗もしてるみたいですし、他の人に任せるっていう手もあったと思うんですが、何か理由があるんですか？」

　その道中、クエストの確認をしていたセルトは思わずそんな疑問を零してしまう。

　セルトでなくても自発的にこんなクエストなどやろうとしないだろう。その上で他者、ひいては下級生に請うてまでこのクエストを攻略したい理由が不明だった。

「……どうやら私、自分で思ってたより負けず嫌いみたいなんです。失敗してからずっと胸のもやもやが消えなくて。なので悔しいからリベンジしたいのが理由です!!」

　アイは照れたように笑いながら、負けたままでは終われないという旨を告げてくる。

　十傑らしくもっと高尚な理由があると思っていたセルトは呆あつ気けに取られていた。

「お、思ってたよりも単純で個人的な理由だった……」

「勿もち論ろん、あの塔を放置出来ないというのもありますよ!!　実際に被害も出てますし」

　そして付け足すかのようにアイは自分の中の正義に基づいているとも述べる。

　それが取って付けたような建前ではないと分かったセルトは無言で頷うなずく。

「ずっと見ていましたが、セルト君の魔術は私の理解の及ばないものでした。なので、理解の及ばないものにはそれと同等のものをぶつけてみようかなと……」

　フューラに問われた時には堂々と『勘』と答えていたが、どうやらセルトと話を纏まとめていく内にそういう考えに改めて至ったという。どちらにしろ根拠は薄かったが。

「悪くない考えですね。多分正攻法じゃ無理でしょうし」

　アイの言わんとすることが分かっているのか、セルトはそれに同調を示す。

　ただ登るだけでは無理なら、違う視点が必要という彼女の考えは間違っていない。

「セルトに目を付けるのは正しい。アイは見所ある」

　セルトを認めてくれる人物が増えて嬉しいのか、レリアはアイに引っ付いてくる。

　先輩に対して礼儀も何も無く、幼い子供を可愛がるかのように頭を撫なでていた。

「珍しいんですよ、レリアが他人にここまで懐くの」

「アイはなんだか癒いやされる。小動物系」

「私は一応歳上なのですが……。あ、でもレリアちゃん撫でるの上手ですね……」

　波長が合うのか三人の纏う雰囲気はどこかまったりと和やかなものになっている。

　その姿はまるで幼女を可愛がる仲良し兄妹きようだいのようで、非常に嵌はまっていた。




「──確か、一年の秋ぐらいでしたね。尊敬している先輩に目をかけていただいて」

「早……!?　私は未いまだに上位にすら入れてないのに……勇者の娘なのに……」

　話題はどういう経緯でアイは十傑に入ったのかに移り、自己嫌悪に嵌ったフューラ。

「その、フューラちゃんは大丈夫ですか？　なんだか落ち込んでるみたいですが……」

「あー、放っておいて大丈夫です。首席目指してるんで悩みもあるでしょうね」

　自分の肩書きと思い詰めやすい性格からフューラには悩みが尽きない。

　難儀な生い立ちと性格だと思いながらも、セルトは特に同情はしないスタンス。

「首席……私はそこまで目指していないので素直に凄いと思ってしまいますね!!」

「十傑全員がそうって訳でも無いと。意外です」

　自分とレリア以外の目標はそこにあると勝手に思っていたセルトは驚きを隠さない。

「はい!!　私は沢山の人を助けられたらいいなと思って入学したので!!」

「聞いたか？　ここまで純真だと俺、ちょっと死にたくなってくるよ」

「私も……このままでいいのか疑問になるわ……」

　つまりアイはそういう志の下やってきたらいつの間にか十傑に入っていたという訳だ。

　今後の生活の安寧を求めるセルトと父に認められたいフューラ。前者は当然に不純であり、後者もアイと比べれば純度は大分落ちるように見られても仕方ない。

「最近高難度クエストが急に増えているので、私の力で何とかしようと思っていたんですけど……そのお陰で皆さんに出で逢あうことが出来て本当に幸運だと感じています!!」

　沢山の人々を助けたいという言葉の通り、アイは誰も手が出せないクエストを人知れずクリアしてきた。その過程で目的は違えど行き着いた結果が同じだった彼等と会った。

　つまりアイは勇者を目指してはいない。在り方そのものが勇者に近かっただけ。

「アイはいい子。いい子だったから十傑にも入れた」

「う、嬉しいですけどやっぱり撫でるのは……ってセルト君？」

　相も変わらず年下のレリアに子ども扱いされていたアイだったが、アイの発言を聞いたセルトが一心に何かを考え込んでいることに気付いて声をかける。

「……あぁ、すみません。なんか今後厄介なことが起きそうだな、と」

　高難度クエストが増えている。それはセルトにとって全く歓迎出来ることではない。

「そうですね……。これからも一切気が抜けません!!」

　セルトとは真逆の心配をしているアイ。お互いがお互いに勘違いには気付かず。

　暫しばらく他愛の無い会話が続き、馬車は殆ほとんど揺れず進んでいるかどうかも分からなかったが。




「──見えてきましたね。あれが『世界一高い塔』です」

　出発から約三時間。そのタイミングでアイが馬車の窓越しに見える塔を指差す。

　まだ遠くで薄っすらとしか見えないが、確かに天高く聳そびえる塔なのがよく分かる。

　不意に見入ってしまう程にその塔は美しく、三人は確かに目を奪われていた。

「あれだけ高い塔なら学園から見えてもおかしくはなさそうだけどな……」

　それこそセルトなら眼を凝らせばルデス村からでも見えそうなものだが、セルトは今まであんなものは見たことがなかった。だがその疑問にはアイがすぐに答える。

「どうやら巧妙に隠されているみたいで。ここまで来てようやく見えるみたいです」

「なるほど……ここが見える限界点と」

　セルトは塔だけではなく辺りを見渡し始める。特に塔が見やすい場所を重点的に。

　それがやはり異様で異質に見えるのか、思わずアイはクスッと笑いを零す。

「やっぱりセルト君は凄いですね。この時点で既に先を見ています」

「後になって焦って考えるよりは。少しでも懸念点は潰つぶしておくのが大事です」

　その意図を理解しているようなアイはセルトの行動に少しの疑いも持っておらず。

　セルト自身も無駄な説明をしないで済むと心底満足そうにしていた。

「でも、今回は貴方あなたも一緒に登るんでしょ？」

「……やっぱ登らなきゃダメか？　俺だけ外で待ってちゃダメか!?」

　その件については既に厳密な話し合いという名の説得が行われていた。

　セルトは相当ごねた。というよりも、今も正直納得がいっていない。

「謎の解明となればセルトがいた方がいい。私が絶対に連れて行く」

「まさかレリアに反旗を翻されるとは夢にも思ってなかった……」

　しかし今回ばかりはセルトも別行動を出来ない理由がある。塔の頂上に至れないその原因を解明するのが主目的なら、まずは中を登ってみないと話が進まない。

　セルトを守ることを使命としているレリアは嬉しそうにセルトの腕に引っ付く。

　レリアのモチベーションの高さは今までのクエストの比ではなかった。

「俺本当に近接戦闘苦手というか無理なんで守ってくださると助かります……」

「任せてください!!　これでも腕には覚えがありますからね!!」

　アイは右腕で力こぶを作るが全くその太さは変わらず、華きや奢しやな腕があるのみ。

　それでもここまで豪華な護衛もいないとセルトは苦笑いを零こぼしていた。

「それでは、皆で協力してクエストクリアを目指しましょう!!」

　今回のまとめ役は当然アイ。アイ主体で進め、セルト達はそのサポートが仕事。

　アイに合わせて三人も戸惑いがちに手を天に突き上げ、なんとなく団結していた。




　　　　＊




　その塔は高いだけではなく大きかった。全体的に白色で、外観には窓のようなものは全く見受けられず中から外は見えない構造。真下に来れば首を上げても頂上は見えない。

　中は実に単純な造り。壁に沿うように螺ら旋せん階段があり、丁度円を半周するところで広間に出る。そこには魔族がいたりいなかったりで、およそ難度が高いとは思えなかった。

「──階段辛つらい、膝ひざが痛い、おえ……。もう後戻りも出来ない、やだ……」

「……まだ三十九階だし多分半分も行ってないわよ？　情けないと思わないの？」

　セルト一行は既に中を登り始めていたが、セルトは情けないことにもうバテていた。

　フューラは日頃から前線を張るだけあり体力には自信があり、レリアはフューラ程でも無いが疲れを見せる様子は今のところなかった。セルトは既に息が切れている。

「まだまだ先は長いですよ、セルト君!!　気合入れていきましょう!!」

「一体あの身体の、何処にあの体力が……？」

　そしてアイのそれは無尽蔵の体力とまで呼べる。スキップすらする余裕まであり、気が逸はやっているのかセルトが中段ぐらいの頃には既に階段を登り切っていた。

「!!　この階は魔族が沢山いますので、急がないでゆっくり来てくださいね!!」

　そして次が区切りの四十階というタイミング。先に広間に出ていたアイは階段を覗のぞき込み、後続のセルト達に広間に魔族が沢山いることを報告する。

　その割には急ぐ必要は無いと矛盾めいた発言もしている。それは自信の表れか。

「そういう訳にも行かないでしょ!!　行くわよ!!」

「え、無理……。先輩の言うことは素直に聞こうぜ……？」

「私が引っ張るからセルトも一緒に行く。置いてはいけない」

　フューラが我先にと駆け出し、レリアもそれに追随する形で階段を駆け上がる。

　レリアに無理やり引っ張られる形になったセルトも、なんとか足を動かしていた。

　先にフューラが辿たどり着き、少し遅れてレリアとセルトも到着しようというところで。

「本当、階段しんどい……あ？　どうした、フューラ、上で何が──」

　息を切らしながらセルトが登り切ると、前を行っていたフューラがその場に立ち尽くしていた。不思議に思い、その視線の先をセルトも見やる。




「──この程度ですか!?　前に入った時の方がよっぽど歯は応ごたえありましたよ!!」

　魔族の数は推定して生きているのが十。既に倒れ伏しているのが三十程。アイは身の丈を超えるほどの槍やりを振り回しながら、目にも止まらぬ速さで魔族を屠ほふっていた。

　その異常とも言える敏びん捷しよう性はフューラとレリアでは目で追えない。脳の理解が追いつかない内に魔族は次々に槍で両断され、その生命を地面へと落としていた。

「私達人間に手を出すとどうなるか、その身をもって味わうといいですよ!!」

　ただ動きが速いだけではない。その動きの一つ一つが美しいまでに洗練されており、決して力任せに槍を振るうだけではない卓越した槍そう術じゆつを見せていた。

　飛び散る魔族の血と臓物すら彼女に触れることは叶かなわない。あっという間に魔族の最後の一体の身体を槍で斬り裂いた後、アイは槍の穂先を軽く振るい血を飛ばす。

「──ふぅ、いい運動になりましたね。制服も汚れずに済みました!!」

　いそいそと槍をいつものように背負い直し、額を腕で擦る仕草を見せるアイ。

　やってはいるものの汗は一つも掻かいていない。それこそまさに涼しい顔だった。

「あ、皆さん来ましたか!!　……あれ、どうしたんですかそんな呆ほうけた顔して」

　ここでアイは三人に気付くが、壮絶な光景を目にしたが故に一様に言葉を失っている。

（……強い、ってレベルじゃなくねーかこれ。下手したら、ルデス村で一番強かった奴の数倍以上なんじゃ……。これで七位って、思ったより学園やばい？）

　それはセルトも例外ではない。明らかに想像を超えていたという顔をしている。

　これの上に更に六人いるという環境のやばさを改めて実感していた。

「そ、そんな化け物を見るような目で見ないでくださいよっ!?」

　まるで心外だと言わんばかりに自分を見る目がおかしいと抗議するアイ。

　ここに来るまでに何度か魔族に遭遇していたが、確かに強くはあったものの先程のような無双っぷりは無かった。つまり、今さっきのがアイの本気に近い実力ということ。

「正直言うとちょっと引いてます。まさに化け物級といって差し支えないかと」

「うぅ……これでも乙女なので化け物はやめていただけると……」

　強く否定しない辺りは自分の実力が人外レベルであるという自覚はあるようだった。

　こうして会話をしていても、まだあどけなさの残るこの少女が今も尚なお周りに散らばっている魔族をたった一人で殲せん滅めつさせたという事実を理解するのは難しい。

「……セルトとはまた違う強さ。流石に冷や汗が止まらない」

「ほんっとうにヘコむんだけど……何をやったらあそこまで強くなれるのよ!?」

　そしてここで失っていた言葉を紡いだ二人。ルデス村出身で強さというものを見慣れているレリアでさえも、アイの外見とのギャップも相まって驚きが止まらない。

　フューラに至っては文句まで付け、あまりの現実離れ具合を受け入れられていなかった。

「ミクラス家に代々伝わる名槍『ミーティア』と槍術、それを活いかす為に魔力の全てを身体強化に回しています!!　魔術は不得手なのでこれしか出来ないんですけどね」

　フューラのそれを疑問と取ったアイはご丁寧にも自身のスタイルを説明し始める。

　重要なのは魔術を一切使わない代わりに莫ばく大だいな魔力を全て身体強化に回しているという点。単純故にその効果は絶大で、元の身体能力も相まってああなるという訳だった。

　セルトは素直にそれに感心し、やっぱり世界は広いと改めて実感していた。




「そうだ、アイ先輩。試してみてほしいことがあるんですが」

　いつまでもアイの凄すごさに感動を覚えていても仕方ない。この塔を登っている主目的は魔族の殲滅ではなく頂上まで登れない謎の解明、未いまだにその謎は解けていなかった。

　何階層か登り先程のアイの戦闘を見て出てきた、一つの疑問と仮説がある。

　それを確かめる為にも、セルトはアイにその頼みごとの内容を告げた。

「塔の壁を破壊してみてもらえません？　それこそ塔ぶっ壊すぐらいの気持ちで」

「!!　確かに試したこと無かったですね……」

　セルトがまず疑問を抱いていたのは、この塔に外を見る機能が全く無いということ。

　そしてアイがあれだけ暴れ回ったのに傷一つ付いていない。それが意味するところは。

「それじゃあ、いきますよ……!!」

　アイは思い切り踏み込み、全力を込めて壁にその槍を振り下ろす。

　その勢いで室内にも拘かかわらず突風が巻き起こる。本来なら壁十枚は破壊出来る一撃。

「!?　こ、壊れませんね……。ほ、本気でやったんですが……」

　しかし、アイの一撃は何らかの力で弾はじかれ壁には一つの傷さえ入らなかった。

「……やっぱりか。一応俺もやってみますね」

　それを見たセルトは二つの魔力球を飛ばす。一つは針のように細く、一つは球状。

　貫通力に特化させた針は案の定弾かれ、跳弾の性質を持たせた球は普段より速い速度で自分の下に戻ってきた。そしてすぐに両方の魔力球を消したセルトは溜ため息いきを吐いた。

「物理的にも魔術的にも破壊不可能の壁、ってことか」

「……壁を壊されちゃ困る理由があるってことですかね？」

「逃走の阻止、にしては用意周到過ぎますよね。それにこの高さじゃ意味無いし」

　現在の階層は四十。普通の人間ではまず壁から逃げるという発想には至らない。

　それでもここまでして壁を守る理由がある。塔自体の破壊を防ぐ目的もありそうだが、それ以外の何かがあるように感じたセルトは腕を組んで考え込み始めた。
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「どうするのよ、セルト。このまま登り続けるの？」

「もう正直しんどい、身体的にも精神的にも。中の構造にも疑問が残るし」

　中に入ってセルトが一番困っていたのは、上を見る意味が全く無いということだった。

　螺旋状の階段の先に広間。同じような階層がずっと続き、吹き抜けが一切存在しない。

　つまり上を見ても一つ上の階層の床に当たる部分しか見えないということ。

「アイ先輩、前回登った時は何階まで行きました？」

「確か……二百を越えた辺りで数えるの止めちゃいましたね」

「聞くだけで吐く。それでもこういう広間が続いてたってことですよね？」

　アイはセルトの質問に無言で頷うなずく。口振りから更に先に行っていたのは間違いない。

　それでも頂上には辿り着けずに失敗した。そこから導き出される一つの仮説。

「突拍子も無い話なんだけどさ、この塔って本当に世界一高いのか？」

「は？　そんなの誰が見ても明らかじゃない」

　セルトの言葉を真っ先に否定したのはフューラ。登っても登っても進んでいる気がしない、実際に外観を見てもこの塔が他の建造物より高層なのがよく分かる。

　だから、他の二人もフューラと同じようにセルトの発言に首を傾げていた。

「その思い込みが謎の原因なんじゃないかって話。誰が言ったかは知らんけども」

『世界一高い塔』という文言。その先入観がこの塔を登る人間の思考を邪魔している。

　そしてその外観もそれに一役買っている、それがセルトの中の仮説の一つ。

「でも実際にどれだけ登っても頂上には辿り着きませんでしたよ？」

「その原因が必ずしも『高さ』にあるとは言えないかもしれないっていう話です」

　これはあくまで仮説の域を出ない。本当に天まで届くぐらい無限に高く建てられている塔であるという可能性だって十分にあるが、それも結局は可能性の一つ。

「……頂上に着かないのは他に何かしらの要因がある？」

「そう考えた方が有意義だな。確信は全く無いが、他に思い当たらない」

　ただ登るだけのアプローチでは恐らく解決しない。それは既に先人が示している。

　だから別の見方が必要、というのが実際に登ってみてのセルトの推測だった。

「もう登るのが嫌になった、って訳じゃないでしょうね……？」

「嫌になってるよ、最初から!!　つっても、それだけが理由じゃないけどな」

　セルトは一度大きく伸びをすると、アイに向き直ってアイの目をじっと見る。

　先程の戦闘を見ても、彼女の有する身体能力は異常と言える域にあった。

「アイ先輩。無茶を承知で俺の提案を聞いてくれますか。断られると困りますが」

　セルトは頭の中で既に次の策を決めていた。それにはアイの助けが必ひつ須す。

　ここまで念押しするとなると、本当に無茶を言ってくるのだろうとアイは身構える。

「必要なことなんですよね？　私に出来る範囲なら任せてください!!」

　しかしアイはまだ内容も聞いていない内にセルトのそれを快諾した。

　その顔にはどんな無理難題であってもやってみせるという意志が強く表れていた。

「心強い。アイ先輩には──」

　そしてセルトは自分でも笑ってしまうぐらいの無茶な提案を告げた。

　勿もち論ろん何故そうさせるのかも理由を付けて。セルトの中のある予想を話していた。




「──はは、あはは……予想してた何倍も無理難題ですね……」

　それを聞いたアイは、今まで余裕を保っていた顔を崩して乾いた笑いを零こぼす。

　当事者でないフューラとレリアでさえも、流石にその内容を聞いて絶句していた。

「ば、馬鹿げてるわよ!?　自分が何を言ってるか分かってるの!?」

「セルト、体調悪い？　やっぱり無理して登らせるべきじゃなかった」

「酷ひどい言われようだ……。確かに自分で言ってて頭おかしいって思うけどさ」

　レリアにまでその発言を心配される始末。とはいえそう言われるのもセルトは覚悟の上。

「さっきのアイ先輩の戦闘を見て不可能では無いと俺は思っています。どうですか？」

　もう一度アイに深く頭を下げ、信頼してその頼みを言ったと重ねて伝える。

　セルトの仮説の証明に必要な最大のピース。それを欠くのはそれこそ不可能だった。

「……何事も挑戦、ですよね!!　分かりました、私もセルト君を信じます!!」

　その気持ちを汲くんだのか、アイは満面の笑みをもってセルトの提案を呑のんだ。

　常人であれば絶対に受け入れないそれを受け入れたアイの顔には一つの憂いも無く。

「ありがとうございます。あ、これは条件の『何でも』には抵触しない方向で……」

「分かってますよ!!　私のお願いを聞いてもらってるんですから、これぐらい当然です!!」

　アイはセルトの無駄な心配にクスッと笑みを零し、セルトも安あん堵どしたかのように笑う。

「言った以上、責任は俺が取るんで。思い切りやっちゃってください」

「せ、責任って……私は先輩ですからね、可愛い後輩の為ならどんとこいです!!」

　そして二人してワイワイと盛り上がり始める。無茶な提案の後にも拘わらず、だ。

「あの二人にしか見えてない景色がある。それが少し悔しい」

「そうね……。彼の意図は私にも分からないわ」

　蚊か帳やの外になってしまっている二人は思わずポツリとそんなことを零してしまう。

　実力や考え方一つを取ってもあの二人のいる次元に並べていないことを歯は噛がみしていた。

「何言ってんだ、当然二人にもやってもらうことあるっての」

「!!　セルトの為になるのなら何でもやる」

「当たり前でしょ。ここで指くわえて待ってるだけなんて出来る訳ないじゃない」

「頑張れよ。そんじゃ、仕切り直しってことで」

　第一次遠征は一いつ旦たん取りやめにして、第二次遠征の作戦をセルトは伝える。

　いつの間にかアイ主体ではなくセルト主体になっていた臨時チーム。それに誰も何の疑問も抱いていないのは、セルトが既に全員から一定の信頼を得てる証拠だった。

「──では、アイ先輩。この前みたくよろしくお願いします」

「任せてください!!　では、また後で会いましょうねお二方!!」

　そしてセルトは情けなくもアイに抱えられる形になり、勢いよく一度辿たどってきた道を爆速で引き返していく。フューラとレリアはその場に残り、その後のセルトの指示を待つ。

　目指すは道中で確認したポイント。この塔の全体像が掴つかめるあの場所だった。
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　無事にセルトはアイに連れられ、最も塔の全体が見えやすい丘陵に立っていた。

　何度も見ても首が痛くなってしまう高さを誇る塔。いつも通り見ることに徹する。

「さて。これで予想が大外れだったら、『何でも』って約束も反ほ故ごで骨折り損か」

　やはりどう見てもあの塔は高い。自信があまり無いのかセルトは苦笑を零す。

　実際セルトの考えていた仮説に確信は一つも無かった。それでも考え得る限り最も可能性が高く、自分が最も役に立ちそうな選択をしたつもりでここにいる。

　これで仮に何も起きなければクエストは失敗と見ていい。その結果残されるのは大口を叩たたいた挙句に十傑の顔に泥を塗った、恥知らずの大馬鹿者だけ。

（アイ先輩が俺を頼った理由。それがたとえ勘だったとしても、無視出来ない条件が揃ってる）

　アイはセルト達がこれまでにこなしてきた幾つかのクエストを見て協力を持ち掛けた。

　ではそのクエストはどういうクエストだったか。偶然かどうかは定かでは無いが、ある一つの共通点があることにセルトが気付いていない筈はずも無かった。

「『勇者殺し』って感じか？　近接戦闘が不利になるか、正攻法が意味を為さない」

　魔狼も炎に囲まれた砦とりでも。デバフのかかるダンジョンも全て、勇者を模倣したいだけの人間にはクリアが不可能なクエストだった。だから多くのチームが失敗した。

　例えばセルトのように勇者のスタイルと対極になるような『射程』を有する存在、或あるいはその不利すら消し飛ばす圧倒的な力を持つアイのような存在のみが可能なクエスト。

　そして今回は後者すら不可能となっている。ならば、今必要とされているのは。

『──セルト君。塔まで着きました、始めても大丈夫ですか？』

　そしてアイが再び塔に到着。その姿も、セルトはその眼にしっかり捉とらえていた。

『はい。期待してますよ、アイ先輩』

『任せてください!!　多少は緊張しますけど、ね!!』

　アイは塔の入り口ではなく、セルトが現在いる方向の壁際に立っていた。

　一面平らな壁のみで取っ掛かりの無いそれを見て、アイは少しだけ息を呑む。

　ほぼ垂直の外壁を手でゆっくり擦り、アイは一度大きく息を吸って吐き出した。

「……よし、やりますか!!」

　両頬を掌てのひらで強く叩いたのを合図に、アイは全力で自身に身体強化を施した。

「ここが力の見せ所です!!　行けるところまで行きますよ!!」

　その勢いのまま、アイは垂直の壁に足を付け重力に逆らいながら登り始めた。

　それは圧倒的な身体能力と身体強化にモノを言わせた強硬策。塔の中を登るのではなく、塔の外壁をそのまま垂直に登っていくという明らかに異常なその行動。

　槍やりを上手うまく使い、壁から弾はじかれる勢いを利用しながら上へ上へと進んでいく。

　まるで彼女のいるところだけ天地の角度が九十度変わったかのように。初めての経験だというのに彼女は、一発でそれを成功させてセルトの頼みごとをやってのけた。

「ははっ、やば。マジですげーわあの人」

　その光景を見た瞬間に一瞬心と体が震えた。百パー以上で信頼に応こたえたその姿を。

　セルトは一秒たりとて見逃さない。その動きの細部までしかと目に焼き付けていた。




「一瞬でも気を抜いたら、落ちますねこれは……!!」

　登り始めてから数十秒。既に先刻まで中を登っていた時の階は優に越していた。

　完全に身体に無理を強いている。体内に存在する魔力のほぼ全てを全力で身体強化に回しているが故に消費が著しく、これは正しく魔力が尽きるまでの全力稼働。

「これでも全く頂上が見えないなんて、馬鹿げてますよ……!!」

　アイの感覚では恐らく五分も持ちはしない。その間に頂上に辿り着いてみせると意気込んではいたが、既に地上は遥はるか遠くにされど塔の頂上は見えてこず。

　それでも登り続けることに意義がある。セルトの指示がそうであったから。

　セルトはそれで頂上に辿り着けるとは全く思っていなかった。結局外を登っていたとしてもこの塔はただ登っているだけでは辿り着かないと考えていた。

　偏ひとえに外を登らせた理由は、その光景をセルトの眼で見ることが出来るから。




「──見えた。馬鹿げたこの塔のからくりが」

　セルトはアイの動きをずっと視線で追っていた。外を登っているアイは確かに上昇を続けていたが、遠方から見て初めて分かるその異常な現象をセルトは確かに見た。

　登っている人物はそれには気付けない。地上は見えず頂上も見えないということは、今現在自分のいる位置を全く把握出来ないということに他ならない。

　それは中も同じ。天井を次の階の床で埋めることで上を見ることも不可能なのだから。

『アイ先輩、大当たりでした。その塔、一定の位置から無限ループしてます』

『!!　本当に素晴らしいですよ、セルト君……!!』

　アイは一定の位置から進んでは戻され進んでは戻されをずっと繰り返していた。

　だから辿り着けない。進んでいると思っていても、実際には進んでいないからだ。

　それを確認する方法はこれしかなかった。外を垂直に登れる人間がいて、それを遠くから視認出来る人物がいる。まさにアイとセルトにしか出来ない確認方法。

『フューラ、レリア、出番だ。今から全力で登り始めてくれ』

『分かったわ!!　ループは貴方あなたが何とかしてくれるんでしょ!?』

　セルトの予想が当たっていたことを聞いていたであろう二人にセルトは指示を飛ばす。

　二人に驚いている様子は無い。全幅の信頼をセルトに置いて二人は駆け出す。

『俺しか出来ないなら仕方ない。俺を信じて登り続けろ』

『了解。頑張って、セルト』

　一方セルトには余裕が無い。思っている以上に状況は切羽詰まっている。

　その塔がループしているという事実は掴めた。だがそれでは何の意味も無い。




「ループしてるんならどこかに絶対原因がある。限界まで眼を凝らせ」

　セルトはすぐに対応が出来るように魔力球を複数、自身の周りに展開させる。

　しかし意識の大半はその塔に。ただ見るだけではない、何故にその塔はループしているのかということを探る為に全力で目を凝らし塔を全力で観察し始める。

（考え続けろ。ループしてるってんならここまで塔を高く造る必要なんて一つも無い。それが或いはブラフだとしても、天高くまでその塔の頂上を届かせた理由なんて──）

　同時に思考を頭の中で巡らせる。頭をフル回転させ、より可能性の高い選択を。

　セルトは全体を見ていた視点を一気に収縮させ、その焦点を塔の頂上に絞っていく。

　天を突き破る程に高い塔。常人であればその頂上はそもそも外からも視認出来ない。

　空を飛ぶ術すべを持たない人間にとってそれを見るには、それこそ異常な『眼』が必要で。

「──そこに隠したいものがある。それしか無いわな」

　塔の最上部。尖とがった先端に浮いている大きな結晶を見つけたセルトは嗤わらう。

　とんでもない程の魔力を帯びている結晶だった。それこそループの核とセルトは見た。

「誰の手にも届かないと思ったか？　世界で俺だけがそこに触れられるんだよ!!」

　そして用意していた魔力球を一斉にその結晶に向けて放出させる。破壊不可になっていようが関係無い、天高く届くその塔までの距離は逆にセルトの前では仇あだとなる。

　距離は推定十数キロ。成層圏まで届きそうなその場所にセルトの標的はあった。

　セルトの手を離れたその魔力球は斜め上空へと一直線にその結晶へと向かって行く。

　そこまでの距離を経ればセルトの魔力球は誰にも止められない。まるで世界一高い場所に至ることが出来るのは自分だけであると主張していくかのように。

　放出した全ての魔力球が十秒も経たない内にその結晶まで辿り着き、その勢いをもったまま一発二発と激しい轟ごう音おんを響かせながら小さな結晶を破壊しにかかる。

　五発目が当たった時。結晶はヒビを入れ始め、その姿を段々と崩していく。

　とどめと言わんばかりに六発目七発目。既に崩壊寸前のその結晶に向かうのは八発目。

「引き篭こもるのは終いだ。それも俺だけの特権ってな？」

　そして結晶は粉々に砕け散り、その破片を大空へと拡散させていった。

　まるで流星群のように飛び散っていく欠片かけらを合図に、塔は本来の姿へ戻っていく。

　その塔を成していた根本があの結晶。ループの核であり、塔そのものでもある。

　その異常なまでの高さもやはり見せかけだった。天に届きそうだった世界一高い塔も種が割れてしまえば、単純に高いだけの塔に成り下がっていく。

『!?　頂上が見えましたよ、セルト君!!』

『こっちもよ!!　ちゃんと進み始めた感覚があるわ!!』

『次が恐らく最上階。セルト、後は任せて』

　そうなった後は、ループしている間にも進み続けていた彼女達が頂上に辿り着くのに時間はそう多くいらない。ループしている箇所が届いて欲しくない位置の寸前だからだ。

『壁も……もう壊れますね!!　流石です、セルト君!!』

　アイは役目を失った外壁を破壊し、颯さつ爽そうと中に入り込んでいく。そして丁度最上階付近にいたフューラとレリアと合流し最後の仕上げをしに最後の階段を上がっていった。

「あー、終わった終わった。もう何もしないぞ、俺は」

　セルトは大きく息を吐いて、ゆっくりと伸びをしてからその場に寝転がった。頂上にはあの塔を造った、もしくは管理を任されている魔族がいるだろう。

　それでももうセルトに役目は無い。もうあんな塔を登る気にはなれない。

「魔族って本当性格悪くて困るわ～。もっと楽させろよな～」

　思ったよりも疲弊してしまった塔の攻略にセルトは思わず愚痴を零こぼす。

　中を登ることも無くからくりを看破出来ていれば、ここまで疲れることも無かった。

　自分がもっと楽をする、それだけの為にセルトは未いまだに弛たゆまぬ向上心を持ち続けていた。
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「──お、無事に戻ってきたみたいだな」

　のんびりと丘で寝そべっていたらそれを見兼ねた馬車に乗せてもらい、暇ひま潰つぶしと称して窓越しに塔を眺めていたところで三人がこちらに向かってきているのが見えた。

　アイが先頭をひた走り、その後ろを何とか追走しているフューラとレリア。

　一いつ旦たん馬車を降りてセルトは彼女達を出迎える。誰も怪我などはしていないようだった。

「やりましたね、クエストクリアですよ!!　セルト君のお陰ですっ!!」

「誰もクリア出来なかったダンジョンの攻略。セルトだから出来たこと」

「俺一人だったらクリアなんて出来てないっての。あんな高い塔登りたくないし」

　合流した直後からアイは尊敬の眼まな差ざしでセルトを褒ほめちぎり、レリアは恍こう惚こつとした表情を見せながらセルトの腕に抱き着く。セルトは淡々と事実だけを述べる。

　自分一人では全く攻略など出来なかった。セルトはほんの少し力を貸しただけ。

「誰にも出来なかったことを成し遂げる……セルト君の力は手放しで尊敬に値します!!」

「惚ほれ直したどころじゃない。セルトのことをもっと好きになった」

　畳みかけるようにセルトを褒めまくる二人。嬉うれしくなくもないセルトも笑っている。

「……ほら、二人とも。褒めるのもいいですけど、まずはゆっくり休みましょう？」

「そ、そうですね!!　何はともあれお疲れ様でした!!」

　フューラはその輪には入らず、喜びに浸っている二人を宥なだめるように馬車に誘導する。

　その過程でセルトに目を向けたフューラは、セルトの肩をポンと軽く叩たたいた。

「セルト、貴方本当に凄すごいのね。素直に尊敬するわ」

「お、おう……。なんだ、藪やぶから棒に」

「私だって人を褒める時ぐらいあるわよ。さ、行きましょ」

　そのまま馬車へと入っていきセルトも取り敢あえずはそれに付いていく。

　なんとなく違和感を持ったセルトは、まずはアイに確認を取ることにした。

「──塔の主はアイ先輩が倒した感じですかね？」

「はい!!　正直大したことなかったので一瞬で終わっちゃいました!!」

　ということはこのクエストは殆ほとんどアイの功績ということになる。決して主は弱くはなかっただろうが、十傑七位の前では等しく風の前の塵ちりに同じだったことだろう。

「なるほど……。頂上に行かせないこと自体が目的だったってことですね」

「あ、でも少し気になることは言ってましたね……。なんか、断末魔の叫びで誰かの名前を言ってました。よく聞き取れはしなかったんですが」

「正直聞きたくなかったですね、その情報」

　そして何やら不穏な情報も交ざっているが、今は気にしている余裕は無い。

「私達が着いた頃にはもう終わってた。私達は何もしていない」

「流石十傑って感じよね。私もいつかはそうなってみたいわ」

　アイが無双したのであればフューラとレリアに何か出来る余地は無かった。レリアは全く気にしている様子は無く、フューラも口振りだけ見れば気にしていないように見えた。

「フューラちゃんもきっとなれますよ!!　強い気持ちを持つことが大事です!!」

「本当ですか!?　アイ先輩が言うなら、きっとなれますね!!」

　そしてアイとフューラで盛り上がり始める。それを見たセルトは少し首を傾げた。

（……思ったより落ち込んでないな。こいつの性格考えるとヘコみそうなもんだが）

　多少の期間一緒にいたこともあり、セルトはフューラの性格をもう分かっている。

　だからこそ感じる違和感。言語化するのが難しいが、どうにもらしくないと。

「セルトもそう感じる？」

「あぁ……って、当たり前のように思考を読むな」

「付き合いが浅い私でも分かるなら、セルトも分かるかなって」

「分かるって言っても、多少の違和感ぐらいしか──」

　レリアの言葉を受けてセルトは、ちらりとアイと話しているフューラを見やる。

　明らかに自然ではない、貼り付けたような笑顔を見せている彼女がそこにはいた。

　まるで自分は全く気にしていないとでも言いたげな、無理をしているその姿。

「──ああいうのも勇者に必要ってことか？　そうだったら笑えるな」

　セルトはボソッと誰にも聞こえないような声量でそう呟つぶやき、それから目を逸そらす。

　そして馬車は、クエストを終えた四人を揺らしながら学園へと進んでいた。




　夕陽が差し込む頃学園へと戻った四人は、既にそれぞれ帰途に就いていた。

　だが、フューラだけは女子寮には向かわずに人ひと気けのない本校舎の裏に足を運んでいた。

「──何なのよ。今日私は、一体何の為にあそこにいたの……!?」

　誰もいないことを確認するとフューラは、今日の出来事を振り返り歯を食いしばって屈辱を噛かみ締める。行き場の無い感情をぶつけるかのように壁を強い力で叩いていく。

　何も出来ない、何もすることが無い、何一つチームに貢献出来てすらいなかった。

　目に見えた結果を求めていたフューラは当然今日の自分の出来に満足しておらず。

（今までと何も変わらない……。何も出来なかった、出来る機会さえ与えてもらえなかった自分が本当に嫌になる!!　セルトもレリアも、きっとそう思ってる……それに）

　無力感からくる自己嫌悪が止まらない。物事を負の方向にしか考えられない。

　彼等とチームを組んでからもずっと、秘密裏に抱き続けていたわだかまり。

　それが今回の件を経たことで表出してきた。ずっと目を背け続けてきたその現実。

「足手まといにはなりたくない……!!　もういらないと思われたくない!!」

　そしてフューラは声を押し殺しながらその心情を吐露する。

　そもそもの始まりはチームを解雇されたこと。そのトラウマを完全に払ふつ拭しよく出来ていなかったフューラは、今日の出来事で完全にそれを自覚してしまった。

　今回で実際に目の当たりにしてしまった本当の強者である『十傑』の実力。

　そして不意に現れたセルトとレリアという明らかなイレギュラー達と出で逢あい。

　自分が現時点で役立たずだということを、否応無しに思い知らされてしまった。

　またいずれ必要とされなくなる可能性を考えると怖くて仕方がなくなっていた。

　それが一つ目の葛かつ藤とう。そしてもう一つは何も成せない自分への怒りと焦り。

「……変じゃなかったわよね。ちゃんと、上手うまく笑えてた筈はず……」

　彼等の前では何とか取り繕っていた。弱みだけは絶対に見せたくなかったその意地。

　無駄な心配をかけたくない以上に、情けない自分の姿を見せることが嫌だった。

　勇者たるもの、他者に弱い部分を見せない。それがフューラの中の勇者像。

　それでも今日の自分は、自分で自分が嫌いになってしまうぐらいに役立たずだった。

　次こそは目に見えた結果を。自分が満足出来る程の活躍を見せると気持ちを切り替える。

「私は、絶対に勇者になってみせる……!!　絶対に、絶対によ……!!」

　フューラのその宣言は、誰にも聞かれることの無いまま夕闇に溶けていく。

　それだけが彼女の生きる意味。ちっぽけな少女はそれだけを夢見て生きてきていた。




　　　　＊




　クレシエンド学園本校舎最上階。一般生徒は立ち入り禁止となっているその階層に足を踏み入れることが出来るのは、教員陣を除けばたったの十名。

　その中の一室。中央の円卓を囲んでいたのは、本日は欠員もいるため七名のみ。

　月に二度、十傑による定例会議が行われている。あのクエストの次の日の出来事だ。

　その会議は、序列七位であるアイ＝ミクラスのお土産話から始まっていた。




「──ということで、是非とも彼に目をかけてあげてほしいんです!!」

　アイは事の顛てん末まつを話し終えると勢い余って立ち上がり、両手で卓をバンと叩く。

　いつものことなのか他のメンバーの反応は薄い。それよりも内容が気になっていた。

「てか、あの塔攻略したのウケる～。アタシらでも断ったクソダンジョンなのに～」

　まず反応を示したのは赤色の髪をサイドテールにしている三年生の少女。

　口調は浮いてしまうほどに軽く、ケラケラと笑いながらアイの話の感想を述べる。

「アイ様の話通りであれば有用性は確かにありますね。価値はあると思います」

　同調を示したのは黒髪を短く纏まとめている眼鏡をかけた同じく三年生の男性。

　穏やかで優しい口調のまま、アイの持ってきたお土産話を特に疑うことなく信じていた。

「やっぱりそう思いますよねっ、セレナ先輩にギール先輩!!」

　好意的な返答が来たアイは目を輝かせながら二人の名を呼ぶ。興奮し過ぎて椅子は既に倒れており、左隣に座っていたギールと呼ばれた男性がゆっくりと椅子を戻す。

「彼の力は非常に貴重だとも思います!!　どうでしょうか!?」

「ん～、今のところは実際に見ないと流石に分かんないかな～って」

　ある程度の同調は示したものの、まだ懐疑的な部分もあるセレナと呼ばれた少女は円卓にもたれかかり怠だるそうにしながら自らの髪を弄いじり始めていた。

　そのセレナの発言を契機に会議は踊り始める。具体的に言えば、アイが持ち出した『彼』の能力と実力に対しての議論。やはり勇者らしくないという意見も出ていた。

「つっても超遠距離魔術っしょ～？　遠距離ってだけで唯一性は十分あると思うケド」

「同意です。私のブレスでもセレナの魔術でも限界がありますからね」

「下手な棒振りとかショボい魔術だけとかだったら普通に有り得ないけどさ～？」

　賛成の立場を取っている二人に他のメンバーが反論するがあまり強くは出られていない。

　というのもセレナは四位、ギールが五位と本日集まっている十傑の中で最も序列の高い二人であるからだった。一から三が欠席という状況の今はこの二人の意見が強い。

　アイは満足気に頷うなずいている。こうなると思ってこの話を持ち出したのだろう。




「シャラン君はどう思いますか？」

　畳みかけるようにアイは、右隣に座っている二年生の金髪の少年に声を掛ける。

　シャランと呼ばれた彼は少し考える素振りを見せると、その質問に答えた。

「──確かにアイが認めた人物っていうのは気になるけど、話を聞いた限りではこの学園に相応ふさわしくないように思えるし正直微妙なところだね」

　今のところはどっちつかずという意見。件くだんの彼について興味が惹ひかれるところもあるものの、それ以上に話を聞いた限りでの彼の人物像には思うところがあった。

「頭固いね～シャランは。相変わらず憧あこがれの勇者サマに囚とらわれてんの～？」

「それが僕の誇りですから。これを譲ることは出来ませんよ」

　シャランはこの学園の模範とも言える存在。勇者らしく立ち振る舞うというのを最も重視し、それを自分の中の大前提に置いている。故の先程の発言。

「とはいえ、セレナ先輩の言うことも尤もつともです。実際に見ないと分からない」

「あ、シャランもそう思う感じ～？　剣馬鹿なのに意外と優秀な脳してんじゃ～ん」

「どこまでいっても実力主義ですからね、ここは」

　セレナの無駄な煽あおりを華麗に躱かわし、シャランは意を決したかのように立ち上がる。

　アイの話だけで判断するのは早計。実力主義だというのなら、方法は一つ。

「だから彼の実力を見定める役割は僕が引き受けるよ。いいかな、アイ」

　実力が未いまだに未知数なら確認を。確認を取るというところまでいくのがそもそもこの十傑の間では稀まれなことであるが、シャラン自身も気になっている部分があった。

「せ、セルト君と戦うってことですか!?　何もそこまでしなくても……」

「僕がそうしたいんだ。アイが推す程の人物が、この学園において本当に相応しい人物なのかどうかを確かめたい。アイの思惑と僕の興味の一致、渋る理由は無い筈だよ」

　そしてシャランは、アイの返答を待たずにそのまま部屋を出ていってしまう。

「あ、行っちゃいました……。大丈夫ですかね……？」

「大丈夫っしょ～シャランは当然強いし、アイちゃん愛いとしの彼も強いんしょ～？」

「も、もう!!　揶揄からかわないでくださいよセレナ先輩、そういうんじゃないですっ!!」

「とにかく賛成過半数は取れています。この件はシャラン様に任せることにしましょう」

　会議は踊り、結局はそれなりに進んだ。この後他に何かしらの議題が無ければ適当にお茶会でも開かれる会議の決議はあまりにもあっさりと取り仕切られた。

「セルト＝ハーレスティア……。どんな奴か楽しみだね～ギール？」

「そうですね、セレナ。新たな価値観を生み出してくれることに期待していますよ」

　一人一人がアイに勝るとも劣らない化け物の集団、それがクレシエンド学園十傑。

　その一角が、自分に狙いを付けていることをセルトはまだ知りようもなかった。
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　世界一高い塔の攻略から一週間が経った。暫しばらく休みを置いていたセルトチームはアイが抜けたことで三人に戻り、各々が自由に生活するという毎日を送っていた。

　セルト的にはアイはそのまま残っていて欲しかったが、流石に自分のチームがあると断られた。しかし未だに約束の履行は成されていないので関係はそのまま。

　という訳で、久々というほどでも無いが彼等はまたクエストを攻略していた。

　学園からそれほど離れていない荒野での魔族討伐という実にシンプルな内容だった。

『──フューラ、あまり一人で前に出過ぎるなって言ったろ』

『うるさい!!　あの程度私一人で十分だって言ってるのよ!!』

　問題無くクエストを受注したところまでは良かったのだが、フューラが魔族を視認したところでセルトの指示を無視して彼女は一人で勝手に突っ込んでいく。

　あれだけ連係云うん々ぬん言っていたフューラだったが、今は完全に独りよがりになっていた。

　というのも、前回まで受けていたクエストのランクを仮にＡ～Ｓぐらいとするのなら、今彼等がやっているクエストはそこから随分落ちるＤランク程度。

　フューラ単騎でも全く問題無く討伐出来るレベルなのだが、勝手に魔族に向かって突撃していくフューラを少し遠方から見ていたセルトは大きく溜ため息いきを吐いた。

「……明らかに周りが見えてないな、あいつ。危ないとか思わないのか？」

　愚痴を零こぼすかのようにそう呟いたセルトは、一応周りに罠わななどが無いかを確かめる。

　この程度のクエストではそこまで用意周到にする必要も無いが、念の為に確認したところ討伐対象の魔族の傍の岩陰にもう二体他の魔族が隠れているのを発見した。

『レリア。何かあったらすぐにフューラを守れるように──』

　用心深くレリアに補助を指示するセルトだったが、返事はすぐ傍から聞こえた。

「それは出来ない。私はここにいる」

「あれー？　いつも通りフューラのサポートって言ったろ？」

　セルトの隣にいるということはフューラの傍にはいないということ。

　てっきり一人で突っ込んだフューラを追っていると思っていたセルトは驚く。

　その間にもフューラは目の前の敵以外目に入っていないのか、雑な動きのまま魔族を斬り伏せ魔術で焼き焦がしていく。他の魔族がいても一切気にせずに動いている。

「ごめん。でも、今の彼女は守るに値しない」

「手厳しいな。俺の指示を反ほ故ごにしてでも自分の気持ちが勝ったか」

「セルトだってそう思ってる筈。あれからフューラは、明らかにおかしい」

　セルトの意思を何よりも尊重するレリアだが、今回だけは自分の気持ちを優先していた。

　セルトはそれを少し嬉うれしく思いながらも、まずは目下の問題を整理する。

（正直このレベルならほぼ問題は無い……が。明らかに独断専行が度を超えてる。つっても、あんなこと言われた後じゃ気が立ってもしゃーないとも言えるのがなんとも……）

　今のフューラの精神状態は明らかにまともではない。チームとしての機能を完全に無視して、自分だけが活躍出来ればいいという考え方に囚われてしまっている。

　そしてセルトはその原因の一端となった出来事を不意に思い返していた。




　それは数日前の事。セルト達は学園側から呼び出しを喰らい、教員棟に来ていた。

　話は既に終わっていたが、部屋を出た直後にフューラの身体がわなわなと震える。

「──ふっざけんじゃないわよ!?　こんなのがまかり通っていいわけ!?」

　そして閑静な廊下にフューラの怒号が響き渡る。まるで当てつけのようなその叫び。

「いやー、まさか方針が裏目に出るとはな。参った参った」

　フューラの怒号を聞いてセルトは困ったように笑いながら言う。

　フューラ程の怒りが無いのは、セルト自身には大きな被害が無かったから。

「『ランク外クエストの受注禁止』ですって……!?　意味不明よあんなの!!」

「ポイント全部剥はく奪だつは流石にやり過ぎ」

　高ランクでさえも失敗したクエストを立て続けにクリアしたことで、ポイントだけ見れば既にＢ～Ａぐらいになっていてもおかしくはなかった筈はずのセルトチーム。

　だが新たな勲章は与えられず、代わりに突き付けられたのは非情な現実だった。

　学園で新たに決められた規則。現在のランク以上のクエストを受けられない制約。

　直近一か月以内は対象となり、無事にセルト達が稼いだポイントは没収された。

「大方、学園側からしたら俺が上に行くのが気に喰くわないって感じなんだろうな～。ギャラガさんの名刺のお陰で在籍はさせてくれるだけ有情と思うべきかな、これは」

　セルトは冷静に何故こうなったのかを分析する。結果は、自分への嫌がらせ。

　能力も在り方も勇者らしくない存在を上に上げる訳にはいかないという苦肉の策だ。

「ヘラヘラして……貴方あなたは悔しくないの!?　やってきたこと全部無駄になったのよ!?」

「俺は衣食住さえあれば満足だし。実績換算をしてくれるなら文句は無い」

　苦労が全て水の泡になっても、相変わらず緩いセルトにフューラの怒りの矛先が向く。

　だが、セルトを糾弾は出来ない。これまでのクエストはどれも、セルトがいなければクリア出来なかったものであったことは、フューラが一番よく分かっていた。

「ただ、多少は悪いと思ってる。何個かクエスト付き合うから許してくれ」

「だからっ、チームなら当たり前のことっていつも言ってるでしょ!?　もういい!!」

　そしてフューラは感情が処理し切れていないのか、セルト達を置いて先に行ってしまう。

　頭を冷やす時間が必要と、セルト達は追いかけることはしなかった。

「勇者の娘の躍進よりもセルトの阻害が重要？　とても理解し難い」

　レリアはその両方に静かな怒りを持っているように見える。

　改めて表出してきたその異常さには、異常な人間ほどよく気付くもの。

「おかしいのは間違いない。ギャラガさん帰ってこねぇかなぁ……」

　セルトはその事実にないものねだりをし始める。創始者であるが、殆ほとんど運営に絡んでいなさそうなその人物を想起して、苦笑いともつかない笑いを浮かべていた。




（──形だけでも怒っておくべきだったか？　そういう判断が難しい、本当に）

　回想終了。セルトのチームはあろうことか学園側からの妨害を受けているという話。

　直近で受けたクエストのポイントは規定によりゼロとなり、新たな規則によって方針を変えざるを得なくなった。だから今はランク的には適正なクエストを受けている。

　三人の実力的には全く適正ではないクエストだが、セルトの目が捉とらえていたのは一人で突っ込んだ上に三体の魔族に対して苦戦しているフューラの姿だった。

「レリア、万が一もあるし流石に守ってやってくれ。頼む」

「……セルトにそこまで言わせる罪は重い。後で彼女に文句言うから」

　不服そうにしながらもレリアはセルトの指示に従って、フューラの下へ駆け寄っていく。

　そして的確に障壁でフューラを守っていく。そのお陰かフューラの動きがいつも通り良くなっていくが、その顔は驚きと不機嫌さが代わりに表出してきていた。

「!!　手を出さないでってあれほど言ったじゃない!!」

「うるさい。セルトの指示、黙って戦って」

　フューラの文句をレリアは食い気味に封殺する。こちらも不機嫌さが出てきている。

　それでも培ってきたコンビネーションは抜群。というよりもレリアが無茶に動くフューラに完全に合わせる形になっているのが誰が見ても明らかだった。

　そしてそのまま流れるように魔族を討伐。無事にクエストは終了したのだが。

「──余計なことしないでよ、レリア」

　剣に付いた血を払いながら、フューラは背中越しにレリアに恨み言を言う。

　結局今回も誰かの手を借りて得た成果。それで心が満たされる訳が無い。

　言葉を向けられたレリアは珍しく怒ったような表情を見せ始めていた。

「余計なこと？　じゃあそのまま犬死にするのが良かった？」

「私は一人でもやれた。貴方はその邪魔をしただけよ」

「そうじゃなかったから私は自分の気持ちを押し殺してここにいる」

　直後に静かに口論が始まった。出で逢あった当初よりも酷ひどい、本気での言い合いに発展する。

　特にレリアが一歩も引かない。自分の気持ちに折り合いが付いていない証拠だ。

「だから言ってるでしょ!?　今、私に手助けなんていらないの!!」

「分からず屋……今のフューラじゃセルトの負担にしか──」

　そして口論はヒートアップし、レリアが思わず秘めていた言葉を口にしようとした時。




「──ちょっといいかな。話している最中に割り込んでごめんね」

　突如聞こえてきた全く聞き馴な染じみの無い声。その方向に彼女達は顔を向ける。

　そこにはいつの間にか金色の髪を短く纏まとめた、顔の良く整った少年の姿が。

　突然の乱入者に二人の口論は止まる。そしてフューラには彼に既視感があった。

「……あ、驚かせちゃったかな。そりゃそうか、突然過ぎるよね」

　物腰柔らかだが確かな圧を感じる。直前まで気配を感じ取れなかった。

　レリアは知らないがフューラはこの人物が、何者であるのかを知っている。

「自己紹介からしようか。僕はクレシエンド学園十傑序列九位、『剣聖』のシャラン＝エルシャール。僕のことを知っていてくれたなら嬉しいな」

　そして丁寧にお辞儀をする少年は、ニコリと笑って彼女達を見据えていた。




　　　　＊




「──えっと、一体どういう状況なのかなこれは」

　そして数秒遅れてセルトが合流する。彼とは反対方向から現れ、何者かが彼女達に近付いてきているのを視認してからゆったりと歩いて来ていた。

　その場で行われていた会話は聞こえていた。また十傑の一人が来ていることに対してセルトに特に驚きは無い。二回目かつ、この前ほどの衝撃は無かったから。

　そしてなんとなくこの人物には会ったことはないものの微妙に既視感があった。

「もしかして、君がアイが言っていたセルト君かな？　意外と普通の子だね」

「どうも。十傑って突然現れなきゃいけない決まりでもあるんですかね？」

　軽く煽あおり合いのようになっていたが、お互いの表情に大きな感情の起伏は無い。

　相変わらずセルトはだらけきっており、まともに応対する様子が見られない。

　シャランはそんなセルトを見定めるような目線を向けると、大きく溜息を吐いた。

「……やっぱり度し難いな。アイが君に目をかける理由が分からない」

　期待外れ、というような態度を隠さないままシャランは嘆くように言う。

　一目見ただけでもセルトは、シャランの『勇者らしい』という信念から外れていた。

「はぁ。よく分からないんですけど用があるなら手短にお願いします」

　そしてセルトもいつも通り不ふ遜そんな態度を崩さずにシャランに接する。

　口振りからアイに自分の話を聞いたのは分かるが、会いに来た理由は不明だった。

「実はアイから君に目をかけてほしいと言われて会いに来てみたんだけど……」

　シャランは気にした素振りもなく、言葉を切ってから視線をフューラの方に移す。

　フューラは思わず目を逸そらす。その素振りを前にシャランの表情は更に渋くなった。

「違う件でここまで失望するとは思ってなかったよ。勇者の娘がまさかチームの足を引っ張っている光景を見せられるとは、ある意味来た意味はあったのかもしれないけどね」

　元々はセルトの実力を少しでも見ようと思ってきていたが、彼に動きは無く。

　実際に目の当たりにしたのはあまりにもお粗末な動きを見せるフューラの姿だった。

「……私が、足を引っ張っているですって？」

「うん。誰から見ても明らかだよ、君は確実に彼等の足を引っ張っている」

　フューラは怒りで身体を震わせながら、シャランにその発言の真意を問う。

　だが、畳みかけるかのように肯定されフューラは思わずレイピアを抜く。

「幾ら十傑でもそれは許さないわ……。取り消しなさい……!!」

「相手との力量差も分からない。それも致命的だ」

　明らかに敵意のあるフューラを前にして、シャランは呆あきれたように息を吐く。

　冷静になれていないフューラとは比べるべくも無い自然な立ち姿。そうでなくても、フューラとシャランのレベルが違うことはセルトにはすぐに見て取れた。

「やめとけフューラ。ムカつくのは分かるが、今のお前が敵かなうレベルじゃ──」

　セルトの制止も聞こえていないのか、フューラは無言のままシャランに向かって行く。

　悪くは無い踏み込み。一瞬で距離を詰めてシャランに対してレイピアを刺突する。

「──全てが稚拙だね。僕には止まって見えるよ」

　シャランはその一撃を軽くいなし、そのままフューラの首元にそっと剣を当てる。

　動きの一つも見えなかった。剣で斬ざん撃げきを流され、気付いた時には首を取られていた。
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「はっ……はっ……!!　一体いつ、抜いたのよ剣を……!!」

　ゾッとしたフューラはすぐさま飛び退く。今の一瞬で既に息が切れていた。

「これでも尚なお分からないなら、次は剣を抜く気すら起こらないな」

　そうであっても余裕だと言い放ったシャランは、既に剣を鞘さやに納めている。

　圧倒的な力の差を前にフューラの心は、絶望感しか存在していなかった。

（明らかに次元が違う。アイ先輩とは違う技術的な速さ、常人が目で追えるかあんなもん）

　セルトは今のやり取りを冷静にそう分析する。あれも当然ながら化け物だ、と。

　そう思っているのを見透かしているのか、シャランはセルトにニコリと笑みを向けた。

「学園で上に上がれるのは、恵まれた才能を持った本物の強者だけ。血筋も環境も関係無い、強くなる為の才覚を天から与えられた人間だけが到達出来る次元が確かに存在する」

　シャランはまるで演説でもするかのように両手を広げながら高説を垂れていく。

「圧倒的な才能の前では全てが塵じん芥かいなんだ。凡人と天才の間には決して埋まることの無い才能の差がある。だから君の無駄な努力は無意味で無意義なものでしかない」

「……何を、言って……。嘘よ、そんなこと、な──」

　この世界では持って生まれた才能が全て。努力で越えられる壁は一つとして存在しない。

　要するに彼が言いたいことはそういうこと。真っ向からの努力の否定だった。

　フューラの精一杯の否定を遮って、シャランはとどめの一言を付け加えた。

「いいかい？　たとえ勇者の娘であろうと凡人の君じゃ、絶対に勇者にはなれないよ」

「──ッ!!」

　それは、彼女が一番言われたくない言葉。目を背けていた一つの可能性。

　そうじゃないかと心の何処かで感じていたこと。フューラの迷いと葛かつ藤とうの原因。

「僕にはそれが許せない。僕の憧あこがれを霞かすませている君のその体たらくが」

　もう言い返す言葉が彼女の中には無かった。それを認めてしまえば終わってしまう。

　眼からは大粒の涙が零こぼれ始めていた。そして力なく膝ひざから崩れ落ちるその瞬間。

「……!!　セルト……レリア……」

　心が折れてしまうその直前。フューラの両腕を二人が支え、無理矢理立たせていた。

　ここで完全に折れてしまえば立ち直れない。だから二人はそれだけはさせなかった。

　涙でよく見えない。焦点が定まらない。それでも二人がどんな表情をしているか、二人が明らかにその顔を怒りに染め上げているのがフューラには分かっていた。




　　　　＊




「……大丈夫。一人で立てないなら、私達が支える」

　まずフューラに声をかけたのはレリア。優しい声色で、安心できる一言を。

　反面セルトは声をかけることはしない。嗚お咽えつを聞きながら、目線を前に向ける。

「流石に言い過ぎじゃないですかね～？　突然現れて言いたいこと言うだけですか？」

　セルトはフューラを支えるのをレリアに任せ、軽い口調で感想を述べた。

　しかし確かに圧を感じるその眼。それでもシャランは一歩も引かない。

「なら言い返して来ればいい、それだけの話じゃないのかい？」

「無駄な言い争いは極力避けたいじゃないですか。労力の無駄ですよ」

　そもそも言い返したところで議論にならず、価値観の押し付け合いにしかならない。

　それを分かっているセルトは、普段通りにしようと意識しながら言葉を紡ぐ。

「そもそも俺に用があったんでしょう？　早いところ話つけましょうよ」

　まずシャランの矛先がフューラに向いた時点で何かがおかしかった。

　早く終わらせたい理由は、いつも通り面倒なのと隠し切れない苛いら立だちからか。

「確かにそうだね。僕も時間は惜しいし、単刀直入に言わせてもらおうか」

　自覚はあったのか、シャランもそこは反省しながらセルトを真っ直ぐ見据える。

「君のチームと僕のチームで行う模擬戦の宣告。それが今日の本旨だよ」

　そしてシャランはあっさりとそれを告げた。まるでもう決まっているかのような口ぶり。

　全く意味が分からずセルト達は目に見えて困惑の表情を浮かべている。

「はぁ？　普通どころか本気で嫌なんですが。こっちにだって断る権利が──」

　だから当然拒否の姿勢を取る。いつも以上に強めの言葉で返そうとしたが。

「──あると思っているのかい？　アイから十傑のことは聞いた筈はずだよ」

　その瞬間セルトの脳内はフル稼働する。含みを持たせた発言だが、意味は分かった。

　アイのお願いを聞いた時に教えてもらった、十傑とはどういう立場なのかという話。

「……おいおい、まさかそこまでの強制力もあるのか十傑ってのは」

「理解が早くて助かるよ。思っていたよりも優秀みたいだ」

　そして瞬時に理解する。教員陣を凌しのぐほど多くの自由と権限が与えられている彼等は、自分達のような一般生徒を無理矢理に戦いの舞台に上げる権力も持ち合わせている。

　学園の運営にすら携われるのならそれも頷うなずける。セルトの額には少しの冷や汗が。

「十傑序列第九位、『剣聖』の名において最高の舞台を用意することを約束しよう」

　そして決して有無など言わせるつもりはないと言わんばかりの、最後通告。

　決定していることをただ淡々と。様式美的にシャランは告げてきた。

「……理由だけ、聞かせてもらっていいですか。そっちのメリットが見えない」

　反論は絶対的に無駄だと悟ったセルトは、せめてその理由だけを聞き出そうとする。

　問われたシャランは、薄く笑うとメリットなんてものは無いと告げる。

「強いて言えば、勇者としての信念が欠けている君が気に喰くわない。それは君の有する能力も君のその在り方も。勇者学園に君のような異物がいれば、いずれ全体が腐り始めてしまう。それが僕にとって危き惧ぐするべきことだから持ち掛けたに過ぎないよ」

　そしてその取って付けたような理由はほぼ私し怨えん、難癖に近いものであった。

「あ、別にシュルキの敵討ちとかではないよ。あれには僕も手を焼いているし」

「……やっぱあの金髪の兄かよ。有無を言わせない辺りがそっくりだな」

「心外だな。僕は奴みたく誇りを伴わない愚かな行動はしない」

　シャランは薄く笑い、話は終わったと言わんばかりにゆっくりと踵きびすを返して歩き始める。

　話が終わりならセルトにとっても悪くはない。それでも最後に言いたいことがあった。

「今日発言したことは絶対に忘れないでくださいよ、『剣聖』さん」

「忘れるな、か。それこそ理由が聞きたいかな」

　セルトの忠告にシャランは足を止めたが、振り返ることはせずに真意を問う。

「忘れられたら、言われたこと撤回させられないんで。それだけです」

　その言葉が、今のセルトに出来る精一杯の反撃だったのは言うまでもない。

　暗に『完膚なきまでに負かす』と言われたシャランは、思わず笑みを零した。

「……それが虚勢にならないといいね、セルト＝ハーレスティア」

　軽く手を振って、颯さつ爽そうと去っていく後ろ姿はどこまでいっても余裕を崩すことは無く。

　がら空きの背中に撃ち込んでも無駄だと分かるぐらいには、堂々としていた。




「……なぁ、レリア。もういいよな？」

「うん、いいと思う」

　セルトは彼の姿が見えなくなったことを確認すると、レリアに何かの確認を取る。

　レリアはすぐさま肯定。セルトは大きく息を吸い込むと、心情を吐露した。

「あぁぁぁぁぁぁ!!　マジでうぜぇ、気に喰わないなら絡んでくるなよボケが!!」

　セルトは彼のあんまりな言動と態度と振る舞いに対して全力で怒っていた。

　我慢していた分が一気に表出したことで、普段は見られない姿のセルトがある。

「本当にその通り。よく抑えてた、えらいえらい」

「あの場で感情に任せてキレたら余計面倒だからな……!!　今発散させてもらう!!」

　そして罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐。聞くに堪たえない悪口という悪口がセルトの口から出ていた。

　長く発散させない為に一気に出していたので、それも数十秒で終わる。

「──はい。ということで、相当面倒な事象が降って湧いた訳だが……」

　急に冷静になったセルトにレリアは疑問を見せない。極ごく稀まれにあることだからだ。

　しかしいつもならフューラが何か言ってくるこのタイミングでも言葉が無い。

　それどころか、未いまだに顔を俯うつむかせていてその表情というものが読み取れなかった。

「あー……その、悪かった。本当にすまん」

「……どうして貴方あなたが謝るのよ」

「いや、だって、ねぇ？　今回の件も明らかに俺が原因じゃんか」

　見るからに落ち込んでいるフューラに対してしどろもどろになりながらセルトは謝る。

　彼が会いに来たのはセルトだった。それにフューラは巻き込まれただけに過ぎない。

　更にこの後に行われる厄介ごとにも巻き込んだとなれば、申し開きをするしかなかった。

「セルトは悪くない。どう考えても悪いのはあっち」

「それはそうだと俺も思うけども……」

　それでも根本の原因は自分にあるだろ、とセルトは言おうとしたが。

「気にしないで、いいわ。何も、気にしないで、いいから……」

　フューラは顔を上げて途切れ途切れになりながらもセルトを気遣う発言をする。

　だがその顔は心ここにあらずといった、どこまでも暗い笑顔だった。

「レリアの言う通り貴方は悪くないわ。悪いのは、全部私の──」

　この短時間で完全に自信と自尊心を打ち砕かれたフューラが言わんとすること。

　全てを言い切る前にフューラは泣き腫はらした顔を隠すかのように二人に背を向ける。

　そして帰途を一人で歩き出す。二人は呆あつ気けに取られているのか追随しない。

「──帰りましょ。これ以上ここに居ても仕方ないでしょ？」

「お、おう……」

　ついてこない二人に対して、いつも通りの声色を保ってフューラは言う。

　ただし振り返りはしなかったので、何を思っているのかは分からなかった。

　そして、学園に戻るまでの間に三人で会話をすることは一度も無かった。








四章　それぞれが抱える想い






「おい、聞いたか!?　『剣聖』と編入生のチームが模擬戦するってよ!!」

「『剣聖』から持ち掛けられたらしいけど、彼を怒らせるなんて何したんだろうな一体」

「終わったな。流石に十傑に勝てる訳ないだろ、調子に乗り過ぎたな」

　後日の学園はその話題で大盛り上がり。通常チーム同士の模擬戦などが学園側から大々的に発表されることなど有り得ないが、今回の場合は事情がまるで違っていた。

　そもそも十傑が所属するチームが模擬戦をすること自体が稀なことであり、あったとしても十傑同士のエキシビションがイベントなどで行われる程度。

　そして学園からすればセルトという異物を見せしめにするいい機会。

　その組み合わせが学園側から生徒へ大きく伝えられるというのは当然の道理であった。




「──シャラン君!!　捜しましたよ!?」

　話題になっている内の一人の『剣聖』。彼は本校舎の最上階にある、学園側から特別に自分専用として用意された修練場にて瞑めい想そうをしていたのだが突然の来客が。

　大きな音を立てて引き戸を開けて入ってきたのは、『流星』と呼ばれる少女だった。

「アイか。どうしたんだい、そんなに慌てて」

「どうしたもこうしたもありませんっ!!　聞きましたよ、事の顛てん末まつ全部!!」

　瞑想を一時中断し立ち上がったシャランの前で、両腕を振り上げて詰め寄るアイ。

　そのまま両手で優しくシャランの身体をポカポカと叩たたきながら二の句を継ぐ。

「明らかにやり過ぎですっ!!　一体どうしちゃったんですか!?」

「……言ったじゃないか、彼の実力を測る役割は僕が受け持つって」

「やり方が問題なんですよ!!　これじゃ、まるでセルト君が悪役──」

「──それの何が問題なんだい？　彼は明らかにこの学園に相応ふさわしくない、勇者を育成するこの学園において不利益しかもたらさないと僕は判断した」

　そんな様子のアイを前にしても、シャランは自分のやったことに疑問を持たない。

　むしろ、疑問を抱いているアイの方がおかしいとまで思っている。

「そして勇者の娘である彼女もね。勇者という存在を霞かすませてしかいない」

　そのシャランの発言を聞き洩もらさなかったアイは纏まとう雰囲気を一変させる。

　普段の天てん真しん爛らん漫まんで温和なそれは消え失うせ、その顔は明らかな怒気が混じっていた。

「……私の可愛い後輩をこれ以上愚ぐ弄ろうするなら、シャラン君といえど許しませんよ？」

　遂ついにアイは背負っていた槍やりを手に持ち、本気で怒っていることをアピールする。

　一方シャランは剣を抜くことは無く、自然な立ち姿でアイを見ていた。

「元はと言えばアイが持ち掛けてきたこと。文句を言うのは筋違いじゃないか？」

「っ、それでもここまで言うこともすることも無いと言っているんです!!」

　アイは怒りに任せて槍の穂先をシャランの眉み間けんにピタリと当てる。

　本気で当てるつもりは無いだろうが、それはアイの本気の警告だった。

「──彼等には本気で来て欲しいからね。じゃなければ意味が無い」

　そう言うとシャランは、アイの肩にポンと手を置いてもう一度座り込む。

　本気を引き出したかったというシャランは、いつも通りの笑みをアイに向けた。

「すまない、心を落ち着かせたいから今は一人にしてくれないか？」

「……分かりました。私はセルト君達を応援しますからね!!」

　アイはシャランの意思を尊重し、捨て台詞ぜりふのような言葉を残して部屋を出ていく。

　自分以外に誰もいなくなったことで静寂が訪れ、シャランはゆっくりと目を閉じる。

「うん、アイはそれでいい。それでも僕は本気で勝ちに行くから」

　それだけ呟つぶやいて、口を噤つぐみ心を無にする。そうでもしないと心が溺おぼれるから。

　十傑序列九位、『剣聖』のシャラン。彼にはもう一つ、生徒の間で呼ばれる名がある。

『聖人』のシャラン。誰よりも高潔かつ誠実で優しい男として彼は知られていた。




　あの一件から三日後。学園はある程度いつも通りにはなってきていたが。

　当然のように矢面に立たされ、多くの生徒からヒール側と認識されている少年。

　チームを組んでから暫しばらく立ち寄っていなかった、手頃な屋根上で一人空を眺めていた。

「……毎日学園に来いって言ったのはお前だろうよ、フューラ」

　思うところがあって珍しく学園に登校してきていたセルトだが、愚痴を零こぼす。

　あれから彼女とは一度も会っていない。学園に来れば会えると思っていたセルトは、多少なりとも失望感に駆られていたがその感情の多くは心配が多かった。

　あそこまで自己を否定されれば、修復が困難な程心が折れてもおかしくはない。

　過程こそ違えど、同じような経験をしたセルトにはその気持ちが痛い程分かっていた。

「レリアもあれから構って来ないし。ま、一人は一人で気楽だが」

　学園に来てからも必ずほぼ常に行動を共にしていたレリアも今は傍に居ない。

　なんだかんだでフューラとは打ち解けてきていた時に起きたあの出来事。

　正直に言えばレリアがフューラに対して感情をぶつけるのはセルトには意外だった。

「俺には分からないことも、レリアには分かってるのかもしれないな……」

　短期間ではあるが、クエスト中に二人でいることが多かった彼女達。

　性別も同じこともあって、感じ取った何かがあったのかもしれないとセルトは思う。

「あー、もう本当に嫌だ……。なんだかんだ学園に入ってからの方が忙しくねーかこれ」

　とにかく目下の問題は二つ。一週間後に行われる模擬戦と、フューラの動向。

　前者については勝てばいいだけの話。その辺りの心配はしていないが、面倒は面倒。

　後者については本当にお手上げ。正直そこまでする義理も無いとも思ったが。

「……抜けるのはお前の勝手って言ったし。俺なら確実に抜けてる」

　思い返してみても、セルトと組んでからのフューラにいいことなど一つも無い。

　自分の勝手で散々振り回したことには反省は無いものの、自分の所せ為いで起きた不利益が多いのは素直に申し訳無いと思っていた。だから、チームを抜けられるのも仕方ない。

　今彼女が何を思っているのか分からないセルトは、嘆くことしか出来なかった。




「──こんなところにいたんですね、セルト君」

　そして嫌なことは忘れようとふて寝しようと思っていたところに来訪者が。

　セルトを覗のぞき込むようにしてピンク色の髪の少女が立っているのにすぐに気付いた。

「!!　アイ先輩……。お久し振りって感じでも無いですね」

「はい。あれからまだたった一週間ちょっとしか経ってないのは驚きです」

　アイは寝転んだセルトの隣にゆっくりと腰を下ろす。セルトも一度身体を起こす。

　いつもの元気がないように思える。あからさまに落ち込んでいる様相だった。

「その、私のお節介の所為で余計な迷惑をかけてしまったみたいで……」

　アイは自分がよかれと思ってやったことを深く反省していた。

　セルトと同じように自戒をしている。それがおかしいのか、セルトは少し笑った。

「気にしないでください。アイ先輩に悪気が無いのは分かってますよ」

「ですが……。約束も果たさないまま、勝手な真似をしてしまいましたし……」

　アイはセルトに本当に感謝しており、十傑に彼のことを伝えたのも全てが善意から。

　そしてセルトも、十傑に目を掛けられること自体は悪くないと思っていたのも事実。

「ま、全員が全員アイ先輩みたいな人じゃない、という当たり前に気付かされましたね」

　十人もいれば同じ考えを持っていない人間もいるだろうとセルトは苦笑する。

　自分に最初に目を付け受け入れたアイが特別、そう考えるのが最適だった。

「シャ、シャラン君も決して悪い人では無いんですよ!!」

「分かってます。俺がこの学園に相応しくないという言い分は間違ってませんし、それがこの学園の普通なのは十分理解してます。ただ──」

　セルトも彼が悪人であるとは思っていない。むしろ善人に近いとまで思っている。

　自分が普通から外れていることは重々承知。それも分かっているが。

「──あそこまで言われたら、流石に捻ひねり潰つぶしてやりたくなりましたね」

　セルトは先程まで眠そうだった覇気の無い顔から、表情を一気に変える。

　それを見たアイは、少しだけ気け圧おされたようにセルトの顔を見て息を呑のむ。

「……もしかして、怒ってますか？」

「まさか。怒ってはないですよ、ちょっとムカついているだけで」

「やっぱり怒ってるじゃないですか!?」

　見たこともないぐらいやる気に満ちた顔をしていたセルトはすぐに顔を緩ませる。

　そしてセルトはまた寝転がり目を閉じる。隣ではアイが立ち上がった気配を感じた。

「シャラン君は本当に強いです。魔術は使わずに剣のみで戦う私と似たスタイルですが、正直私と実力は拮きつ抗こうしていると思います。決して油断だけはしないでください」

　アイはせめてアドバイスだけはしようと、シャランの評価を告げた。

　アイと同等レベルの実力者。自分を知っているセルトなら分かるだろうと。

「ありがとうございます。俺は、油断なんて生涯で一度もしたことないですよ」

「それなら安心です!!　本当の本当に、応援してますから!!」

　アイはそれだけ言い残して他の建物の屋根を伝って何処かに行ってしまった。

　それを感じ取ったセルトは、本格的に眠ろうと思考をするのをやめようとした。

「……はっ。満足に眠れなくなるなんていつ振りだろうな」

　それでもただ目を閉じながら、騒ぎ立てる心を落ち着かせるように。

　少なくともまた暫く学園には来なくなるだろうと、セルトは考えていた。




　　　　＊




　模擬戦まで残り三日となった深夜十一時。クレシエンド学園の女子寮にて。

　勇者の娘として最高待遇なのがよく分かる、最上階の全てが彼女の部屋だった。

「……もう嫌。何もかもが」

　白のキャミソールのようなものに身を包んだ銀髪の少女はベッドルームにて一人黄昏たそがれていた。寝具に腰を下ろして、顔を俯うつむかせていながら何にもならない言葉を零す。

　あの日から学園に行けていない。そして彼等とも全く顔を合わせていなかった。

　何よりも会うことが怖かった。だから来訪者の全てをフューラは無視している。

　何度かレリアも来ていたが、決して彼女が部屋の鍵かぎを開けることはなかった。

「今まで私がやってきたことって、一体何だったのかしらね……」

　フューラは自じ嘲ちよう気味に薄く笑っている。ずっとあの言葉が頭から離れない。

　自身の信じていたものを否定され、必死に縋すがりついていたものが掻かき消えた。

『凡人の君じゃ絶対に勇者にはなれない』

　世界を救った勇者の娘だというのに、自分は結局凡人でしかなかった。

　強くなる術すべをそもそも持っていなかった。限界点が見えてしまっている、それが凡人。

　精一杯の努力をしてきたつもりだった。勇者である父に認められることのみが自分の意義になると信じて、猛も者さが集まるこの学園に父の反対を押し切って入学した。

「どれだけ努力しても越えられない壁はどうすれば壊れるの……？　誰か教えてよ……」

　何度か壁に当たっても越えてきた。越えられないならなんとか壊してきた。

　いよいよ目の当たりにした、十傑という本物の化け物達の実力。薄々感じていた、突然現れ父に認められていた二人の編入生との間に明確に存在している高くて分厚い壁。

　そうフューラが零しても応こたえてくれる人などいない。それを求められる立場に無い。

　そして今日も迷いと葛かつ藤とうを抱え込んだままベッドに潜ろうとした時の事だった。




　フューラの部屋に呼び鈴の音が鳴り響いた。しかも何度も何度も続けざまに。

　そのやり口にフューラは覚えがあった。その他者の迷惑を考えないマイペースさは。

（……レリア、かしら。昨日も、一昨日おとといも、来てたわね……）

　恐らくそうだとフューラは結論付けるが、ベッドから動くような素振りは見せない。

　今会っても何を話していいか分からない。だから今日も同様に居留守を決め込んだ。

　出る気が無い事を理解したのかそこで呼び鈴は止まる、今までと同じ展開。

　少しだけ安あん堵どの息を吐いたフューラだったが、暫くしてまた何かに気付く。

「……ノックの音？　窓から……ここ二十階の筈なんだけど……」

　静かになった部屋に控えめな音が微かすかに響く。今度は玄関に備え付けてある呼び鈴ではなく、その音は窓を指で数回叩いた音だということがフューラには何故か分かった。

　嫌な予感がしながらもフューラは、カーテンが閉まったままの窓に向かう。

　最上階の窓をノックされるという異様な状況を無視する訳にはいかなかった。

「!!　レリア……!?　どうして、どうやってそこに……」

　窓の外には先程まで玄関の外にいたであろうレリアが制服姿で立っていた。

　すぐに窓を開けて、どうして空中に存在出来ているのかを確認する。

「障壁で無理矢理。取り敢あえずやってみたけど、やっぱりきつい」

　障壁を縦に長い直方体の形に展開し、その上に乗るという明らかなごり押し。

　流石にここまで規模の大きなものを張ったことは無かったのか、表情が険しくなる。

「フューラに用があって来た。突然で、ごめん」

「と、とにかく中に入りなさいよ!!　凄すごい汗よ貴方あなた!?」

　慌ててフューラはレリアの手を引っ張り、中に引き入れる。

　その瞬間に障壁は消失し、ギリギリのところで保っていたことがよく分かった。

　ちゃんとした床に足を着けたところで、レリアは小さな口から大きく息を吐いた。

「なんだってそんな無茶したのよ!?　一歩間違えれば死んでもおかしくないのよ!?」

「何回来ても会ってくれなかったから。こうすれば会えるかなって」

「それにしたって滅茶苦茶よ……!!」

　正攻法で無理だったとはいえ、その行動力に思わず呆あきれるフューラ。

　突然でかつ突拍子も無い方法で再会したこともあって逆にフューラは落ち着いていた。

「……それで、一体何の用なの」

　それでも居た堪たまれない気持ちがあるのかフューラは目を伏せながらレリアに目的を問う。

「私と一緒に来て欲しいところがある。断ってほしくない」

　一緒に行動して欲しいと告げ、今度は逆にレリアがフューラに手を差し伸べる。

　それを見たフューラはビクッと肩を跳ねさせ、伏せていた目をレリアにちらと向ける。

　レリアの目は真っ直ぐこちらを向いていた。一瞬たりとて目を逸そらす気は無い。

「……無理よ。私は、貴方達といるのが怖いの……」

　それは多くの意味を持つ怖いだった。この前の出来事が大きく尾を引いているが。

　彼等に『いらない』と思われるかもしれないのが、フューラには堪らなく怖かった。

　また同じ目に遭いたくない。だから何の解決もしない逃げるという手段を採っていた。

　だからフューラは手を伸ばせなかった。行き場を失った指を意味も無く絡めてしまう。

「いいから。手を煩わせないで」

「ちょ、ちょっと!?」

　だがレリアはそれを意に介さない。行き場は自分が作ると言わんばかりに無理やりにでもフューラの手を取って、知らないのに玄関に駆け出していこうとする。

「私には何のことか分からない。だから自分の気持ちに従う」

「わ、分かったから!?　こんな格好だしせめて制服に着替え……」

　なんとかフューラはレリアを制止し、取り敢えず納得した体の発言をする。

　レリアは改めてフューラの格好を見ても、いつも通りの無表情さを変えない。

「よく似合ってるけど、胸を強調させ過ぎ。許せない」

「そ、そういう問題じゃなくて……。相変わらず論点がおかしいわね、貴方は……」

　こんな状況でもいつもと変わらないレリアに思わずフューラは苦笑いしてしまう。

　いつもならその訳分からなさと不ぶ躾しつけさに楯たて突ついていたが、今は何故か心地よかった。




「──い、一体どこまで行くのよレリア……!?」

　何とか制服には着替えて、レリアに押し切られる形になって外に出たフューラ。

　てっきり学園内だと思っていたが、もう既に学園を出てから十分は歩いている。

　道中の会話は少ない。少なかったが、それは別にいつものことでもあった。

「もうすぐ着く。そろそろ、見えてくるし聞こえてくる」

　レリアは早足で歩きながらもフューラの疑問に対して目的地はすぐだと言う。

　市街地からも外れ、どんどん人ひと気けのない場所に向かっているのは分かる。

　目の前に見え始めていたのは、学園の近くに唯一ある見晴らしのいい丘だった。

「というかせめて目的ぐらい話してくれたって──」

　とフューラが零こぼしたところで、フューラは何処からともなく一筋の光が走るのを見た。

　自分達が向かっている方向が射出点。続けざまに二本三本と光が走っていく。

　風を切りながら物もの凄すごい勢いで進むそれには、終わりというものが見えなかった。




　　　　＊




「──あー、クソが。こんなんじゃ絶対通用しねぇ……!!」

　そしてその直後聞こえてきたのは大きな声で自分自身にダメ出ししている声。

　そして同時に人影も視認出来た。それは二人がよく見知った少年だ。

「……セルト？」

　その人物の名をフューラは知っている。彼と出で逢あってからの日々は凄すさまじいまでに目まぐるしく過ぎ去り、常に驚きと呆れに満ち溢あふれていたのだから忘れようがない。

「特性をちょっと持たせるだけで遅くなってれば世話ねぇだろが……!!」

　彼は丘で一人魔術の修練を行っていた。具体的にやっていたのは、普段使っている普通の魔力球と『跳弾』の性質を持たせた魔力球を同時に飛ばしていくというもの。

　苦心していたのはその二つの速度を合わせる調整。どうしても特性を持たせたことで魔力が偏かたよってしまい、跳弾の方だけが遅くなってしまっているのを何とかしようと。

「……一いつ旦たん止めだ。今日はこっちの方角……。確かギルドとかいうのがあった筈はず……」

　そしてそれを一旦止めたかと思えば、今度はあらぬ方向を見つめ始めた。一切の澱よどみなく一点を見続けているセルトの眼は、夥おびただしい程の魔力によって白のオーラが覆っている。

　セルトが見つめる方向にあったのは、数キロ先に存在しているミリラクシアのギルド。

　ただそれを見るだけではない。本来なら外から見えない物すら見通す為にやっている。

「──ッ……!!　これでやっと三十秒……しんどくなくなってきたのは良好……」

　セルトが透視していたのはギルドの中にあるクエストボード、に貼ってある依頼書。

　この時間なら人も少ないしいいだろうと勝手に盗み見も兼ねて透視の研けん鑽さん。

　見るだけでなく依頼書の詳細まできっちり見て、その内容を小声で暗唱する。

　昨日の自分よりも少しは成長している。だがその程度では満足していなかった。

「もっと長く速く使えてりゃ、ダンジョンも塔も苦労すること無かっただろうが……。これも絶対必要になるからもっと効率的に使えないとってのがウザってぇ……!!」

　そしてもう一度繰り返す。傍はたから見ればなにをやっているか分からないそれを。

　一回やるだけでも多大な魔力を消費する。それでもやらなくていい理由にはならない。

　一通りやったらまた魔術、眼と繰り返す。眼に関しては有しているあらゆる能力を。




「嘘でしょ……？　あんなに強いのに、あんなに凄いことが出来るのに……」

　その光景はフューラには異様に見えていた。一つの疑問をずっと抱いていた。

　フューラから見てもセルトの能力は明らかに規格外。誰にも真似出来ないことを成して、誰もが驚くような実力を見せつけてきていたのをずっと近くで見ていた。

「それでもまだ足りてないって……そんなの、絶対におかしいわよ……!?」

　なのにも拘かかわらず一切の妥協が無いその姿を見たフューラは確かに震しん撼かんしていた。

　普段の姿から想像もつかないその鬼気迫るような迫力。眼を疑うしかない。

　隣ではレリアが微笑を浮かべ、そのままゆっくりと口を開いた。

「セルトはあれを幼い時からずっと続けてる。一日も欠かしたことはない」

　文字通り常にセルトのそれを見てきたレリアは自分のことのように嬉うれしそうに語る。

　あれこそがセルトの強さの根源。あれを欠かして今のセルトは存在しない。

「はぁ!?　何が彼をあそこまで突き動かすのよ!?　だって、いつもはもっと──」

　フューラだって相応の努力はしてきたつもりだった。それこそ辛つらくて泣いた時もあったし、彼のように一喜一憂しながら自分の成長を楽しんでいたりもしていた。

　それでも彼が何を原動力としてあそこまで貪どん欲よくになれるのかが分からなかった。

「──少し、昔話をしてもいい？」

　レリアはセルトの努力をずっと見続けながら、不意にフューラに問い掛ける。

　憂いを帯びているような、それでいて嬉しそうな。そんな表情をしていた。

「セルトがあそこまで頑張れる理由。それは過去のトラウマに起因する」

「トラウマ……？」

「うん。幼い頃、村の外れに出てしまって魔族に襲われそうになった時にセルトが私を身を挺ていして庇かばってくれた。でもその結果、セルトは魔族に怯おびえるようになってしまった」

「!?　魔族に対する、怯え……？　だって、今の彼にそんな素振り一つも……」

　初めてセルトの過去を聞いたフューラは目に見えて動揺と驚きよう愕がくを見せる。

　そういう反応が来ると思っていたレリアは、困ったような微笑を浮かべていた。

「そう見えるなら、それこそがセルトの努力の賜物。私達が生きていた環境は魔族とは切り離せなかったから、トラウマから目を逸らすことは出来ず逃げることも出来なかった」

「その結果得た力が、あの超遠距離魔術ってこと……？」

「並の努力じゃなかった。何度も死にかけて、何度も心を折って、何度も諦あきらめかけて。私ですら、もう止めても、諦めてもいいって、何回セルトに言ったか分からない」

　セルトのトラウマの原因は自分にあると罪悪感に苛さいなまれていたレリアは、自分の所せ為いでセルトが辛い思いをしているのが何よりも耐えられなかった。

「だけどセルトは……そのトラウマを死に物狂いで乗り越えた。今のセルトが誰にも真似出来ないことを為せているのは、セルトが誰にも真似出来ない程の努力をしてきたから」

　淡々と語りながらも、レリアの声は段々と震えていき数粒の涙を零し始めていた。

　彼の在り方を思い返してしまうと、溢れ出す感情がレリアには抑えきれない。

「今も現状に満足していないのは、きっと怯えた過去があるから。それは私の罪であり誇り、セルトが頑張るなら私も頑張る。セルトを全てから守れるように、なろうって……」

　レリアの防護魔術は全てが全てセルトを守る為のもの。もう二度と、彼が辛い思いをしないようにと決めたレリアも、壁を乗り越える為に自分の全てを費やした。

　涙を拭ぬぐうことはせず、潤んでいながらもセルトの姿をその目に焼き付けているレリア。

「……レリアは、彼の頑張る姿をずっと見続けてきたのね」

　フューラは今まで全く想像出来ていなかったその光景を見ながらそう呟つぶやく。

　セルトから目線を外してフューラに顔を向けたレリアの顔は、満面の笑みだった。

「私はそんなセルトが心から好き。そんなセルトだから、好きになった」

　それは山の中のダンジョンでフューラに問われたものへのもっと正しい回答。

　レリアは強くある彼が好きな訳ではない。強くあろうとする彼が好きだった。

　罪悪感や自責の念すら超えている強烈で執着的な恋慕。レリアもまた彼の隣に立ち守り抜くという強い思いを持ちながら死に物狂いの努力を続けてここまで来ていた。




　　　　＊




「こういう時には、言葉が足り過ぎるのねレリア……」

「……話が逸れた。好きなのは事実だけど」

　溢れ出てしまった自分の想いを気付かぬうちに零していたことに気付いたレリアは、満面の笑みからすんといつもの無表情に顔を戻し再度セルトの方に顔を向ける。

「あれ？　セルトがいな──」

　しかし、その目線の先にはセルトの姿は無い。少しだけ狼ろう狽ばいした表情になった時。

「──おい、何でここに居るお前ら……。コソ練してるのバレるって恥ずいんだぞ」

「「!!」」

　いつの間にか後ろに回っていたセルトは二人の肩を叩たたき、同時に二人の肩が跳ねる。

「ったくよぉ、わざわざこんなところでやってる理由を察してくれよな」

　セルトはレリアしか知らなかったこの場所で学園に来てからも毎日鍛錬を続けていた。

　時間はいつも夜遅く。だから常に眠そうにしていたこともレリアしか知らなかった。

「セルト、今日はもう終わり？」

「いんや。魔力が大分減ってきたから休憩しようと思ったらお前らを見つけた」

　そして当然あれだけで終わりではない。ここからまだまだ続けるという。

　何でも無い事のように言うセルトだったが、明らかに異常な努力量だった。

「……ねぇ、セルト」

「何だ？　近所迷惑っていうんなら場所を提供してくれ」

　フューラに名前を呼ばれたセルトは全く的を射ない返答をする。さっきまでの鬼気迫るようなストイックさは消え失うせ、いつもの怠だるそうな顔がそこにはあった。

「前に一度聞いた時に、必死に努力してるって言ってたのは嘘じゃなかったのね」

「嘘言ってどうするんだよ……。疑われてたなら悲しいぞ、俺は」

　未いまだに少し信じられないのか、フューラはそれを聞いても明るい顔にはならない。

　そして、意を決したかのようにセルトに対してある問いを投げかけた。

「私も……貴方あなたみたいに強くなれるかしら。もっと、頑張れるかしら……？」

　問われたセルトはきょとんとした顔をしてしまう。そしてずっと見られていたことを思い出し、あーと納得したかのような声をあげてからすぐに口を開いた。

「そりゃもう頑張れとしか。頑張るのって、とっても大事」

　セルトはいつかも言っていたような発言を冗談めかしてまた言う。

　あの時は説得力の欠片かけらも無かったが、今以上に説得力がある場面もそうはない。

「セルト、フューラにはちゃんと言わないと伝わらない。そう学んだ」

「……なるほどな。どうりでレリアがこんな事しでかしたわけだ」

　ある程度ふざけるのをやめたセルトは、多少なりとも真面目な顔をしてフューラを見た。

「まだ気にしてるんだろ？　あの時十傑の剣使いに言われたこと」

「!!　……当たり前じゃない。気にしないなんて、出来ないわ……」

　歯に衣着せずストレートに言ってくるセルトにフューラは益々沈んだ顔を見せる。

　そうだろうな、とセルトは納得しながら二の句を継いでいく。

「俺も努力を無下にしたあの発言は許せなかった。クソ面倒だけど、俺の根幹だからな」

　セルトは努力が好きだからやっている訳ではなかった。必要だからやっているだけ。

　ただ、セルトが本当に言いたかったのはその部分ではない。

「お前が凡人とかそうじゃないとかは俺は知らん。だが──」

　フューラはその先の言葉を聞くのが怖かった。耳を塞ふさいでしまおうかとも思った。

　だが、真っ直ぐに見つめられたその瞳ひとみから逃れることは出来なかった。

「お前が勇者になれない、っていう言葉だけは半分納得出来た」

　そしてセルトはフューラに対してずっと思っていたことを告げた。

　それはあまりにも酷で、フューラが一番気にしていた部分の発言。

「ッ!?　……どうしてよ。貴方も私は勇者の娘に相応ふさわしくないって言うの!?」

　フューラは思わずセルトに詰め寄って、激しく問い質ただしてしまう。

「馬鹿、話は最後まで聞けよ。半分って言ったろ？」

　詰め寄られたセルトはフューラの肩に手を置いて、伝えたいことを告げる。

「お前はフューラ＝カルベリアであって、ギャラガ＝カルベリアじゃない。だから絶対に勇者を目指さなきゃいけないことは無いし、何よりもお前がお前であることを見失うな」

「!!」

　それは勇者の娘であるということに囚とらわれ続けなくていいという話。

　周りからの期待や重圧、勇者にならなくてはならないという自縛のような思い込み。

　それらは邪魔な足あし枷かせでしかない。自分を見失わせる暗闇でしかなかった。

「今の自分に不安があるのならもっと自分自身を信じてみればいい。勇者の娘とかじゃなくてフューラ＝カルベリアという少女を、一番にお前が信じないで誰が信じるんだ？」

　そうでなければ努力も確かに無意味。迷いや葛かつ藤とうもそこには必要の無いもの。

「俺はずっとそうやってきた。最初は怯えを克服する為に、今はしなくていい苦労や無駄な恐怖を抱かなくていいように。平穏に生きる為に、自分に必要なことだけをな」

　それはまさしく自分の為の努力だった。他者の期待や他者の評価など一切介在しない。

　それが絶対的に正しいとも思っていない。自分はそうやってきたというだけ。

「要は、もっと楽に生きていいって話だ。肩かた肘ひじ張り過ぎなんだよ、お前」

　セルトは雑にフューラの頭を撫なでる。それはまさしく下手くそで髪が乱れていく。

　だがフューラはそれを拒まない。拒まないどころか、それを受け入れていた。

「……貴方は、いとも簡単に私の積み上げてきたものを壊そうとするのね」

「それが必要の無いものならな。お前を無駄に悩ませるものなら壊してもいいだろうよ」

　セルトが言ったことは別の意味でフューラにとっては酷な物であった。

　今まで自分が信じてきたものを切り捨て壊して、新たに前を向いて進め。

　そう出来たならどんなに楽か。だが、確かに彼の言葉はフューラには響いていた。

「ぶっちゃけ言うと、このままだと勇者の劣化コピーにしかならない訳だし～？」

　セルトは真面目な雰囲気を崩して、いつものようにヘラヘラと笑いながら言う。

　つまりはセルトが言いたかった本旨はそこ。暗に自分の道を行けと言っている。

「……って、あれ？　いつもならキレる場面だろうよ」

　セルトが余計な一言を放っても、フューラはセルトの胸のあたりをツンと小突くだけ。

　てっきりいつものように文句を垂れると思っていたセルトは肩透かしを食らっていた。

「……そうやって貴方は、いつもふざけてるから学園で認められないのよ。勇者らしくしなさいなんて言わないけど、必要以上にヘラヘラしてるから周りから変に誤解されるの」

「なんか思ってた反応と違う……めっちゃ的確な指摘だし」

　フューラとセルトの付き合いは決して長いものではない。だからお互いのことは深くは知らず、誤解していた部分も多々あった。それをフューラは思い返している。

「でも私も同じ風に思ってた。異常な強さを持ってるけど、尊敬出来るところなんて一つもない。何でこんな奴がお父様に認められてるんだろうってずっと疑問だったわ。だから陰でこんなに努力してるなんて、露程も思ってなかった……」

　だからフューラはずっと焦っていた。彼は努力なんてしてないと思っていたから。

　後ろで手を組んで、少し屈んでセルトを見上げる。次に思い出すのはここにいる契機。

「私、確かに貴方達の足を引っ張っていたわ。もう二度とあんな惨めな思いをしたくなくて、それでも勇者になることを自分の義務だと信じ込んでいて……」

　自分の行動を思い返すと酷ひどく独りよがりで、周りが全く見えていなかった。

　それを認めてしまうのが嫌だったことを自覚して、フューラは柔らかい笑みを浮かべた。

「貴方が言ったように、もっと楽に生きていいのかもしれないわね」

　功を急いて、理不尽な状況に焦り、本当に大事なことをフューラは忘れていた。

　ただの一人の少女として頑張ること。自分が他の誰でも無いということを。




「レリアが私をここに連れてきた理由、今ようやく分かった気がするわ」

「……別に。私はセルトの為を思って行動しただけ。だから……」

　レリアは照れているのかフューラから顔を背けていつものように冷たく返す。

　それでもまだ伝えたいことがあるのか、背けていた顔をまたフューラに向けた。

「今後もセルトの負担になるなら許さない。……でも今のフューラなら、きっと大丈夫」

　微笑を浮かべたレリアは、まるで今日の出来事がフューラにとって重要になることを分かっていたかのようだった。そうであるからこそ、彼の姿を見せていた。

「つまり俺はダシにされたってことか。まっこと恐ろしや」

「未熟なフューラには良い薬。セルトのかっこいいところも見せたかった」

「そうね。なんだかとても……今は清すが々すがしい気分だわ」

　世界一高い塔の攻略以降、ずっと塞ぎ込んでいたフューラが抱えていたもの。

　このままでいいのかという迷いと葛藤、自身を否定された喪失感は嘘のように消えて。

　これでまたもう一度前を向けると、フューラは学園の方の空を見上げ始めた。

　それに続くようにして、セルトとレリアもフューラと同じ方向を見る。

　そこには満天の星の中に浮かぶ一つの月が。よく目立つそれは否が応でも目に入る。

「綺き麗れいな月ね……下ばかり見てたから気付けなかったわ」

「本当に綺麗。村で見ていた月よりも、ずっと」

　女性陣はその月の美しさに感動を覚え、思わずその口から賛美の言葉が零こぼれ出す。

　しかし彼だけはその美しさには着目せず、全く違う視点からその月を見ていた。

「月ぶっ壊したら流石に怒られるよなぁ……」

「情緒も何も無いわね……。でも、貴方はそれでいいと思うわ」

　フューラは相変わらずなセルトを見て苦笑する。レリアも同じように笑っていた。

　レリアは我慢出来なくなったのか、セルトの右腕にしがみつき腕に顔を押し付ける。

　雰囲気に中あてられたのか、フューラも空いている左腕にゆっくりとしがみついた。

「……両手に花、ってか？　これ見られたらマジで学園の奴等に殺されるんじゃ……」

　レリアはいつものことだがフューラはそうではなかった為に、少しだけ狼狽うろたえるセルト。

　その言葉に対しての返事は無い。黙ったままセルトに引っ付く二人は目を瞑つぶる。

「もう全部分かったから……今はこうさせて。嫌、って言われても今だけは」

「セルトの隣は私の定位置。でも、両方は私だけじゃ無理だから」

　こうなったら茶化しは無意味と、セルトは一切拒絶することなくそれを受け入れる。

　両腕に伝わる感触をどうせならと堪たん能のうしながら、来たる日に向けての言葉を。

「フューラ。お前、十傑に勝ちたいか？」

　それは意志の確認。今までの彼女なら怖気づいたであろう質問を投げかける。

「勝ちたいわ、絶対に」

「じゃあ、頑張れ。俺はいつも通りやるから」

「私も。二人が頑張るから私も頑張る」

　そうして三人で夜空の下で笑い合う。チームとはつまりはそういうこと。

　自分を信じる。そして自分を信じている他者こそ、本当の意味で信じられる。

　かつて勇者と呼ばれた父親も、そうしてきたに違いないとフューラは感じていた。




　　　　＊




　クレシエンド学園は常に多くの生徒で賑にぎわっている。一人一人が各々研けん鑽さんしながらチームを組み、講義を受けたり戦闘訓練を受けたりとその喧けん騒そうが止むことはない。

　しかし今日に限っては、講義や訓練に生徒の出席は無くクエストに行く生徒もいない。

　直近に決まった一大イベントがある為、多くの生徒がそれを心待ちにしていた。

「──つかさ～別にアタシまで来る必要は無くない～？」

「非常に空気が澱よどんでいます。万が一ということもありますので、セレナ」

「それは分かるケド～。普通にウザいしダルいっていうか～？」

　学園でも唯一観覧席が設けられている演習場が本日の舞台。続々と集まってきている生徒の中でも、一際目を引く存在が演習場の近くを悠々と闊かつ歩ぽしていた。

　勿もち論ろん今日のイベントを見に来ていた彼等だが、他の思惑もありそうだった。

[image: ]

「!!　おい、あれってまさか……」

「嘘だろ、十傑四位まで見に来てるのかよ!?」

「隣には五位までいるぞ。マジでとんでもないことが起きてんな……」

　それは学園でもトップクラスの怪物達。現段階の学園で最も権力を持っている者達。

　そもそも十傑は模擬戦の観戦など基本しない。下のレベルの模擬戦を見たところで得る物など一つも無く、それ以上に十傑は自らの研鑽と責務に忙しくもある。

　もし観戦するとなれば十傑同士の序列入れ替えの模擬戦ぐらいのものなのだが。

「まさかとは思うがあの編入生目当てなのか……？」

「無い無い!!　こんな見せしめみたいな模擬戦だぞ？　『剣聖』の見物だろ、流石に」

　ましてや本来であれば下級生のチームと十傑九位率いるチームという、『結果の分かり切っている勝負』をわざわざ観戦しに来るというのは、一般生徒からすれば驚きよう愕がくの光景。

　とにかく四位と五位すら注目しているこの一戦。異常な事態なのは間違いなかった。

　長身の男とそれに比べたら小柄な少女の組み合わせは、歩きながら会話を続ける。

「ギ～ル～、早く席行こうよ～歩くのマジダルいって～」

「件くだんの彼の顔を一目見ておきたいのです。アイ様も会いに行くと言っていましたし」

「えー、アイちゃんやっぱご執心じゃ～ん。そういうことならアタシも付き合う～」

　周りの目など一切気にしていないのか、二人はまずアイを探し始める。

　彼女は身体こそ小さいがそれでも立派な十傑。当然学園内に居ればよく目立つ。

　遠巻きに人だかりが出来ている場所。そこに行けば必ずいるとギールは確信していた。

「──絶対に大丈夫です!!　セルト君達なら絶対に勝てますからね!!」

「アイ先輩、もうそれ言うの五回目です……ふわぁ」

　そしてその予想は的中。演習場の近くのテラスには男が一人と女が二人。

　そして遠めからみても分かりやすい、ピンクの髪を揺らした小さな少女の姿が。

「アイちゃんいたし～。案外早くめっかるもんだね～」

「当然でしょう。彼女もまた十傑の一人、纏まとっているものが違います。それに──」

　アイを見つけたセレナとギールはすぐさま彼等の下へと寄っていく。

　それに気が付いたアイは、驚いたような表情を見せてぴょんと飛び跳ねていた。

「あ、セレナ先輩にギール先輩!!　お二人もいらしてたんですね!!」

「アタシ的には仕方なく～。どうしてもギールが見ておきたいって言うからさ～」

「個人的な興味です。アイ様、彼が件の人物ということでよろしいですか？」

　ギールは先程までアイと会話していた少年の方に目線をやりながら問い掛ける。

「はい!!　彼がセルト＝ハーレスティア君、私の恩人です!!」

　問われたアイはまるで自分のことのように嬉うれしそうにセルトを紹介し始める。

　当のセルトはまだ眠いのか、欠伸あくびをしながら自分を指差して来訪者を見やった。

　目が合った三人の間に少しの静寂が。ギールはすぐに納得したような顔になり、セレナも少しだけ怠だるそうな態度を崩してセルトを見定めるかのような目線を向けていた。

「はじめまして、私はギールディア＝ヴァルドラゴと申します。セルト様のことは既にアイ様より聞いております。以後お見知りおきを」

「アタシはセレナ＝マナリアス～。取り敢あえずよろしくしとこっかなみたいな～？」

「あ、どうも……。セルト＝ハーレスティアです……」

　ギールは深々と頭を下げながら、セレナは面倒で怠そうな雰囲気を醸し出しながら。

　そしてセルトもいつも通り適当に定型文的な挨あい拶さつを返していた。

「……もう慣れたわ。彼の下に十傑が来るのも当然、当然のことよ……」

「この人達も十傑？　アイのお友達？」

　こういう時の対応が慣れたのか、フューラに特に驚きは無いが動揺はしていた。

　そしてレリアは相変わらずアイを可愛がりながら、間の抜けたことを言いだす。

「お友達というよりも尊敬する先輩方です!!　是非挨拶をお願いします!!」

　アイに促されて二人もセレナとギールに簡単に自己紹介をする。

　現時点では二人に興味が無いのか、セルトの時よりも簡素な自己紹介を返されていた。




「──それでは私達はシャラン様の方にも顔を出しますので。失礼いたします」

「え～、シャランのとこにも行くの～？　アタシ早く座りたいって言ってるじゃん～」

「あ、私も行きます!!　頑張ってくださいね、本当に本当に応援してますから!!」

　そして用が済んだ三人は足早に彼等の下を去っていく。人だかりの中を歩いていても海を割るかのように彼ら専用の道が出来上がっていくのが見て取れた。

「……何だったんだ、結局。挨拶しに来ただけか？」

　まるで嵐のように去っていった十傑達にセルトは珍しく困惑していた。

「多分だけど貴方あなたに会いに来たんでしょ。この騒動の中心だもの、セルトは」

「二人ともアイとは違って見た目からして強そうだった」

　セルトの呟つぶやきにフューラは溜ため息いきを吐きながら予想を告げる。レリアは二人の持っていた実力を肌で感じ取ったのか、感心したような旨の発言をしていた。

「あー、そういう感じ。因ちなみに何位と何位？」

「セレナさんが四位。『魔女』って呼ばれる学園一の魔術使いよ。ギールさんが五位で『竜騎』って呼ばれてるけど……実態がよく分からない人なのよね」

「なるほどね……セレナっていう人とはなんか気が合いそうな気がするわ」

　彼女とは自分に近しいものを感じたらしいセルト。主に性格の部分で。

　あれぐらい緩い人も十傑に居る。十人十色なのだろうと勝手に納得していた。

「貴方はいいわよね。二人とも私達なんて眼中に無いって顔してた」

「完全にセルトだけ見ていた。ある程度は仕方のないこと」

　セルト以外の二人は、彼等にとって自分達が蚊か帳やの外にいることに気付いていた。

　歯は痒がゆさを感じさせながらも不機嫌さはない。むしろワクワクしたような顔をしている。

「いい機会だわ。十傑に実力を認めさせる舞台は整ってる訳だし」

「セルトのチーム。だけど、セルトだけじゃないことも分かってもらう」

　ついこの間までは落ち込んでいただろう状況に二人は前向きな言葉を放つ。

　明らかに心持ちから違う。それを見たセルトはさっきより嬉しそうな表情を見せていた。

「やる気満々だな。そろそろ時間だし、一応作戦でも立てる──」

「──いつも通り私が前線でレリアがサポート。セルトが後方支援、でしょ？」

　何を当たり前のことを、と言わんばかりのフューラに思わずセルトは吹き出してしまう。

「分かってんじゃん。そうそう、それしか無いんだわ俺達には」

「いつもそうやってきた。それが私達の形」

「悲しいことにね。でも、結局それが一番しっくりくるのよ」

　もうフューラの中に迷いは一つも無い。今の自分にやれることをやるだけ。

　完全に吹っ切れているフューラを見て、セルトは薄く笑った。

「よし、サクッと勝って早く寝る。それが一番いい」

「結局モチベーションはそれなのね……。まぁ、その方が貴方らしいわ」

　多くの生徒からすればこれは学園でも珍しく盛り上がる大きなイベント。

　しかしセルトからすれば、ただ自分の邪魔をする障害を排除するだけの厄介ごと。

　二人は大きく頷うなずいて、戦いの前だというのに緊張した様子を一つも見せずに笑った。




　　　　＊




「おかしいですよ、兄上!?　どうしてあの愚民のことをそこまで買うんですか!?」

　時は少し巻き戻り、セルト達がいた場所とは逆方向の控え室近くにて。

　セルト達と相対するチームである金髪の兄弟が何やら言い争いをしているようだった。

「少し黙れ、シュルキ。僕は可能性の話をしただけだ」

　兄であるシャランは椅子に座りながら、あの時と同じように姿勢を正し瞑めい想そうをしていた。

　だが、弟であるシュルキは彼が零こぼしたとある一言に納得出来ず騒ぎ立てている。

　それは十傑の先輩達に今回の意気込みを尋ねられた時に出た一言。本気で勝ちに行くという旨を話し、それでも結果はやってみるまで分からないと告げたもの。

「だからって……『剣聖』である兄上に加えて超エリートの僕がいるのなら負ける訳が無いでしょう!?　僕があれに負けたのだって、それは油断したからで──」

「──お前、本気でそう思っているのか？　相変らず愚かな弟だ」

　いつの間にかシャランは瞑想を解き、シュルキに対して強めに敵意を向ける。

　それに慄おののいたシュルキは言葉をピタリと止め、冷や汗を一つ流していた。

「……簡単に勝てる勝負だと思っていれば、僕はこんな大おお事ごとにはしなかった」

　そしてすぐにすっと敵意を収め、シャランはシュルキを見据える。

　セルトが強いのは分かる。アイが認め、直じかに見たのだからそれは分かっていた。

「どうしてですか……兄上は僕のことは全く認めてくれないのに!?」

「お前の剣には決定的に誇りが欠けている。僕の劣化だと言うのも憚はばかられるぐらいにな」

　シャランは大きな溜息を吐いて、周りからのシュルキの評価について辟へき易えきする。

　自分の後追いでしかなく、それでいて誇りが欠けているその剣技を自分と比べてほしくもない。そういう感情が明確に出ているその発言にシュルキは激げき昂こうする。

「剣に誇りなど必要無いでしょう!?　ただ相手を翻ほん弄ろうする技術があればいい!!」

　シュルキにとって剣とは、ただ自分より下の相手を蹂じゆう躙りんするものでしかない。

　何度も聞いたそのシュルキの戯たわ言ごとに、シャランはもう興味を失っていた。

「……もういい、これ以上喋しやべるな。戦闘中、勝手な真似だけはするなよ」

　諦あきらめたかのようにシャランはもう一度瞑想を再開させる。もう声は聞こえない。

　彼等にチームワークなどみじんもない。それでも数多あまたのチームを粉砕してきた。

　個々の能力だけで全く問題などない。だから今回もいつも通りいく。

（……誇りが欠けているのは彼も同じこと。やっぱり僕にとってそれは許し難く、決してその在り方を認める訳にはいかない。僕にとってはそれが全てだ）

　自分よりも強いアイが認めた少年。だが、それをそう易々と認める訳にはいかない。

　自分の在り方が正しいと、勇者に憧あこがれたその誇りは決して間違っていないと。

『剣聖』と呼ばれる程の実力を以もつて、彼はそれを証明してみせようとしていた。




『長らくお待たせいたしました。まもなく本日のメインイベントを始めます』

　学園側が大々的に打ち出したということもあり、その盛り上がりも普段とは違う。

　十傑同士のエキシビションと同じ形式で行われる今回の模擬戦。前ぜん哨しよう戦せんとして高ランクチームの模擬戦も組まれており観覧席の殆ほとんどは生徒で埋まっていた。

　舞台となる『市街地』を模した演習場は、中央にある大きな広場を囲むように様々な建物が並ぶ。視界は開けてないが、同時に広い空間も少ないので動きが制限される。

　単純な平原や平地であれば圧倒的に不利、山地や森であれば微有利程度になっただろうが、今回に限って言えばどちらにとっても有利不利が無いと言えるだろう。

『──対するは勇者学園に現れた異端中の異端の編入生、セルト＝ハーレスティアをリーダーとするチームです。勇者の娘であるフューラ＝カルベリア様を擁することでも知られています。一体どんな戦いを見せてくれるのでしょうか──』

　セルトのチームの紹介が行われると、観覧席は更に大きな盛り上がりを見せ始める。

　それは一つ前に行われたシャランのチームの紹介に上がっていた歓声とは逆の声。

「うっわ、すっげ罵ば声せい。おかしいな～一応ホームの筈はずなのに」

　大半は罵声で埋め尽くされている観覧席を見上げて、セルトは苦笑しながら言う。

　全く気にしていない様子で観覧席に軽く手を振る余裕すら見せつけていた。

「当たり前よ。観客の大半は貴方が負けるとこを見に来ているでしょうね」

「全員黙らせてやりたいけど、どうせすぐ黙ることになる」

　罵声のほとんどがセルトに対するものになっており、むしろフューラとレリアにはその罵声に掻かき消されながらも少なからず隠れファンから歓声が上がっていたりもする。

　一方シャランのチームに上がっている歓声も凄すさまじい。同じ学園に通う者同士、互いにホームの筈だがその対比というものは見て分かるように明らかだった。

　だが、その罵声が一気に静まり返り段々と歓声へと変わる。それはそれで滑こつ稽けいだと。

「んじゃ、俺は適当な場所で待機してるから。後よろしく」

　そう言うとセルトは自分が有利になる位置にいち早く移動する為に動き出す。

　その場所は二人にも教えない。視線でバレるという可能性を消す為だ。

　今回は開始の合図があるまでざっと半分に分けられたそれぞれのチームの領域には入ることは出来ない。開始された時点で領域は消失し、全体がフィールドになるという仕組み。

　つまりは開始されるまでの僅わずかな時間、領域内なら何処に移動してもいい。すぐにでも戦闘に移りたい相手は、中央の広場付近にもう陣取っていることだろう。

　セルトは事前にリサーチしていた、立ち並ぶ建物の中でも特に目立つほど高くは無いが全体がよく見える場所の屋根を登りきる。ここからなら全体の状況が把握出来る。

　因みに観覧席からは丸見えだが、観客はそれを伝える手段を持たない。ルールとして第三者から一方のチームが有利になる手助けは反則、その時点であっちの負けになる。

　そしてその逆は無い。何故なら観客はセルトが無様に負ける姿を見に来ているのだから。

　そうでなくてもこれは勇者学園内での一大イベント。反則で終了させるという卑ひ怯きようで卑劣な手段など採ってこない。それこそ、セルト以上のバッシングが待っている。

（つまり条件は五分。正々堂々かつ真っ当に、それがあんたの『勇者らしさ』か）

　自分から最もかけ離れているであろうその信念を思うと、口から苦笑が。

　この学園の象徴とも言えるその在り方は、セルトが持っていないものだった。




『各チームが位置に着きました。これより模擬戦を開始します──』

　そして場内に鳴り響く模擬戦開始のアナウンス。直後に派手なファンファーレが流れてから本格的な戦闘の開始となる、こういうイベント時のみの特別仕様なのだが。

　気持ちを切り替えようとセルトは頬を叩たたき、心を落ち着かせる為に空を見上げる。

　澄み渡るような青空。そうであるが故に、セルトはそこにある僅かな違和感に気付いた。

　異常に眼がいいセルトの目が捉とらえていたのは、この位置からでは極小の黒い点。

「……あ？　いやいや、本当に勘弁してくれよ……」

　視覚を望遠に特化させ、その詳細を見た時に身体がゾワッとした感覚に襲われた。

　思い返されるのは最近急に高難度クエストが増えた、というアイの文言。

　その一部を攻略していたセルトは、漠然とながらずっと嫌な予感を持ち続けていた。

　タイマンで負けない自動反撃の魔狼。近付くことすら出来ない砦とりで。中に入った者の力を奪っていく一本道のダンジョン。そして正攻法ではループに陥る世界一高い塔。

　まるで『既存の勇者のやり方』を殺すかのような、その魔族の悪意の数々は。

「俺を執しつ拗ように誘ったのはそういうことかよ、ギャラガさん……」

　それはセルトにしか視認出来ないであろう、超上空に突如出現していた黒い塊。

　そしてセルトは見た。その黒い塊から、大量の魔族が湧き出てきているのを。

『今は一人でも強い奴が学園にいてほしい』

　ギャラガも魔族の動向が近頃おかしくなっていたことに気付いていた。

　勇者を育成する学園がいずれ狙われることになるというのも、また一つの道理だろうと。

　そして直後にファンファーレが鳴り響き始める。だが、セルトは戦闘準備はせず。

「どうやら、人間同士で争ってる場合でもないみたいよ十傑の皆さん方」

　普通の人間でももう気付くぐらいの距離。セルトは苦笑しながら言う。

　セルトはその場から一歩も動かない。ただただ、上空にある黒い塊を見続ける。

　そして既に空は、溢あふれんばかりの魔族の大群で埋め尽くされていたのだった。








五章　そして全てを決める一手を打ったのは






「──本当に良かったのですか、ディアボロ様。このような勝手な真似をして」

「馬鹿が、いいんだよ。様子見なんてクソ温ぬるい事やってられるかぁ!!」

　学園の超上空。そこでは悪魔のような姿をした二体の魔族が会話していた。

　男性型の方も女性型の方もどちらも髪の色は赤色。似ているのはそこだけ。

　そしてディアボロと呼ばれた魔族の傍には直径十メートル程の真っ黒な空間の歪ひずみが。

「ですが、魔王様は『有望な人材は決して殺すなよ』と命令を……」

「この程度で死ぬならそれこそ有望でも何でもねぇ。こっちだってムカついてんだよ」

「確かに……せっかく育成したペットも造ったダンジョンも全部無駄でしたね」

「あぁ、そうだぁ!!　正面切って戦うしかねぇ『馬鹿』を殺す為に苦労したってのによ!?」

　ディアボロは自分の工夫と苦労の多くがフイになったことに相当お怒りらしい。

　女性型の部下が『魔王の命令』だと言ったように、彼等は魔王直属の魔族の精鋭だった。

　告げられたのは、勇者学園の偵察。魔王の命令にしては実に緩いもの。

「ったく、死闘ジャンキーも大概にしやがれぇ……クソ魔王がぁ……」

　ディアボロはその中でも四幻魔と呼ばれる内の一角。だから魔王に対しても口が悪い。

　そしてその魔王の思惑も知っている。文句が口から溢れて止まらない。

「じゃあ、ディアボロ様が魔王様の相手をすればいいじゃないですか」

「出来るかぁ!!　あれと互角に戦ってた最強の『馬鹿』が異常だったんだよ!!」

　約二十年前に行われた文字通りの死闘を思い返して、ディアボロは寒気を覚える。

　魔界側と人間界側に広がっている現在の冷戦状態。だが、その実態は多少異なる。

　人間側は魔王が勇者の手によって弱っていると思っている。しかしそれは大きな間違い。

　勇者はあの時に負けた。だが、確かに魔王と死闘を繰り広げたのは間違っていない。

「もう二十年……あの戦闘狂が痺しびれを切らすには十分過ぎる時間だ」

　幸運だったのは、その魔王が勇者との戦いに極限までハマってしまったこと。

　魔界側が知っている、魔王は自分と互角に渡り合える強者を今も求めているという真実。

　かつてのギャラガ勇者のように、自分を最高に楽しませてくれる存在を待ち続けている。

「約束は果たされてるか？　強い奴がいないなら全員死ぬことになるからなぁ」

　そしてディアボロは自分が創り出した空間の歪から降下していく魔族の群れを見て笑う。

　それは命令通りの様子見。隣では部下が額を押さえながら溜ため息いきを吐いていた。




「やべぇだろ、あの数はぁ!?　何がどうなってんだよ!?」

「何で、何で!?　今まで学園を魔族が襲ってきたことなんて無かったのに!?」

「どう考えてもあんな数対処できる訳無いだろ!!　どけ、逃げるしかないんだよ!?」

　一転して盛り上がりからパニックへと変わった学園内。その異常な事態に気付いた生徒から順にまるで蜘く蛛もの子を散らすように観覧席から逃げ出していく。

　それも無理はない。あの魔族達はただ数が多いだけじゃなく、高ランクの生徒でさえも滅多にお目にかかったことのない一目見ただけでも分かる強い魔族達だったから。

『お、落ち着いて行動を……パ、パニックにならないように──』

　誰も場内のアナウンスなど耳に入っていない。完全に戦意を喪失している生徒達は我先に助かろうと他の人間を押し退けながらその場を早く離れようとしていた。

「──マジウザい～。戦う気が無いなら邪魔だからさっさと消えて～」

　このままでは収拾がつかなくなりそうになったその時。パニックに陥っている生徒達全ての身体が魔力に包まれ浮遊し始め、物もの凄すごい速度で演習場から何処かへ飛ばされる。

　そして時間にして十数秒にも満たない内にパニックに陥っていた生徒達はその場から消え失うせていた。その場に残っている生徒は演習場にいた五人と観覧席の三人。

「流石ですね、セレナ。やり方はともかくこれでパニックは収まりました」

「迅速に生徒の安全を確保……セレナ先輩はやっぱり凄すごいです!!」

「別にそういうんじゃないし～。てか、ぶっちゃけ喋しやべってる暇無くない～？」

　観覧席に残っていたのは、行われる筈だった戦いを見届けようとしていた十傑の三人。

　続々と演習場に降り立っている魔族を見ながら、明らかに余裕をかましていた。

「手分けしましょうか。シャラン様が中央にいますので、私達は他の三方向を」

「了解です!!　手が回らないところはどうしますか？」

「何とかなるでしょ～この程度乗り切れない奴等ならシャランにも勝てないし～？」

　交わす言葉は少なく、セレナの言葉の直後に三人は別々の方向に駆け出していく。

　この三人ならばあの程度の魔族でも相手にならない。それ故の十傑の称号。

　ご丁寧にも魔族達は演習場内のみに降り立っている。その多くは中央広場に集まっており、その原因というのもその場所に居座っている人物が大声で叫んでいるから。




「──聞け、魔族共!!　神聖な勝負の邪魔をするというのなら容赦はしない。何体でも何十体でもかかってこい、降りかかる火の粉は僕が全て払ってみせる!!」

　自らの信念と正義を懸けて行う真剣勝負。それを水際で邪魔されたシャランの表情は、普段の物腰柔らかな雰囲気を崩して明らかな怒気に彩られていた。

　実に十数体の魔族がシャランに向かってくる。それに対してシャランは鞘さやに納めたままの剣の柄をそっと握り、襲い掛かって来る魔族をギリギリまで引き付けていた。

「『剣聖』と呼ばれる所以ゆえん、今ここで魅せようか!!」

　シャランの間合いに入った全ての魔族は、その身体を瞬く間に十分割された。

　そのどれもがきっちり十の物体に。分けられてから暫しばらくして血が噴き出し始める。

　そして分割された魔族の顔には既視感がある。魔族がセルトに遠距離から撃ち抜かれた時のあの顔、『何が起きたか全く分からない』という圧倒的な格差の証あかし。

「──ふっ!!　……流石に届かないか、出所までは」

　そして上空を飛ぶ魔族は超速で振られた剣によって生じる飛ぶ斬ざん撃げきで対処。

　しかし、その根本を切るまでには至らない。圧倒的に射程が足りていなかった。

　その後シャランは迎え撃つだけでなく、果敢に魔族へと向かって行きその身体を斬り裂いていく。速さで言えばアイに大きく劣るが、その技量はアイの比ではない。

　迫る攻撃は見事なまでに受け流し、その磨き抜かれた剣技で敵を屠ほふっていく。

　その姿はまさしく、人生の全てを剣のみに捧ささげた者にしか辿たどり着けない領域。

「僕は逃げも隠れもしない!!　それが僕の志した道だ!!」

　そのまま目に入った魔族を全て、その剣にて斬り裂くまで彼はもう止まらない。

　これが十傑序列九位の『剣聖』。剣のみを用いた戦闘で彼の右に出る者はいない。

「──流石シャラン君、見直しましたよ。私も負けてはいられませんね!!」

　市街地の屋根をぴょんぴょんと飛び跳ねながら、アイもまた自慢の槍やりを振り回し踊るかのように魔族を撃ち落としていた。その姿は常人では一切捉えきれない。

　アイの場合はまず敵に攻撃の隙すら与えない。気付いた時には命を取られている。

「私では上は無理ですね……。ですが、露払いぐらいは幾らでもやりますよ!!」

　あの塔で見せた大立ち回り。それすら霞かすんでしまうほどの全力全開での戦闘。

　小柄な身体で身の丈以上の槍を振り回しながら、超スピードで駆け回る少女の姿。

　それを誰がそう評したのか、まさしく彼女は『流星』の名を冠するに相応ふさわしい。

「何が目的かは知りませんが……彼等の気持ちを無下にするのは許しません!!」

　そしてアイもまた、シャランと同じように無粋な乱入に怒りを露あらわにしていた。

　アイの前に現れて無事だった魔族は今までいない。そして今も当然いない。

　これが十傑序列七位の『流星』。学園における最強で最速の槍使い。




　そして同時刻。アイとは反対方向を担当していた一人は魔族の群れを見て憂う。

　彼にとって魔族はただ意思も無く言われるがままに人間を襲う人形にしか見えない。

　彼程魔族を憎んでいる生徒は他にいない。魔族というよりも、その根源を。

　だから彼はクレシエンド学園にいる。眼前の魔族と半分同じ血が流れている彼が。

「──お見せしましょうか。私の全てを奪った魔族と魔王に報復する為の力を」

　ギールディア＝ヴァルドラゴ。『竜騎』と呼ばれる彼は人前での戦闘をあまり好まない。十傑同士で行う模擬戦にも滅多に出てこないその理由は。

　人型だった彼の身体はみるみるうちに異形へと変化していく。着ていた制服は破れ、その表皮を覆う漆黒の鱗うろこが白日の下に晒さらされていくと完全に姿を『竜人』へと変える。

「嫌なんですよね、この姿。それでも今は本気でやらせていただきます」

　ギールは黒竜と人間のハーフ。普段の身体は人間ベースだが、力を解放すれば人の知能を持った二足歩行の黒竜になる、勇者学園における異例中の異例。

　正直なところセルトなど目ではないぐらいの異端。それでも彼はクレシエンド学園で最も勇者に近いとされる十人の一人。半人半魔でありながら、人を愛し魔族を嫌う外れ者。

　その姿を見た魔族達は恐れ戦おののく。黒竜とは滅びの象徴、そして何より異質な竜人。

「焼き尽くしましょう。恨むのであれば、貴方あなた達の王を」

　ギールの口に強大なエネルギーが蓄積される。それは魔術ではない純粋な竜の力。

　そして放出された地獄の炎よりも熱いとされるブレスは、眼前の魔族を焼き尽くす。

　その猛火は周りの温度すら一気に引き上げる。余波でさえもその威力は凄すさまじい。

　ブレスをなんとか逃れた魔族もいるが、その時には既に鋭い爪で引き裂かれる。

　爪が空いていなければ牙きばで、どちらも無ければその雄々しく重厚な尻尾しつぽで。

「これでも根本には届きませんか。竜にも限界があるということですか」

　今自分がやるべきは目の前の魔族を殺し尽くすこと。それ以外は眼に入らない。

　優しく穏やかな口調とは裏腹に、荒々しく暴れ回るその姿はまさに竜そのもの。

　竜が暴れれば一つの国が亡ぶという。彼もまた、その例には当然漏れていない。

　だがその心は何処までも穏やかに。穏やかであるからこそ彼は人を心底好いている。

　これが十傑序列五位の『竜騎』。竜の身体で人の心を持つ、唯一無二の存在。

「──あっつ～。ギールの奴やけに張り切ってんね～ウケるわ～」

　そしてギールとは少し離れた場所で、手をパタパタさせながらベンチで寛くつろいでいる少女。

　周りには既に魔族が十数体転がっている。不思議なのは、それらのやられ方というものが全て同一ではないこと。ただ単に斬り裂かれたりしたものではない。

　あるいは黒焦げ、あるいは氷漬け。圧死しているものもあればバラバラになっているものもあり、果ては完全に浄化されているものや跡形も無くグチャグチャなものも。

「え～まだ向かってくるの～？　流石に馬鹿ってレベルじゃなくない～？」

　第一波の後には第二波が。セレナは欠伸あくびを一つかましながらその場から動かない。

　指一つ動かさないまま、彼女は向かってくる魔族に対してとある魔術を放つ。

　八色に輝くその魔術は大した速度を伴っていない。ふよふよと雲のように漂っている。

　それを全く意に介さない魔族達だったが、間違いなくその場から逃げるべきだった。

「はい、どーん～。全属性魔術の集合体はとびっきり痛いよ～」

　その魔術は急速に弾はじけ飛び、ありとあらゆる属性の魔術をその場に放出させる。

　炎、雷、水、氷、風、光、土、闇が散らばっていく光景はまさに圧巻。

　その一つ一つの魔術が凄まじいまでの魔力を帯びておりそれが無数に存在する。

　それを間近で喰らったもの、少し離れていたもの、例外なく全てが巻き込まれる。

　まさに災害といって差し支えないその馬鹿げた魔術。世界で唯一全属性の魔術を使いこなす彼女の手にかかれば、群がる魔族など障害の一つにもなりはしない。

「つっまんな～。ただ死にに来たんじゃさ～普通にイミフなんですケド～？」

　殆ほとんどの生徒が裸足はだしで逃げ出す程の異常事態。それでも彼女の退屈はしのげない。

　彼女は天賦の才を持つ本物の天才。属性魔術といえば彼女に敵かなう者などいない。

「で、セルトだっけ～？　あいつしか無理でしょ、あの高さは～」

　セレナは上空を見上げるまでも無く、原因の解決については早々に諦あきらめている。

　彼女すら知らない超遠距離魔術を使うという件くだんの編入生。普段から全くといっていいほど湧いてこない興味の源泉を少しだけ刺激したその人物の動向だけは気になっていた。

　どうせだし見に行こうと。道中で適当に魔術をぶっ放しながら怠だるそうに歩く。

　これが十傑序列四位の『魔女』。学園どころか世界最高峰の魔術使いの少女だった。




　　　　＊




「──最高のタイミングよ、レリア!!」

「当然。フューラの攻撃も的確」

　そして突然の魔族の襲撃にもしっかり迎撃の準備を整えていた少女が二人。

　シュルキと会敵する直前だったが、当のシュルキは空を覆いつくす魔族を目撃したその瞬間に喚わめき散らして何処かへ消えた。大方シャランに助けを乞こいに行ったのだろう。

　レリアが相手の攻撃に合わせて完かん璧ぺきに障壁を張り、フューラもそれに合わせて磨き上げたレイピアによる剣技で魔族を次々に打ち倒していっていた。

　十傑が魔族を討伐する速度には到底及ばないが、一体一体を確実に倒すその連係。

　何よりも不測の事態にも全く焦ることなく対応してみせたその胆力は他とは違う。

「次よ!!　今の私達なら負ける気がしない!!」

　喜んでいる余裕も無しにフューラはすぐさままだ残っている魔族へと向かって行く。

　フューラの動きはこの前と比べれば見違える程俊敏で正確かつ丁寧なもの。

　本来であればこれぐらいは出来て然しかるべきの彼女の実力。真面目に実直に純粋に、遥はるか高みにいる父を目指して鍛え上げた剣技と魔術は正しく魔族を打ち倒す力だった。

「呆あきれてしまうぐらい洗練された動き。最初からそれをやってほしかった」

　それは思わずレリアがそう零こぼしてしまうぐらいに美しく艶あでやかだった。

　迷いと葛かつ藤とうが消え、自分を信じることが出来た彼女の動きに感心している。

　たった一つのきっかけで人はここまで変わる。それはかつてのレリアもまた然り。

「私が出来るのはこれだけ。でもフューラには指一本触れさせはしない」

　元々はセルトを二度と傷付けさせないという想いで磨き上げてきたレリアの防護魔術。

　それでももう既にレリアの中の大事な人にフューラはなっている。守りたいという強い思いに反応して強固さを増していくその魔術は、言った通りに指一本すら通さない。

　そしてフューラのレイピアが最初に襲い掛かってきた魔族の群れの最後の一体を貫く。

　正確に喉のどを貫いたレイピアを抜くと、魔族はその場に倒れ伏しフューラは息を吐いた。




「取り敢あえず波は去った、ってことでいいのかしら……？」

「……いや。上を見て」

　安心したのも束の間。上を見上げればまだ最初から数は減っているものの、未いまだに続々と魔族が上空から降下してきているのが分かる。

「これじゃキリが無いわ……。幾ら十傑もいるとはいえ、いずれはジリ貧よ……？」

　フューラは額の汗を拭ぬぐいながら、状況の打破は出来ていないことを示唆する。

　このまま魔族を倒しているだけではどうにもならないと感じ取っていた。

　唯一この場を何とか出来そうな人物の所在も、今の彼女達には分からない。

『セルト、聞こえる？　こっちは大丈夫』

　長い戦闘が終わり、少しばかりの余裕が出来たところでレリアがセルトに通話を飛ばす。

『……セルト？』

　しかしセルトの返答は無い。交戦中なのか、それとも他に何らかの要因があるのか。

　だが、彼に呼び掛けて返事がなかったことなど今まで一度も無い。

『セルト!?　何かあったの!?　返事して……!!』

　そして再度呼び掛けても言葉は返ってこない。その瞬間にレリアは駆け出す。

　とにかく高い場所に彼はいる筈はずだが、レリアは目に見えて焦っていた。

「落ち着いて、レリア!!　一人で動いたら危険よ!?」

「それよりもセルトが心配……!!」

　フューラの制止を振り切って、レリアは周りを一切気にすることなく走っていく。

　どう見ても冷静ではないその動き。少し遅れるようにフューラも後を追いかける。

　建物の間をすり抜けていそうな場所を探す。とにかくセルトの無事を確認したかった。

「──ッ!?　邪魔しないで……!!」

　しかしその進行方向には多数の魔族が。彼女達を視認した魔族はじりじりと寄って来る。

　迂う回かいしたところで既に見つかっている以上挟撃の危険性もあり、レリアは歯は噛がみした。

「……レリア、私が相手するからすぐにセルトのところに行って」

　一いつ旦たん足を止めたレリアの前にフューラが出る。狭い場所で多対一という危険な状況。

　それでもフューラはレイピアを構え、多少の震えと共に立ち向かう意志を見せる。

　二人で相手すれば安全だが多くの時間がかかる。一人は向かうのが最適だと。

（……そうか。私が、フューラも大事になっていた理由は）

　その後ろ姿を見たレリアは思わず息を呑のむ。あの時と同じ、自分が守られる側の光景。

　また同じ過ちを犯すのか、と。ここで自分が取るべき行動はもう決まっていた。

「レリア、早く……!!　貴方が行かないと彼は──」

「──行くのはフューラ。二人は私が絶対に守る」

　レリアはフューラの足元から障壁を展開させ、近くの建物の屋根まで伸ばす。

　突然の浮遊感にフューラは驚きながらも、なんとか屋根に着地し下を見る。

「レリア、何を……!?」

　フューラの疑問にレリアは微笑を浮かべて、向かってくる魔族を真っ直ぐ見据える。

　そしてレリアも魔族に対して歩いて行き、魔族に対して大声で叫ぶ。

「私はもう誰も傷付けさせない!!　もう二度と、大切な人に辛つらい想いをさせない……!!」

　襲い来る攻撃に合わせて神がかり的なタイミングで的確に障壁で自分を守る。

　常に障壁を張っていたら魔族は攻撃を諦める。だからギリギリまで無防備でいる。

　彼女に勝てる可能性など一つも無い。だが逆に言えば負ける可能性も一つも無い。

　そして死ぬつもりも毛頭無い。この行動こそが、二人を守る為の最善策だった。

「貰もらったわよ、貴方の気持ち……!!」

　初めて聞いたレリアの大声。そして想いの籠こもった言葉を確かに聞いたフューラは走る。

　セルトが通話を聞いていない、そんな杞き憂ゆうであればそれが一番いい。それでも万が一の可能性も考慮してフューラはセルトがいるであろう場所まで全速で向かっていた。




　魔族の襲撃から約十分。戦力的には人間側が優勢、魔族はただ薙なぎ倒されているだけ。

　しかし数は全く減っていない。どこかで何かがあればすぐに形勢は逆転する。

「──いた!!　見つけたわ!!」

　一旦戦線を離脱して、屋根の上を跳びながら彼を捜していたフューラ。

　高い建物の屋根に居る、そう当たりをつけて捜していたがセルトの姿を見つけた。

　上手うまいこと他の建物の陰になっており、注視しないと見つからないような場所。

「!!　全く動いてない……？」

　そこで彼は上空を見上げたままの状態でただ立ち尽くしているだけだった。

　いつもの彼なら絶対に動き出している。こんな非常事態なら尚なお更さらの事。

『──その結果、セルトは極端なまでに魔族を怯おびえるようになった』

　不意にフューラの頭をよぎったのは、あの夜にレリアに告げられたセルトの過去。

　突如現れた魔族の大群。それを目の当たりにし、過去のトラウマが蘇よみがえっていたとしたら。

（トラウマを克服していたとしても、絶対に有り得ない話じゃない……!!）

　フューラは速度を上げて一秒でも早く彼の下へ辿たどり着けるように駆けていく。

　彼女はずっと彼に助けられてきた。見捨てることなんて到底できる筈も無い。

　そしてフューラはセルトの下に辿り着く。声をかけるよりも前にセルトの手を握った。
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「!!　……フューラ？」

　思いがけないフューラの登場に、セルトは驚きながらもフューラに目線を移す。

　よく見れば物もの凄すごい汗を掻かいている。明らかにいつもの余裕が無い彼のその姿。

　とにかく無事で良かった、そう思うよりも前にフューラの口から言葉が溢あふれ出していた。

「大丈夫よ、貴方あなたは一人じゃない!!」

　そのままセルトを抱き締めて、セルトの言葉を待たないままフューラは二の句を継ぐ。

「私もずっと怯えてた!!　お父様に認められないまま、周りの期待に応こたえられなくて、自分は一体どうすればいいんだろうってずっと怖がってた!!」

　叫ぶようにフューラは自分の思いの丈をセルトに伝えていく。無理をして学園に入ったこと、何者にもなれないかもしれない未来がずっと怖かったことを。

「チームを組んだ時のことを覚えてる……？　あの時貴方は損得勘定だけで動いてたかもしれない、でも。……ただ利用されていただけの愚かしい私の最初の救いはそれだった」

　怯えているであろうセルトが安心出来るように背中をポンポンと叩たたきながらフューラは続ける。お互いの利害の一致だけではなく、あれは確かに救いだったと。

「フュ、フューラ……ちょ、待て──」

「──思えば貴方にずっと救われてきた。まだまだ未熟で、大して役にも立てなかった私でもやれることはあるって、ずっとそう言われていた気がするの……」

　セルトの言葉を遮って、フューラは伝えたいことを伝えていく。あの日の夜に自覚した全ての事を、ずっと彼が自分の心の支えになっていたことを打ち明ける。

「トラウマや恐怖があるのなら私も一緒にそれを背負う!!　自分自身を信じること、自分を奮い立たせることで迷いを振り切れることを貴方が教えてくれたから!!」

　そしてフューラは力強くもう一度セルトを抱き締める。自分の鼓動を伝えるかのように。

　震え始めていたセルトの身体から少しずつ、その震えが収まっていくのを感じる。

「怖がってもいいの!!　私やレリアを信じてくれればそれでいいから……」

　フューラはセルトの目を真っ直ぐ見て、かつて彼に言われたことを返す。

　払ふつ拭しよくは出来ないかもしれない。完全に恐怖を乗り越えるのは難しいかもしれない。

　それでもあの言葉は確かに自分に勇気を与えてくれていたのは間違いない。

「貴方にずっと言われた言葉を今返すわ……!!　頑張って、セルト……!!」

　そして𠮟しつ咤た激励。少しでも彼の中に立ち向かう勇気が出てほしいと無我夢中だった。

　言いたいことはほぼ言い切ったのか、フューラは一度言葉の波を途切れさせる。

　捲まくし立てた影響か息が切れている。まだ最後に残っている言葉を口にしようとした時。

「誰にも出来ないことをやってきた……やれるように頑張っている貴方がわ、私は──」

「──あっははは!!　黙ってれば言いたいこと好き勝手言ってくれるな、フューラ!!」

　フューラが言い切るよりも前に、我慢出来なくなったのかセルトは大笑いし始める。

　本当におかしいのか、腹を抱えて笑いだす始末。フューラが想像していた展開ではない。

　そもそもこうして、子供のように大笑いする彼を見るのも初めてだった。

「!?　わ、笑ってる……？　な、何がどうなって……」

　自分は何も面白いことなど言っていないと、フューラは明らかに困惑する。

「俺が何か言う隙間すら与えてくれないんだもんな。あー、笑った笑った」

　満足したのかセルトはなんとか笑いを収めて、フューラの肩にポンと手を置く。

　一ひと頻しきり笑った後の彼の顔は、少なくとも怯えを抱いていた人間には見えなかった。

「そういや知ってたな、俺が過去に魔族に対して怯えてたって」

「そ、そうよ!!　克服したとも聞いてたけど、立ち尽くしてたからてっきり……」

「いやー、あの空間の歪ひずみいいな～って思ってずっと見てたんだわ。どっかで役立ちそう」

　セルトは視線を上空に戻し、フューラもそれに倣う。魔族の姿は見えるが、セルトが言うような空間の歪らしきものはフューラには見えなかった。

　だが、きっとセルトには何か見えていた。それ故に自分達は態勢を整えられた。

「じゃ、じゃあ全く怯えとか無いの!?　本当に怖くない!?」

「怖かったらとっくに逃げ出してるっての。正直逃げ出しても良かったけどさ」

　セルトは怯えてなどいなかった。いつも通り悠然と構えていただけ。

　フューラが来るより前は上空を見上げながらも観察の邪魔になっていた魔族を何体か返り討ちにしている。言うなればフューラの早とちりだったという訳だ。

「でも、通話にも応じなかったじゃない!?　レリアも取り乱してたわよ!?」

「え、マジか。めっちゃ集中して見てたから気付かなかったわ～悪い悪い」

　いつものようにセルトはヘラヘラした雰囲気でただ気付かなかったと告げる。その所せ為いでどれだけ自分とレリアが心配したか、とフューラはセルトを睨にらみ付けて胸のあたりを強めの力で何度も叩き始める。強めなので多少は痛く、セルトは咳せき込んでしまう。

「だったら早く言いなさいよ……!!　無駄に心配させないでよね……!!」

「……わ、悪かったって!!　次からはそういうことがないように気を付ける……」

　真に迫るかのようなフューラの𠮟責にセルトは頭を掻きながら謝罪をする。

　フューラは叩くのを止めて、セルトの胸に顔を埋める。安心したのか、堰せきが切れたかのようにフューラの目からは涙が零こぼれ小さく嗚お咽えつを零していく。

「わ、私の言葉が意味無かったなんて、絶対言わせないから……」

　勘違いしてたとはいえ、フューラがセルトに伝えたことは全てが本心であり本音。

　そして間違いなく本気で伝えていた。当然セルトにもそれは届いている。

「……ま、一瞬ブルったのも事実だ。めっちゃ笑えたし、響いたよお前の言葉は」

　一瞬、ほんの一瞬だけだが魔族が空を覆いつくした時にフラッシュバックがあった。

　それこそが本当の意味で自分の原点。死にたくないと泣いた忘れられないあの日の事。

「遂ついに頑張れって言われちまったしな。じゃあ、今日ぐらいは頑張ってもいいだろ」

　まるで自分に言い訳をするかのように、セルトは辺りを見渡して言う。

　化け物揃ぞろいの十傑の面々でもあの超上空の魔族に対して何も出来ていない。

　直接言われた訳でも無いが、託されているのだろう。セルトは大きく息を吐いた。

「ほら、行った行った。レリア置いて来てるんだろ？」

　そしてフューラの背中を押して、お前のいるべき場所はここじゃないと告げる。

「……信じてるからね。貴方のこと」

　押されたフューラは一瞬だけセルトに振り返ると、そのまま走り去っていった。

　その背中を見送ったセルトは、もう一度上空を見上げ始めた。

「さて、学園を壊されたら俺の平穏が消える。それだけは避けないとな」

　セルトは変わらない。襲ってきた魔族を打ち倒す理由はそれだけで十分だった。

　魔族達は知らない。世界で唯一の超遠距離魔術を使いこなす異端児がここにいることを。
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「──レリア!!　無事かしら!?」

　セルトの無事の確認と覚悟を聞いたフューラは一目散に、戦場の真っただ中に置いてきてしまったレリアの下へと向かっていた。彼女にはお礼をしてもし足りない。

　レリアの姿を視認したフューラはすぐに彼女の下へ全速で駆け寄っていく。

「無事ですよ!!　可愛い後輩を守るのは先輩の務めです!!」

「アイ先輩!?　良かった……本当にありがとうございます……!!」

　ひょっこりとレリアの背後から顔を出したのはアイだった。満面の笑みでフューラを出迎えて、レリアもそれに釣られるかのように微笑を浮かべている。

　二人とも無傷なのを見ると、すぐにアイが救援に来てくれていたらしい。あの時の約束がこのような形で成されると思っていなかったフューラは安あん堵どの息を吐く。

「その様子だと、セルトは大丈夫だった？」

「えぇ、無事どころか大笑いされたわよ……!!　通話も聞いてなかっただけみたい」

「クスッ……如い何かにもセルトらしい。ありがとう、フューラ」

　セルトの無事を聞いてレリアも重荷を解いたかのように小さく息を吐く。

　そしてそれを迅速に確認してくれたフューラに対して深々と頭を下げた。

「ちょ、やめなさいって!?　お礼を言うのはこっちよ、レリア……」

「ううん、きっとレリアの言葉だから笑ってくれた。それが一番大事なこと」

「ふふ……二人ともとっても仲良しさんですね!!　私も嬉うれしいです!!」

　未いまだに予断を許さない状況でありながらも、三人は余裕をもって談笑している。

　それは周りに魔族の気配が今のところない、この場に最強で最速の槍やり使づかいがいる、即席とはいえチームを組んだメンバーであるなどと様々な理由があるが。

「……始まった。ここからでも感じる、とんでもない魔力」

　それら全てを覆い隠す程に大きな事象。彼が健在であるという一つの事実があるから。

　三人は協力して近くの建物の屋根に登る。感じるだけではなく、この目で見たいと。

「私達だけじゃ絶対に届かない勝ち筋、ですね。やっぱり彼がいないとですよね!!」

　遠くに微かすかに見える彼を見つめながらアイは、心底嬉しそうにそう言う。

　強いだけじゃない、本当に必要な一手を打ってくれることを彼女はもう知っている。

「今度はちゃんと見てるから。いつだって、私達はそれに助けられてきたもの……!!」

　魔族が湧いてきているのは未だに止まらない。止まらなければこの事態は終わらない。

　出来るのは信じることだけ。彼に伝えた通り、一つの疑心も無くそれを見届けていた。




「──ディアボロ様。これは流石に誤算なのでは？」

　一方、大量の魔族を学園に送り込んでいた上空にいる魔族は下の惨状を見て呟つぶやく。

　流石にあの数ではただでは済まないと思っていたが、結果はその逆。

「……。いや、これであの野郎にいい報告は出来るだろ。死んだ奴等には合掌だ」

「明らかに責任問題ですね。四幻魔剥はく奪だつもあるんじゃないですか？」

「うるっせぇ!?　いいだろ、十分過ぎる程『馬鹿』共が強いって分かったんだから!!」

　ちょっかいをかければ、この学園で優秀である奴等の実力が見えてくる。

「マジでやべぇレベルのが四人、そこそこなのが二人、未知数が一人ってとこか」

「収穫自体は悪くないですね。こちらの被害が多過ぎますが」

　そういう意味で言えば彼等の作戦は確かに功を奏していたと言えるだろう。

　とはいえ、ここまで部下の魔族達がなぶり殺しにされるとは思ってはいなかった。

「で、どうするんですか。ここまできたら後には引けないですよ」

「分かってらぁ!!　ちょっとでも痛い目見てもらわないと気が済まねぇ!!」

　それでも彼等は襲撃を止める気は無いらしく、空間の歪を解除しない。

　ディアボロは一人か二人ぐらいは死んでもらおうと学園へ向けて手をかざす。

　禍まが々まがしい魔力が渦巻き、魔力球がディアボロの手から撃ち出される。

　それはセルトの使う魔術と似ていたが、その色は真逆の黒を帯びていた。

　超上空からの遠距離魔術。喰らえば誰もが射程外のその一射だったが。

「……はぁ？　有り得ねぇだろ、生意気にも相殺した奴がいやがる」

　しかし魔力球は学園に届く前に弾はじけ飛んだ。信じ難い事実に思わず目を剥むいてしまう。

「!!　おい、アスタァ!!　見てみろよ、俺達のこと見えてる奴がいるぞ!!」

　そして彼は一つの違和感に気付き、アスタと呼んだ部下の女性にそれを問い掛ける。

「そんなまさか。地上まで一体どれだけの距離があると思ってるんです……か」

　そして彼女も気付く。何の変哲も無さそうな少年が、確かにこちらを見ていた。

「な？　あのガキ、絶対俺達のこと見てるぞ」

「なにやら嫌そうな顔もしてますね……。なかなか人間も侮れないものです」

　魔族の中でも特に『眼』が良い悪魔である二人は、その光景に素直に感嘆する。

「これはディアボロ様。四幻魔剥奪どころか、命も危ないのでは？」

「抜かせ!!　俺があんなガキに負けるかよぉ!!」

　眼が良いということは、必然的にそれを活いかす術すべも持っているということ。

　それを分かっているディアボロはそう口にしながらも、楽しそうに笑っていた。




　そして地上。屋根の上から上空を眺めていたセルトは、表情を曇らせていた。

「うーわ、目が合った。マジで見えてるのかよ、この距離で」

　奇くしくも上空にいる魔族達と同じような感想を抱いていたセルト。

　降ってきた自分が使う魔術と同じような魔力球を撃ち落とした直後に確かに目が合った。

　ギャラガと目が合ったと思った時とは違う、確かに存在している視線と視線の交錯。

　あそこまで高いところにいるのならそうだろうとセルトは無理やり納得する。

「今までで一番遠いかもな。遠い上にあの魔族多分つえーわ」

　目算で空間の歪までの距離は約二十五キロ。あの塔の最上階の結晶よりも遠い場所。

　それを確認したセルトの周りには、事前に魔力を溜ため込んでおいた魔力球が一つだけ浮いている。今この瞬間にも限界まで魔力を込め続け、その魔力は増幅する。

　その魔力の奔流は魔術を知っている者が見れば、そのあまりの純度に卒倒するレベル。

「生まれて初めて競い合うことになるのか。ちょっとだけ興奮してきた」

　セルトは自分以上に射程を扱えるかもしれない存在と出で逢あったことはない。

　そして恐らく相手側も同じ。自分と同じ表情をしているのがすぐに分かった。

「準備は出来た。今の俺の全てをこの一射に懸ける」

　今の自分に出来る最高の魔力球は完成した。これで撃ち抜けないのなら終わりが見える。

　しかしセルトの脳裏にはそんな思考は一つも無かった。何故なら撃ち抜けるという自負があり、自分が今までやってきた全ての積み重ねを信じているから。

　あちらもきっと同じことを思っている。自分のそれが相手に届かない筈はずは無いと。

「そんじゃ、純粋な射程の勝負をしようか。異常な似た者同士のさ!!」

　そしてセルトは、魔力球を振りかざした手と共に勢いよく放出させる。

　それは単純故に強力な代物。ほぼ光にも近い純白のその魔術はどこまでも届く。

　射程を経れば経るほど速度と威力が上昇する、射程を存分に活かした唯一無二の魔術。

「ははっ、今度はあっちから撃ってきやがった!!　なら応こたえるしかねぇよなぁ!?」

　そして魔族側も同じように手を翳かざして漆黒に近い闇の塊のような魔力球を放出する。

　双方の声は互いに聞こえてはいない。だが、互いの思惑は分かっていた。

　無限の射程を以もつて、相手を一方的に撃ち抜く。それだけが彼等のスタイルだった。

　上昇と下降。そんな様々な条件を考慮しても、セルトが不利なのは明らかだったが。

「おー、単純な勝負だけどこれ面白いかも。どうせなら楽しむか!!」

　速度からして格が違っている。魔族の魔術が四分の一を縮める頃には、セルトの魔術は既に半分以上を縮めており、一本の光の残ざん滓しが消えることなく残っていた。

　あの魔狼の時とも比べ物にならない、一瞬にして遠距離をゼロに変えてしまう異常さ。

　そして魔術同士は衝突する。魔族の放った魔術はセルトの魔術に触れた瞬間に一気に弾け飛び、威力でも速度でも射程でも魔術自体の優劣はすぐにつけられた。

「俺のより強くて速い……だと？　アスタァ、どういうことだぁ!?」

「どうもこうも……そういうことなんでしょうね」

　それでも上空に居る彼等はそんな会話をしながら、余裕は崩していなかった。

　その間にもセルトの魔術は唸うなりを上げながら魔族へと一直線に進んでいく。二十キロ以上の距離を埋めているその魔力球は、一点に狙いを定めて上昇を続けていた。

「クソがぁ!!　生意気なんだよ、てめぇのそれは!!」

　ディアボロは負けじと同じ魔術をセルトの魔術に何個もぶつけるが、結果は全て同じ。

　否、放った魔術は弾け飛ぶこともなくその速度に耐え切れず蒸発していく。

　どっちがより遠くまで届かせられるかの勝負をしたかったセルトは肩透かしを食らう。

「そんなもんじゃないだろ、あんたの射程もあんたの能力も」

　そしてセルトの魔術が魔族との距離の全てをもう後数秒で埋める直前のこと。

「やべぇだろ、これはぁ!?　アスタ、何とかしやがれ!?」

「無理ですね。お疲れ様でした、ディアボロ様」

　流石に焦ってきたのか、魔族は明らかに表情を崩して狼狽うろたえ始めたが。

「──なんつってな。勝つのは俺だ、クソガキ!!」

　魔族は薄く嗤わらいずっと展開していた空間の歪を閉じ、自分の目の前にまた展開させる。

　直後セルトの眼前数メートルにも、同じく空間の歪がいつの間にか展開されていた。

「ぶははははは!!　てめぇはてめぇの鍛え上げた魔術で死ぬんだよ!!」

　ずっと放っていた魔術もセルトのそれには劣るが確かに高性能な遠距離魔術。

　だがそれはブラフ。ディアボロが超遠距離を縮める方法は、セルトとは全く違っていた。

　あれは遠く離れた二点を繋つなぐ為に空間そのものを歪ゆがめているゲート。それを介することで疑似的に射程を伸ばすという、距離を埋める最も効率的で最も狡こう猾かつなやり方。

　そしてセルトの魔術がその黒いゲートに吸い込まれそうになったその瞬間。

「──もう知ってんだよ、お前らの性格が悪いってことは嫌って程な!!」

　待ってましたと言わんばかりにセルトは振りかざした先で握っていた手をバッと開く。

　その指の動きと連動するかのように、魔術はまるで五本の指の如く一気に拡散した。

　五つの魔力球に分かれたそれはゲートのスレスレを掠かすめて進入を拒む。

　そして今度は開いた手を閉じればゲートを避けた五つの魔力球は有るべき場所へ。

「……は？　おい、ちょ待」

　その収束点は丁度魔族の本体。まさかゲートを介したカウンターを避けられると思わなかった魔族は遂ついに余裕の笑みを崩して、迫りくる魔力球とセルトを茫ぼう然ぜんと見ていた。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「そんでお前らは知らなかったろ？　俺はもっと性格が悪いんだ」

　そしてセルトの言葉と同時に五つの魔力球は魔族の身体を同時に撃ち抜いていき、そのまままた一つの魔力球に戻ったことで撃ち抜かれた魔族の身体は弾け飛んだ。

　その魔力球はその後も止まることはなく、無限の射程を主張するかのように速度を落とすこともなく天に向けて進んでいくのを見てセルトは満足気な表情を浮かべていたが。

「……!!　えぇ……？　いやいや、マジもんの化け物かって……」

　その直後にゲートは消失。視界が良好になったところでセルトは確かに見た。

「……はぁ。私がいて良かったですね、ディアボロ様」

「クソ……が……!?　絶対、許さねぇぞ、あのガキ……!!」

　頭だけになってもまだ生きている様子のディアボロと、それを抱えるアスタを。

「まぁ、魔王様へのいい報告は出来るでしょう。この姿は欲張ったツケですね」
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「その顔、覚えたからなぁ……!?　マジで次会ったらぶっ殺すッ!!」

　アスタは溜ため息いきを吐くと、ディアボロと同じ真っ黒のゲートを開いてそこに潜っていく。

　最後まで目が合っていた二人が去っていくのを見て、セルトは呆あつ気けに取られていた。

「あれで生きてるのは流石に反則だろ……。まぁ、帰ったから良しとするか……」

　どうにも不完全燃焼で終わった勝負だったが、セルトは取り敢あえず息を吐く。

　これでもう魔族が湧いてくることはない。あのゲートは魔界に通じているのだろう。

　ゲートが無くなったことで残っている魔族にも動揺が広がる。数にモノを言わせた作戦などこうなってしまえば脆もろい。絶対破られると思っていなかった策は破られた。

　後は彼等に任せておけば万事解決。自分の仕事は終わりと言わんばかりに伸びをする。

「さて、もう俺がすることは無いだろ……ってぇ!?」

　そのまま寝転がろうとしたところで、そうするよりも前にセルトの身体は倒れた。

　そして一気に身体が柔らかいものに押し潰つぶされる。何が起きたのかを確認するまでも無く、セルトを見守っていた三人が同時にセルトの身体に勢いよく跳び付いていた。
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「ちょ、重い重い!!　身体に負担をかけるのだけはやめろ、死んでしまう!!」

　疲れた身体にその重みは効いた。それでも少女達がそこから動くことは無く。

「本当に……本当に貴方あなたは凄すごいわ!!　貴方がこの学園を救ったのよ、誇りなさい!?」

「もうこれ以上惚ほれ直させないで。どうにかなってしまいそう」

「セルト君には感謝してもしきれませんっ!!　正しく人を救う力、私の憧あこがれです……」

　各々の個性が出ている褒め方でセルトに覆いかぶさりながら三人は言う。

　共通していたのは全員が笑顔なこと。そして何よりも嬉うれしそうなこと。

　セルトの身体に余すところなく抱き着きながら、三人は勝利に酔いしれていた。

「あー……うん。ってもまだ、魔族の残党は残って──」

　一応根本は潰したものの、その前に出てきていた魔族が残っている。

　そうセルトは言おうとしたのだが、倒れているセルトを覗のぞき込む人物に遮られる。

「──それは気にしなくていいっていうか～？　何ならもう終わってるし～？」

　不意に現れたその存在に驚いた三人は、一気にセルトの身体から飛び退く。

　ようやく起き上がれたセルトは、現れたその人物を見て誰なのかを思い出していた。

「!!　確かセレナ先輩……でしたっけ。もしかして全部倒したんですか？」

「それこっちのセリフ～。急にゴミが湧かないから親玉潰したん？　って思ってさ～」

　セレナはケラケラと笑いながら、セルトの頬を両手で抓つねり始める。

「私達差し置いてめっちゃ生意気だねお前～。ちょっとムカついちゃったな～」

「痛い痛い!!　え、一体何の話ですかね!?」

　労ねぎらっているのかそうでないのか、セレナはうりうりとセルトの顔を弄いじっていく。

　とはいえ怒気がある訳ではなくその顔は安あん堵どの色が多いように見えた。

「私達ではどうにも出来なかったでしょう、セレナ。素直に感謝するべきですよ」

「あ、ちょ、ギール～。乙女を持ち上げるとか普通にどうかと思うケド～」

　好き勝手しているセレナを見兼ねたギールが彼女を拾い上げセルトを助ける。

　既に竜人の姿から人型に戻っているが、制服ではなく上下黒の簡素な服を着ていた。

「どうやら、主導していた魔族は倒したみたいですねセルト様」

「最終的には逃げられましたけどね。初めての経験で面白かったですよ」

「面白いと言えてしまうその豪胆さ。アイ様が認めたのも頷うなずけますね」

　ギールはセルトに柔和な笑みを浮かべると、セレナを抱えたまま踵きびすを返した。

「邪魔は入りましたが、本番はここからです。私達は観戦に回らせてもらいますよ」

「そ、そうでした!!　セルト君、終わったらまたゆっくりお話ししましょうね!!」

　それにアイも追随し、セレナはギールに抱えられてその場を去っていく。

（そういえばそうだった。この後も戦うとか考えたくねぇ）

　その事実に辟へき易えきしながら、もうこのまま帰ってしまおうかと思っていたが。

　三人と入れ替わるかのように、また誰かが屋根に降り立ってきたのが分かった。

　最後の一人。恐らく最も魔族を打ち倒した人物であり、今の彼等の敵も目の前に。

「……見ていたよ。君が、この騒動を終わらせる最後の一手を打ってくれたのを」

　息の一つも切らさずにセルト達の下を訪れたのはシャランだった。

　倒れ込んでいるセルトに対して労うかのような視線を向けて、二の句を継いだ。

「情けないことに僕達だけじゃどうしようもなかった、君に心から感謝する」

　そしてきっちり九十度の角度でシャランは頭を下げ、真しん摯しに感謝の言葉を告げる。

　セルトを勇者らしくないと糾弾したあの時のシャランとは様相が異なっていた。

「え、じゃあもう模擬戦無しでいいですか!?　目的が消えましたよね!?」

　元々気に喰くわないという理由で無理矢理に組み上げられた模擬戦であるのなら、もう行う理由は無くなった。ギャラリーもいないことだし丁度いいだろうと。

「──いや、むしろ更に君と戦いたくなった。それにまだ認めた訳じゃないからね」

　しかしシャランは別の理由も出来たとセルトとの戦闘を更に切望していた。

　それもまた有無を言わさぬ勢いで、ニッコリとシャランは笑っている。

「マジかよ……。一応聞きますけど、拒否の方は……」

「出来ると思っているのなら、十傑への認識を再度改めた方がいいかな」

　それは恐らく権力や権限の話ではなく、その誰もがエゴイストであるということ。

　そしてシャランは振り返ると、開始位置と同じ場所まで移動していく。

　それが意味すること。今度こそ正々堂々で公平な勝負をしようということだった。

「……もう頑張らないからな、俺は!!　キャパオーバーだっ!!」

「諦あきらめなさい。最後も勝って終わるわよ」

「それでもセルトは頑張るって、私は知っている」

　突発的で異常な事態を乗り越えて。これが正真正銘のラストダンス。

　観客の消えた演習場で行われるは彼ら以外は知る由も無い、未み来らい永えい劫ごうの語り草。
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「──何故だ!?　どうしてこの僕が、君のような少女に後れを取る!?」

「修羅場不足じゃないかしら？　魔族を前にして逃げるような腰抜けに興味は無いわ」

　模擬戦が始まった直後に何処かで隠れていたであろうシュルキがフューラに奇襲。

　だが、フューラとレリアのコンビの前に敢え無く返り討ちに遭っていた。

　シュルキは一年生の中で最も高い順位を誇っていたが、魔族襲撃というイレギュラーを切り抜けた二人からすれば赤子の手を捻ひねる程度の仕事量しか無かった。

「がっ……!!」

　そしてフューラの刺突が胸に刺さり、呆気なくシュルキはその場に倒れ伏した。

「……本当にあのいけ好かない男の弟？　弱過ぎる」

「十傑と比べてしまうのは流石に酷だと思うわ……来たわよ」

　彼女達が戦っていたのは中央の広場。シュルキを倒した直後に歩いてくる影が。

　その戦いを見ていたのか、シャランは控えめに手を叩たたきながら彼女達を称賛する。

「見違えるようだったね。シュルキじゃ相手にならないのも頷けたよ」

「……手を出してこなかったのは何故ですか。シャラン先輩」

「言いつけを聞かずに勝手な真似をしたからさ。本当に困った弟だ」

　シャランは事前に忠告していたにも拘かかわらず一人で彼女達に挑んだ弟をあっさりと見捨てた。それもこの兄弟の間ではごくごく普通の事だった。

「それに……僕一人の方がよっぽど楽に戦えるからね」

　そう言うとシャランは二人に対して、本気の敵意というものをぶつけてくる。

　この前のように完全に遊ばれた時とはまるで違う雰囲気を纏まとっていた。

　一週間前。フューラは彼に心を折られかけ、大きな実力差を見せつけられた。

　その時の恐怖心と絶望感は簡単に払ふつ拭しよく出来るものではなく、記憶も消えはしない。

「フューラ。肩に力が入ってる、大丈夫？」

「……えぇ。大丈夫よ、あの時とは違うもの」

　レリアの気遣いの言葉に対してフューラは一度大きく息を吸って吐き出す。

　自分に壁を突き付けた相手との勝負。緊張もするし、恐怖だって無い訳が無い。

「シャラン先輩。私はまだまだ弱くて、きっと貴方の足元にも及ばない」

　それでもフューラは一切の震えも見せないまま、右腰から愛用のレイピアを抜く。

　そしてその切っ先をシャランの喉のど元もとに向けて、精一杯強がってみせた。

「それでも!!　この前のようにはいかないことを、今日は承知してもらうわ!!」

　フューラは構えを取るとまずは挨あい拶さつ代がわりと言わんばかりに大きく踏み出す。

　約十メートル程あった距離を一気に詰めて、胸に向けて刺突を繰り出した。

「もうそれは分かっている。決して侮らないよ」

　この前であればカウンターで首を落としにかかっていた攻撃だが、今回シャランは剣の切っ先で受け流すだけ。少しでも反応が遅れれば突き刺さっていたであろう一撃。

　シャランは飛び退いて距離を空ける。剣も一度鞘さやに戻し、じっくりフューラを見据えた。

「凡人と言ったのは撤回させてもらうよ。まずは君達を倒さなければ彼に届かなそうだ」

　そして剣の柄に手をそっと置くと、彼はそのままの姿勢で静止する。

　顔も俯うつむかせフューラの方を見ていない。なのにも拘わらず隙が全く無かった。

　セルトからの指示は一つだけ。一瞬でもいいから彼に隙を作ること。

　隙が無くても攻めてこないのなら攻めるしかない。これはあの時と同じ状況。

　彼女達の役目は彼に一瞬でもいいから隙を生み出すこと。その為に身を削っていく。

　レリアは二人の攻防が見えやすい位置を取る。フューラの近くには決して寄らない。

　今度は刺突ではなく斬ざん撃げきで。右からの斬り下ろしで彼の体勢を崩しにかかる。

「──ッ!?　あの経験が無かったら、一撃だったわね……」

「紙一重。よく合わせたと自分で感心してしまう」

　フューラの身体は斬撃により障壁越しに生じた衝撃で少しだけ吹き飛ばされる。

　彼は全く避ける素振りすら見せなかった。避けるよりも前に反応して斬っている。

　魔狼は避けてからのカウンター。シャランの場合は避ける動作すら必要が無い。

　神速の如き横よこ薙なぎの斬撃は全く目で捉とらえられなかった。汗がたらりと滴る。

「カウンターへの対応も見事だね。一度対応していないと出来ない動きだ」

　シャランは目を見張ったかのように、フューラではなくレリアに目線を移す。

　直前で張られたあの障壁さえなければ、一撃でフューラの意識を削そいでいた一撃。

　魔術も見事だがタイミングにドンピシャだったが故に追撃が出来なかった。

「私がいる限り、二人には指一本触れられないと思った方がいい」

「そうみたいだね。……厄介な障害は排除すべきかな」

　戦闘に情けは無用とシャランは今度は待ちの形から転じて、一気にレリアの方に向かう。

　フューラには背を向ける形になるが、優先順位は彼女の方が上だと判断していた。

　当のレリアに焦りは全く無い。じっくりとそれを見据え魔力を集中させる。

「丸腰の女の子を狙うなんて、趣味が悪いわね……!!」

　攻撃対象になっていないフューラはレリアを狙っているシャランに向かって行く。

　彼の背中を追うかのようにレリアへ剣を向けるシャランを咎とがめに行っていた。

「うん、僕もそう思うよ。だから、最初から君狙いだ」

　その瞬間、シャランはくるっと体勢を翻しながらフューラに対して剣を横薙ぎに振る。

　レリアを狙ったのはブラフ。本当の狙いはレリアを守ろうとするフューラだった。

「させない。障壁には、こういう使い方もある」

「何ッ!?」

　だがその横薙ぎの斬撃はフューラの頭上をギリギリで掠かすめる。フューラは反応出来ていない為、フューラが屈かがんでその一振りを躱かわしたという訳ではなかった。

（足元から障壁を生やして僕を浮かせた……!?　この体勢は良くない……!!）

　レリアがすぐに障壁を消失させると、シャランの身体は一瞬だが宙に浮く。

　下からはレイピアの刺突が迫ってきている。だがそれ以上に懸念すべき事項が。

　刺突は体勢を崩しながらも剣で弾はじき、シャランは刹せつ那なの間に全神経を集中させる。

　この絶好の好機を彼が見逃す筈がない。それを信用していたからこその準備。

「──!!　見切ったよ!!」

　そしてその隙を狙って撃たれた右斜め前方からの魔力球を無理矢理に身を捩よじって躱す。

　本来であれば眉み間けんを撃ち抜いていた筈はずの一射は、無情にも石畳を穿うがっていた。

「う、嘘でしょ……？」

「避けられる訳が、ない」

　全く想定していない有り得ない動きをしたシャランに対して二人は目を剥むく。

　魔狼と違っていたのは『情報量』。シャランは知っていたからこそ避けられた。

　魔力球が飛んできた方向を見やると、屋根の上で手を翳かざしている彼の姿が見える。

　ざっと距離は八百メートル程。流石に一息で詰められるような距離では無かったが。

「──驚いてる場合かい？　僕の前では隙の一つも見せない方がいい」

「!!　しまっ……!!」

「間に合わな……」

　必死に作ったチャンスをあまりにも簡単に空すかされ茫ぼう然ぜんとしていたフューラとの距離を一瞬で詰め、シャランは全く反応出来ない速度でフューラの身体を斬る。

「うぐっ……!?」

　レリアの障壁も今回ばかりは間に合わず、一撃でフューラの意識は遠のき始めた。

　意識だけは手放さないとしているが、もう立つことは儘ままならなかった。

「……君一人でもやるかい？　勝機があるようには思えないけど」

　シャランは残ったレリアに目線を向けて、まだ戦う意志があるか確認する。

　フューラを守れなかったレリアは、悔しそうに歯は噛がみしながら両手を上げた。

「見逃してくれる筈も無い。自分の無力さを呪う」

　戦闘能力を持たないレリアではシャランに一方的に攻撃されるだけ。

　いずれは魔力切れを起こして、為なす術すべも無くやられてしまうのは目に見えていた。

　そしてセルトの下に駆け付けることも既に不可能。間違いなく詰んでいた。

「賢明な判断だね。そこで大人しくしていてくれ」

　レリアの能力が最も厄介だと踏んでいたシャランは、少しだけ息を吐いた。

　そしてシャランは遠方の建物の屋根に立っているセルトに視線を移す。

　これで一対一。実力を見定めるのなら、これ以上のシチュエーションは無かった。
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　場所を移動する、それも一つの選択肢ではあったが彼は動かないという選択をしていた。

　まさしく渾こん身しんの一射。躱されるとは露程も思っていなかったのは言うまでもない。

「……狙いを外されたのっていつ振りだっけか。少なくともここ数年では記憶に無いな」

　とはいえセルトはそこまで大きく精神的なダメージを受けている訳ではなかった。

（ちょい位置が悪いな。的確なのはここだ、ここで待つ）

　もう既に自分に狙いを付けているシャランを見て、セルトは腹を括くくる。

　十傑といえど流石にこの距離を一瞬で詰める術は持たない。だからセルトは即決した。

「正直余裕無いんで、本気でやりますよシャラン先輩」

　セルトは用意していた大量の魔力球を弾幕のようにシャランに飛ばしていく。

　その距離は一キロにも満たないが、それなりの速度を伴ってシャランへと向かって行く。

「!!　これは流石に骨が折れるね……!!」

　狙いを付けていないが故に、逆に面倒なその弾幕を前にシャランは苦笑いを浮かべる。

　避けられるものは最小限の動きで避け、無理なら美しいまでの剣技で弾く。

　それを弾幕が途切れるまで繰り返し、ようやく第一波が終わった。

（常識外れの射程を持った魔術……。実際に受ければ分かる、呆あきれる程効果的だ）

　対魔術使い相手の戦闘も多くこなしてきたシャランだが、それは常識の範囲内での話。

　自分の攻撃範囲から著しく外れたその射程の遠さは初めて経験するものだった。

　弾幕が途切れたところで、シャランは一度射線を切る為に建物の陰に身を潜めた。

（思った以上に対応力がエグい。普通一個は当たるもんだろがよ）

　シャランの動きを注意深く観察していたセルトはその出で鱈たら目めさに思わず辟へき易えきする。

　だが、ある程度満足いく結果は得られたのかセルトは口元の笑みを隠せていない。

　そして身を隠したシャランを見て、セルトは体内の魔力を眼に集中させた。

　必要になるだろうと鍛えていた『透視』。物陰に身を潜めたところで意味は無い。

「その行動、悪手ですよ。近付けると思わないでください」

　セルトは魔力球を自在に操作して位置を把握したシャランを追い込んでいく。

　まるで自分が動かしたい場所に誘導するかのように、自在に魔力球を操りながら。

　避けづらい位置に自分が動かされたと悟ったシャランは今度は屋根の上に登る。

「!!　また弾幕か……!!」

　だがまたそこで弾幕による足止め。高速で移動しながらでは対応出来なかった。

　何より第一波よりも速度が上がっている。身体に当たりそうなものは避けるしかない。

　距離さえ詰めてしまえばどうにでもなる。だが、その距離がなかなか埋まらなかった。

「……勇猛果敢に前へ出て正々堂々敵を打ち倒す。それが僕が理想とする姿であり、僕の憧あこがれとして目に焼き付けた勇者だ!!　君のそれを僕は断じて認める訳にはいかない!!」

　それでも声を張れば声が届く範囲まで来たシャランは、大声でそう告げる。

　フラストレーションが溜たまっているのか、その何処にも余裕が感じられない。

　セルトのやり方はそこから大きくかけ離れている。だから、認めたくなかった。

「そんなものどうでもいい。そもそも俺と勇者は対極なんですよ」

　追い詰められているのがよく分かるその言葉を聞いてもセルトは表情を変えない。

　勇者とはシャランが言ったように、前線に出て勇敢に戦い道を切り拓ひらく者。

　最強の勇者であったギャラガがそうであったからこそ根付いたそのイメージ。

「だから俺は、戦う相手を戦闘にすらさせてやりはしない」

　翻ってセルトの根源は、どこまでいっても『魔族に対する怯おびえ』だった。

　臆おく病びようから始まった人間がそうなれる筈も無い。そしてそうなる気も無かった。

　有り余るほどの射程も、それを活いかす為の眼も、全てはその為に得たもの。

　そこでセルトの第二波は途切れる。セルトは続けざまに魔力球を展開し始める。

　それを見たシャランは、一いつ旦たん剣を鞘に納めるとその場に立ち止まった。

　魔力球の全てに対応しようとすればいずれはシャラン側に限界が来てしまう。

（肉を切らせて骨を断つ……僕が今出来る最善はそれだ……!!）

　ならば、その全てに対応しなければいいとシャランは覚悟を決めていた。

　被弾を最小限に止とどめて、一度しかないチャンスでその身体を斬り伏せるしかない。

「勇敢と無謀は紙一重、か。だからそれには絶対なりたくない」

　追い詰めた獲物程手て強ごわい。それをよく知っているセルトは薄く笑った。

　それは勇敢と無謀の分ぶん水すい嶺れい。言い換えてしまえば、ギャンブルにも近い考え。

　それでもそれを選び取らなければならない時が来る。それがシャランにとって今だった。

　シャランはセルトが魔力球を放出するよりも前に、大きく踏み込んだ。

　全力での接近。アイよりは遅いが、常人では考えられない速度であるのは間違いない。

「……でも、素直に尊敬しますよ。俺には出来ないことですから」

　そこでセルトは展開していた魔力球を、一つだけ残して全て消失させた。

　この状況では自殺行為とも思えるその選択。それは弾幕を張るつもりが無いということ。

（!?　諦あきらめた……？　いや、必ず他に何か策がある筈……!!）

　一瞬それに驚きを見せたシャランだったが、それだけは有り得ないと思考を止めない。

　あるとすれば上。シュルキに使った、上へと無限に広がる距離を使う迎撃方法。

　そこだけには意識を切らすことなくシャランはセルトとの距離を詰めていた。

　元は八百メートルはあったその距離。それがもう百を切るであろうそのタイミング。

「決着つけましょう。この前の言葉、きっちり覚えてますか？」

　そしてセルトは一つだけ残した魔力球をシャランに向けて放った。

　狙いすましているとはいえ、あまりに単調過ぎるその一射を避けるのは容易。

　シャランはギリギリまでそれを引き付ける。一瞬たりとて油断は見せない。

　引き付けてから避けセルトとの距離を一気に詰める。それがシャランの狙いだった。

「今ここで君を倒すことで証明する!!　僕の誇りは決して間違っていないと──」

　正々堂々正面から。それがシャランの誇りであり、貫いてきた在り方。

　だが、シャランはその刹那気付いた。セルトの目の焦点が自分には合っていないことに。

「──がッ!?　……どうして、僕の後ろからっ……!?」

　シャランが避けるその瞬間、もう一つの魔力球がシャランの背中に直撃していた。

　そして体勢を崩されたことで、弾こうとしていた魔力球は見事に鳩尾みぞおちに当たる。

　防御をせずに二回当たったことで、シャランの意識は一気に削がれていく。

　全く状況が理解出来ないシャランは飛んでくる筈のない方向に現れた射線を確認する為に、自分の真後ろに当たる空間を見ようとすぐさま首を捻ひねった。

　特別なものは何一つない。あったのは、自分が屋根に登った地点の後ろにある高い建物。

「まさか……一つだけ建物に跳弾させて、僕の背中を、狙ったのか……!?」

　シャランがセルトの放った魔力球を避けるその瞬間に当たった魔力球の正体。

　それは第二波の弾幕の中に一つだけ隠していた、跳弾する性質を持った魔力球だった。

　これ見よがしに大量に撃ってきた魔力球の全てが本命でかつブラフ。そして一つだけ混ぜていた大本命。場所を移動しなかったのは、そこが跳ね返せる最適の位置だったから。

　最後の最後に自分が意地を張ったタイミングで、完かん璧ぺきにその意識の外を突いた。

「……まさか、この僕が……背後からの一撃を貰もらうなんて、ね……」

　ダメージ的にもう戦う体力は残っていないのか、フラフラになりながらもシャランは目の前まで迫っていたセルトに対して、称賛と恨み言が混じったような言葉を送る。

「信じてましたから。シャラン先輩はきっと、最後まで正面切って戦うって」

　シャランの正義と信念を逆手に取ったその策。恐らくは最初から決めていた一手。

　勇者を目指している者だからこそ利いた、勇者を目指していない者の決め手。

「完全に、君の掌てのひらの上、か……。戦闘にすら、させてもらえなかった……」

　そしてシャランは遂ついにその場に仰向けに倒れ伏す。それは敗北の宣言と同義。
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　右腕で両目を覆いながら悔しさを噛かみ締めているが、その顔は晴れやかで。

　そもそも勝敗を判定する人間も今はいない。セルトはシャランに手を差し伸べる。

　シャランはその手を握り返し、腕の隙間からセルトの顔を見据えていた。

「最初から認めてもらうつもりで戦ってませんからね。俺は俺なんですから」

「……。それもそうだ、ね……。真剣で、正々堂々のいい勝負だっ──」

　それだけ言い残すとシャランは意識を手放す。非常に満足気な顔をしていた。

　そこでセルトは大きく息を吐く。余裕を保っていた顔を崩し、その場に座り込んだ。




　　　　＊




「……はぁ～。マジでギリギリの勝負……二度とやりたくねぇよこんなの……」

　大きく大きく息を吐いたセルトは、倒れ伏したシャランを見て呆れたように言う。

　離れた状態での一対一、かつ自分が有利な場所に居て自分に有利に働く立地。

　戦闘にすらならなかったとシャランは悔しそうに零こぼしていたが、そうなった時点でセルトの負けであったので、その直前までいったこの勝負は本当に紙一重だった。

『あー、ちゃんと勝ったぞ』

　脱落した二人に一応は伝えておこうと、セルトは通話を飛ばすが。

「……ちゃんと見てたわよ。お疲れ様、セルト」

「お疲れ様。今までのセルトで一番凄すごかった」

　レリアがフューラに肩を貸して、既にセルトの下へ駆け付けていた。

「お前らこそお疲れ。悪いな、最初で決められなくて」

　結果的に失敗に終わったが二人がシャランに対して作った隙は見事だった。

　自分が外した所せ為いで二人は負けたとセルトは謝るが二人は首を振る。

「ううん、私の実力不足よ。もっと上手うまくやれてた筈はずだもの」

「私もそう。もっといい方法があったに違いない」

「じゃあ、そういうことにしておこうかな。面倒だし」

　堂々巡りになるのも嫌なのでセルトは二人の反省を素直に受け取る。

　そしてセルトはもう限界なのか、座り込んでいた身体を完全に屋根へと投げ出した。

「跳弾する魔力球。もし剣で弾はじかれてたら終わってた？」

　勝負を決めた最後の一手。あまりにも細い綱渡りだったそれをレリアは尋ねる。

　シャランが避けたから良かったものの、剣で対処されていたら策は破れていた。

「あー、一回目の弾幕でどういう条件の魔力球なら避けるのかを観察してた。それが速さなのかタイミングなのか、それとも密度なのか。調整は本当苦労した……」

　その対策は単純で、その魔力球をシャランにとって避けるしかないものにしたから。

　思っていたよりもシャランの対応力と推進力が高く、少しだけ焦ったのは内緒だった。

「じゃあ、どうして一つだけだったのよ？　何個か混ぜれば良かったじゃない」

「ばーか、無駄に増やしてもし弾かれたらどうする。リターンがリスクに見合わん」

「あ……それは、確かにそうね……」

　言われてみれば、とフューラは自分の浅慮さに少しだけ顔を赤くする。

　確かに増やす選択肢はあったが、多くの可能性を天てん秤びんにかけた結果一つを選び取った。

「後は最後に撃った魔力球とのタイミング調整とか速度とか威力の兼ね合い……。一つでも噛み合わなかったら終わりだったから、もう二度と同じことはやりたくない」

　セルトはげんなりとした顔で、そこまでやらなければ勝てなかったと口にする。

　それを涼しい顔でやってのけるその胆力と技術。そしてそれを可能にした射程。

「大概よ……。貴方あなたも、それをさせた十傑も……!!」

　呆れたように言いながらもフューラの顔は輝いている。それは一種の憧れに近い。

　彼等は壁の向こうの遥はるか彼方かなたに居る。それでも、今はその壁に憎しみは無い。

「……。ねぇ、今度は私と勝負してみない？」

「嫌だね!!　タイマンなんて無意味で無価値なことそう何度もやってたまるか!!」

「言うと思ったわ。冗談よ」

　にべもなく断られたフューラはクスリと笑い、セルトの横にゆったりと座り込む。

「ゆっくり休んで、セルト。次はもう苦労させないから」

　同時にレリアもその対面に座って、もうセルトには苦労を掛けないと宣言する。

「……次が無いことを祈るよ、俺は」

　かくして本日のメインイベントは終了。この後は面倒な事後処理が待っている。

　証拠も何も残っていないセルト達の勝利は、十傑しか知らない秘め事になっていた。








エピローグ　∞むげんの射程がもたらしたもの






「──本当にすまなかった。心からの謝罪をさせてほしい」

　後日、本校舎の最上階にあるシャラン専用の座敷にて。本来であれば十傑以外は立ち入れない場所だが、十傑の許可があれば特別に中に入ることが出来る。

「……是非シャラン君の謝罪を聞き入れてはくれませんか？　必要なことなんです」

　アイにそこに連れられたセルト一行を待っていたのは、シャランの五体投地だった。

「どういう経緯があろうと僕が彼女に酷ひどいことを言ったのは事実だ、それは変わらない。僕はどんな仕打ちでも受け入れるし、どんな言葉も受け入れる準備は出来ている」

　シャランが謝っているのはあの日の出来事。フューラの心を折りかけたあの発言。

　自分が満足したいが為に彼女の気持ちを利用した。それは断罪されるべきと。

　フューラは一度短く息を吐くと、ゆっくりとした速度でシャランに歩み寄っていく。

「確かにシャラン先輩が言ったことは、私にとって心を抉えぐられるものでした。ですが、あれは私の成長に繋つながる基点でもあって……。そうなったのは彼等のお陰なんです」

　そして未いまだに頭を上げないシャランの背中をフューラは手で優しく擦る。

　目線はセルトとレリアに。はにかみながら彼等を見つめると心が温かくなる。

　フューラは腰を落とすと、今度は下を向いているシャランを真っ直ぐ見据える。

「……許せない、なんて言うのは簡単なことです。でもそんな無意味なことは私はしたくない。それでも、シャラン先輩に罪の意識が残ってしまうというのなら──」

　フューラはシャランの顔を掴つかんで無理矢理前を向かせると、満面の笑みを見せた。

「──私に剣のご教授をお願いしてもいいですか？　私はもっと強くならないとなので」

　それで手打ちにしましょうと、フューラは寛大な心で素直に彼を赦ゆるした。

　彼女の言葉を聞き、彼女の表情を見たシャランは納得したかのように微笑を浮かべた。

「……正しく気高い勇者の娘、だったということか。全力で協力することを約束しよう」

「あ、勇者の娘というのにこだわるのは一いつ旦たん止めることにしたんです。私は私、フューラ＝カルベリアというただの強くありたい少女として一から頑張ると決めたので!!」

　フューラは自分の中の拘こだわりを一旦胸の中にしまっておくことに決めていた。

　本当の意味で自分が強くなれたと自信を持てた時、改めて取り出そうと。

「なるほど、それもいいね。フューラはきっと強くなれる」

　その在り方に感心したシャランはようやく頭を上げる。憑つき物が落ちたのかその表情は清すが々すがしく爽さわやかで、初めて会った時とはまるで別人のような彼の姿がそこにあった。

「今日は謝罪ともう一つ、セルトに伝えなければならないことがある」

　気持ちを切り替えたシャランは、次はセルトに視線を合わせて真っ直ぐ見据える。

　こうして改めて見ても自分を打ち負かしたとは思えない程に覇気が無い。

　それでも実際に本気でぶつかり合ったことで、それだけじゃないことは分かっていた。

「君には認めてもらわなくても構わない、と言われたけど認めざるを得なかった。十傑の中でも末席に近いとはいえ、『剣聖』であるこの僕を打ち負かした君の強さをね」

「私のお墨付きなので当然ですよ!!　お二人ともに本当に強かったです!!」

　十傑という強い立場の人間にその実力を認めてもらうのはそう簡単なことではない。

　学園に通う者ならばこれ以上ない誉れだが、セルトは特に表情を変えない。

「じゃあシャラン先輩にも貸し一つ、ってことでいいですか？」

　そのセルトの態度にシャランは微笑を浮かべる。小さく頷うなずくと、二の句を継いだ。

「相反する正義と信念を持つ僕達はきっと仲良くは出来ない。だから君のことはこれから僕が打ち倒すべき確かな強者として見ることにするよ。それが僕の答えだ」

「……ってことは、これからも無駄にちょっかいかけてくる可能性が……？」

「未だに僕は修行不足だったみたいだからね。いずれはリベンジを申し込むよ」

「いや、もう本当に勘弁していただけると……!!　十傑負けず嫌い多過ぎだろ……!!」

　そうして座敷内では和やかな雰囲気が流れ出す。これでわだかまりも解消。

　和やかな雰囲気のまま他愛の無い雑談の時間が。だがその時間も長くは続かない。

「──さて、すまないが日課の鍛錬の時間だ。早速フューラもやっていくかな？」

　日々の限られた時間は有効的に使っていく。それが故に彼の高い評価があった。

　嬉うれしい申し出だが、今日は別の約束がある。フューラは丁重に頭を下げる。

「お願いした手前すみません。今日もチームでクエストに行くんです!!」

「え？　待って、聞いてな──」

「そうか。じゃあまたいつでも来るといい、その時は『剣聖』の剣技を教えるよ」

　そしてシャランは軽く手を振って部屋から出ていく彼等を見送る。

　見送る彼の顔が、穏やかで満足気だったのがとても印象的だった。




　先日大きな事件があったこともあり、学園内はいつも以上に忙せわしない。

　過去一度も学園が魔族に直接狙われたことはなかった。それが意味することは、勇者を育成する機関だということが魔族側に知られてしまっている可能性が高いということ。

　特に学園の運営側がてんてこ舞い。学園を空けることの多いギャラガや、十傑の上位三名となんとか連絡を取り、もう学園を危機に陥れないようにと必死になっていた。

「!!　おい、あれ見ろよ……。編入生のチームだ」

「結局どうなったんだろうね、あの後。無効試合？　それとも再試合かな？」

「でも『流星』と一緒に歩いてるよ。もしかしたら勝ったんじゃない？」

「有り得ねぇって!!　そもそも十傑との対決ってこと自体おかしかったんだよ!!」

　生徒の間では昨日の一件が話題の中心。噂にすらなっていない憶測が飛び交っている。

　セルト達に対して肯定的なものは少ない、つまり状況は何も変わっていないということ。

「にしてもやっぱり十傑は凄いよね……数人であの大事件解決しちゃうなんて」

「格が違うよ俺達みたいな一般生徒とはさ。編入生も流石に思い知ったろ」

「ははっ、違いねぇ!!　これで少しは大人しくなるってもんだ!!」

　結局昨日の魔族襲撃事件を解決したのは十傑のメンバーということになっている。

　彼等は決してそう吹ふい聴ちようなどしないが、多くの生徒がそう思うのは自然なことだった。

　その真実を知っているのはセルト達と十傑の四人だけ。その誰もが口を閉ざしている。

　だから誰もセルト達の活躍を知らない。これはあの場に居た全員で決めたこと。

　そしてそれを提案したのは、他でもない一番の功労者であるセルトだった。

「──う～言いたいです!!　本当はセルト君の方が凄すごいってことを!!」

「真実が伝わるのが必ずしも正しいこととは限りませんから。これ以上学園内で変に目立つのも嫌ですし、学園としてもやっぱり十傑が凄い、が一番丸く収まります」

　結局クエストは行くことになり学園内を歩いてたら、アイが急にはしゃぎ出す。

　アイはクエストに同行しないが、他の約束があるということで途中まで一緒にと。

　自分のことを悪く言われたり嘲ちよう笑しようされることをセルトは特に気にも留めない。

　他人の評価などどうでもよく、欲しいのは快適で平穏な生活だけ。

「うぅ……。でも、なんだか手柄を横取りしたみたいで心苦しいですよ……」

「事実は事実。実際に殆ほとんどの魔族を倒したのは十傑だった」

「変に十傑の価値を下げる必要は無いものね。実際に凄かったんだから」

　フューラとレリアも納得しているようで、周りからの評価に変な執着は持っていない。

　自分達が解決の手伝いをしたことはまだしも、自分達が十傑の一人に勝利したという噂が下手に広まれば、生徒達の間に面倒な猜さい疑ぎ心しんと不信感が生まれてしまう。

「知ってる人だけが知ってればいいんです。その方が俺も楽──」

　あの盛り上がりの中で勝利すれば話も変わっていただろうが、結果は変わらない。

　誰も見ていなかったのなら表向きには無かったことにした方がいい。そういう判断。

「──本当に生意気な後輩だね～カッコつけてんじゃないぞ～？」

　そんなことを言った矢先に後ろから何者かに小突かれる。振り向けば見知った顔が。

「うわ、セレナ先輩……。暇なんですか？」

「うるせ～お前に用は無いんだよ～」

「アイ様を迎えに来ました。私達も久々にクエストに行こうかと」

　セレナの横にはギールもおり、アイと約束をしていたことを明かした。

「アイ先輩が組んでたのって、十傑のお二人だったんですね……」

「はい!!　なのでどうしても今はチームは組めないんですよ」

　そんなもん当然Ｓランクになるだろうと、セルトは思わず苦笑する。

　未だにアイ以外の十傑の前では緊張するのか、フューラは借りてきた猫のようになり。

　レリアは特に興味が無いと、相も変わらずセルトの腕に引っ付いていた。

「セレナがこの前の勝負に触発されましてね。どうしてもと」

「言ってないし～。別に憂さ晴らししたいだけだし～？」

　どうやらきっちり彼等には爪つめ痕あとが残っていたようで、意味が無かった訳ではない。

　それを理解したアイは満面の笑みを浮かべると、セルト達に大きく手を振った。

「それでは私達はこれで!!　約束を果たせる日を楽しみにしてますね!!」

　そしてアイはセレナとギールに連れられてセルト達に別れを告げた。

「今は、ね。入ってくれれば、俺ももっと楽出来るんだけどな～」

「変なところ貪どん欲よくよね、貴方あなた……」

　アイが彼等の仲間入りする日はそう遠くない。そうでなくても彼女はいつでも力を貸す。

　頼りになる先輩を見送って、三人はクエストボードへと向かい始めていた。




　　　　＊




　クエストボードにあった手頃な依頼書を剥はがし、学園側に申請していく流れをこなす。

　馬車の手配が行われる時間にはまだ余裕があったので、近くのテラスで寛くつろぐことに。

「──やっぱかったるいわぁ……。行くのやめて今日は休まないか？」

「何個か付き合うって言ったわ。忘れたとは言わせないわよ」

「優秀な記憶力を持ってて凄いなぁ、フューラは」

　そんなこととっくに忘れたとセルトは未だにクエストに行くことに難色を示す。

　昨日の今日で行くことは無いだろうと。今日ぐらいは休んでもいいだろうと。

「私を立ち直らせたのは貴方よ。その責任は取ってもらうわ」

「その発端はレリアじゃんか……二人で行って来いよ～仲良くなったんだろ～？」

「そもそも根本はあの剣使い。だからセルトも一緒に行く」

　醜くも責任の譲り合いをし始める幼おさな馴な染じみの二人。別にこれは喧けん嘩かではない。

　本当にこの二人に救われたのかと考えると、レリアは頭を抱えていた。

「責任云うん々ぬんは置いても、今はじっとなんかしてられないわ」

　吹っ切れたとは言っても結局まだまだ未熟で弱いと分かったフューラは真剣に言う。

　また独りよがりになるんじゃなかろうか、とセルトが懐疑の視線を向けると。

「でも、ゆっくり着実でもいいの。楽に生きていいとも言われたしね」

　だから受注したクエストは比較的簡単。今日のこれは息抜き程度のものだった。

「少し前とは大違い。あの頃のフューラがもう懐かしい」

　相変わらず無表情のままレリアはフューラの言ったことに少し茶々を入れる。

　それをある程度自覚してるのか、フューラは顔を赤らめながらその先の言葉を濁す。

「あ、貴方達の所せ為いだからね。これじゃお父様に会った時に何て言われるか……」

　人の性格や考え方はそう簡単に変わるものではない。今のフューラは勇者にただひたすらに憧あこがれを抱き、執着的とまで言える向上心を持ち続けていたあの頃とは違う。

　それは決して悪いことではないが、今は清濁織り交ぜていると言えるだろう。

「そんな心配か？　俺は今のフューラの方が好きだけど～」

　前よりも扱いやすいし、と付け足そうと思ったところでフューラの顔を見る。

　どんな反応をするのか楽しみにしていたが、セルトの予想は大きく外れていた。

「私も……今のセルトの方が好きよ」

　フューラは照れることも怒ることも無く、セルトの目を真っ直ぐ見て告げる。

　あまりにもストレートな物言いに、思わずセルトは呆あつ気けに取られてしまう。

　それを見たフューラはしてやったりという顔をして二の句を継いだ。

「路地裏で死にそうになってたあの時よりは、だけど!!」

「……そんなこともあったなぁ、うん。今が一番死にそうだよ」

　不意に会話のペースを持っていかれたセルトは、項うな垂だれるようにして笑う。

　まさかのカウンター。カウンターを受け続けて学習したとでもいうのだろうか。

「大丈夫、セルトは私が死なせない」

「お前はぶれないなレリア。なんか安心したわ」

　フューラが変わったといっても、一方のレリアは全く変わることはない。

　相変わらずセルト一筋であり、何よりもセルトを大事にしている。

「セルト、私は？　私は好き？」

「フューラと喧嘩してた時のレリアより今のレリアの方が好きだよ……」

　便乗するかのように聞いてきたレリアの質問には、予想が出来ていたのですぐに返す。

　あの時は本当にウケたなと。遠い目をしながらセルトは未いまだに項垂れていた。

「私も、村にいた時より今のセルトの方が好き。生き生きしてる」

「……まぁ、そうかもしれん。村に居た時よりは充実してるかな、多少は」

　村では同じ毎日の繰り返し。魔族が常に付き纏まとう、非日常が日常だった。

　今もそれなりに忙せわしなく疲れることも多いが、それでもマシにはなっただろうと。

「フューラ、頼むから今日のクエスト終わったら暫しばらく休みくれ」

「嫌って言ったら？」

「お前が勘違いして泣き喚わめきながら俺に言ったこと全部ギャラガさんにバラす」

「泣き喚いてはいないわよ!?　そういうところは大嫌いよ、本当に!!」

　言い争いをしているように見えるが、これが彼等の今のスタンダード。

　それは表情を見れば分かる。最初の時のような利害関係は今は何処にもなかった。

　そうこうしている内にクエストに向かう時刻はもうすぐまで迫っていた。




「はぁ……いい加減諦あきらめるか。早く終わらせて帰って寝るぞ」

　どうせいつかはまたクエストを受けることになる。それが早まっただけの話。

　セルトの在り方もまた変わらない。ただただ平穏と安寧を求め続けるだけ。

「どうせまた色々なことに巻き込まれるのよ、貴方は」

「そうなったら今度こそ退学して別の道探してやる」

　口ではそう言いながらも、なんとなくそうなりそうな予感は持っているセルト。

　撃退した魔族は自分に恨みを持ったようだったし、十傑にも目を付けられている。

　それでもここに居続ける理由は一つ。衣食住が保証されているから。

　いつだってセルトの頭には天てん秤びんが揺れている。どっちが楽だろうか、と。

「簡単なクエストだけど今日も手は抜かないわ!!　全力でやる!!」

「そうか。じゃあ頑張れ。俺はいつも通り適当にやるから」

「私もセルトの為に今日も頑張る」

　そうしてチームを組んでいる三人は各々が違うモチベーションで今日を生きる。

　それはきっと、これからも変わることのない彼等の日常風景だった。








あとがき






　とある凄すご腕うでのスナイパーが何故強いのかと問われた時、『臆おく病びようだから』と答えたのは有名な話ですが、私も常に様々なものに怯おびえています。故にきっと私も最強です。




　初めましての方は初めまして。前作から引き続き購入していただいた方はお久しぶりです、小こ路みち　燦あきらと申します。最近身体がボロボロなので気軽に『おじさん』とでも……。

　冒頭の話に戻りますが、臆病であるということの利点を少し挙げていきましょう。




　次の日が朝早く寝坊してしまうということに怯え、ロクに寝られないまま朝を迎えてしまったことで結果的に寝坊をせずに遅刻もせずに済んだ（体調はズタボロで無事死亡）。

　ゲームで自分のキャラが死ぬことを恐れ、とにかく生き残るように立ち回っていたら最終的にゲーム内で死んだ数が最も少なかった（役には立っていないので勝負には負けた）。

　子供の頃に悪戯いたずらをしたことが発覚するのが怖くて嘘を重ね続けたことによって、一時的に心の安寧を得ることが出来たという妙策（後にバレて反省文＆お小遣い減額のコンボ）。




　はい、プラマイゼロどころかマイナスです。ただ臆病であるだけでは意味が無く、それを活かす為の技量や精神力、状況判断などが必要だということがよく分かりますね。

　臆病であるというのは、様々な状況に備えて準備をすることと同義であるとも言えます。

　何かしらのイレギュラーが起きるかもしれないから保険を用意しておく、手遅れになる可能性を考慮して早めに行動しておくなど、日常生活においても重要なことなのです。

　ただ、その多くは『弱さ』に起因しているともとれます。強大な力や名声、地位を持っている者は多くの心配を抱かず、危機に対して後出しでも対処をするのは容易でしょう。




　今作はそんな主人公のお話です。決して完全無欠などではなく、むしろある種の『弱さ』を持っている。そういう『強さ』があってもいいのでは、そんな願いを込めました。

　タイトルにもなっている∞の射程に関する能力は、きっとそんな主人公だからこそ得られたものなのだと思います。とにかく透視だけはなんとしてでも欲しいです、私は。

　そして重要なファクターとなっているのはその対極となっている『勇者』。現代においては創作以外では馴な染じみの無い概念ですが、誰もがその強さと勇敢さを知っています。

　恐れを抱きながらももがき進む者と恐れを知らずに果敢に進む者。どちらが強いなど一いち目もく瞭りよう然ぜんですが、個人的には前者の方が好みなのが読んでいただければ分かるかなと。




　因みになんですが私は前者の大幅な劣化です。世の中には怖いものがいっぱいです。

　そんな中でもやはり怖いといえば病気や怪我の類でしょうか。私に関して言えば頼んでも無いのに鎖骨を骨折したり大事な時に風邪をひいたりと散々な目に遭ってきました。

　多分常に怖い怖いと言っているから何かが嫌がらせをしてきているのでしょう。そうに違いありません、怖いという人の弱みに付け込むとは実に卑ひ怯きようと言わざるを得ない。




　話は変わりますがお金って本当に怖いですよね。あれだけ人を狂わせるものは他に無いと思いますし、何よりも無いと生きていけないという制約はまるで悪魔のようで。

　もしそれが大量に手元にあったらと考えただけで震えが止まらないですよ、えぇ。別に手元に無くてもいい、株だろうがＦＸだろうが怖いものは怖いのが世の常。

　後はそう、自由に使える時間ですか。時間は誰にも平等で有限なのにそれが自分だけ少し多いとか有り余ってるとか考えると笑いが止まりません。勿もち論ろん引き攣った笑みですよ。

　つまり精神と時の部屋が怖いって話です。出口が無くなったら一生出られなくなるとか、一日で一年分の時間を与えられるとはいえあまりにリスクが大きいとは思いませんか。

　え、私が思う一番怖い物ですか？　読者の皆様の喜ぶ顔です。当然でしょう。




　……これ、元ネタ知らない人いたらどうするつもりだったんでしょうか。何言ってんだこいつ、許せねぇなと思った人は『まんじゅうこわい』で検索してみましょう。

　媚こびなどではなく、本当に皆様が一番大事です。何なに卒とぞ誤解なきようお願い存じます。




　それでは恐ろしいばかりの低姿勢で謝辞を。本当に本当に素敵なイラストを描いて頂いた福ふくきつね様、感謝してもし切れません……！　毎秒見てます、ありがとうございます！

　ゼロから二人三脚で企画を作って頂いた担当編集様無しではこの作品は間違いなく生まれませんでした。最大限の感謝と、この先もどうかよろしくお願いします。

　ならびにこの本の刊行に携わってくださった皆様に、心からの感謝を申しあげます。

　そして最後に。この作品を手に取って読んでいただいた全ての読者様、本当にありがとうございました！　今後とも、よろしくお願いできれば幸いです。

　これだけは怯おびえません。これから先の精進と躍進を全ての皆様に約束いたします。
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